


[image: ]







[image: ]










ハード・デイズ・ナイツ




バラードは闇の──








南房秀久
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イントロ





何が本当に大たい切せつなのか

分わからなくなってたあの夜

君きみは僕ぼくの前で微笑ほほえんで

大だい丈じよう夫ぶだよ　と言ってくれた

もうバカやることも

格かつ好こうつけることも　要いらないんだよと

君は教えてくれたんだ

北の空高く輝かがやく

あの星のように

君の笑え顔がおは　僕を導みちびく




そうさ　大切なのは

絆きずな　信じること

夢ゆめ　諦あきらめず

ずっと二人で




そうさ　大切なことは

強く　信じること

絶対　諦めず

きっと二人で









　防ぼう音おんガラスの向こうで、ロメオ・ジリのスーツに身を包つつんだ美女が、親指をグイと立ててウインクして見せた。

「……ＯＫかな？」

　キーボードの前に立つ少年が、ふうっと息をついて眼鏡めがねを外はずした。

　人気アイドルグループ、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのリーダーである士し郎ろう。

　その、もの静かで知的な面おも立だちには、今の演えん奏そうに対する納なつ得とくの色は見られなかった。

「力、入り過すぎちゃったかも」
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　Ｓ＆Ｓでも一番年下、まだ中学生の宏こう太たが、スティックを持ったまま頭かぶりを振ふった。

　キラキラと輝かがやく瞳ひとみが、同じ学園の先せん輩ぱいであるギター担たん当とうの大だい地ち一いつ心しんに向けられる。

「まっ、聞いてみりゃ分かるだろ？　好このみの問題って気はするけどな」

　短い茶ちや髪ぱつを立てた一心は、愛用のピックをベルトに挟はさむ。

「だな。俺おれ的には、キックが重おもっ苦くるしいかなってとこ」

　黒くろ髪かみの亨とおるがベースを置いて、ミキサー室に今の演奏を流してくれるように合あい図ずした。

　レコーディング・エンジニアはうなずくと、パネルを操そう作さして先ほどのテイクを四人のヘッドフォンに伝つたえる。

「……もう少し、バランスを考え直そうか？」

　リフレインのあたりまで聞いたところで、士郎が仲間を見渡した。

「歌か詞しの内容からいっても、ギターのロング・トーン、あとちょい軽くてもいいんじゃないか？」

「ああ。これがベスト、とは言えないだろ」

　腕うでを組み、目を閉じていた亨が同意する。

「ベストを尽つくしてからミキサーに任まかせるのが俺の主しゆ義ぎ」

　一心は、オベイションのセミアコのネックを握にぎった。

「じゃ、あとワンテイク、やりますか？」

　宏太も大きく伸のびをした。

「……と、いうことで」

　士郎はマネージャーに視し線せんで合図する。

　ジャケットのデザイン原げん案あんを何枚か見み比くらべ、検けん討とうしていたマネージャーは、好きにしなさい、と言うように肩をすくめた。

　そのマネージャーのすぐ横で……。

（この人たちって……曲作りの時はすっごく真ま面じ目めなんだ）

　夕方からのスケジュールを確かく認にんしていた女郎花おみなえし茜あかねは、再ふたたび演奏が始まるのを見てＳ＆Ｓへの印いん象しようを少しばかり改あらためた。

　もともと茜は、単なる一心のクラスメート。

　成せい績せき、スリーサイズともに全国平へい均きんという、いたって地じ味みな高校一年生だ。

　それがひょんなことから、このＳ＆Ｓの付き人をやることになって、そのままズルズルと一か月近くも続けているのだ。

　それも、月げつ給きゆう百円で。

　茜にとって、Ｓ＆Ｓのメンバーは憧あこがれのアイドルなどではなく、どいつもこいつも一ひと癖くせも二癖もある厄やつ介かい者ものだった。




　まずは、一番まともに見えるキーボード担当、風かざ峰みね士郎。

　実は、アイドル業の裏うらでモバイル片手に株かぶ式しきを動かし、年数億おくの利り益えきを上げる実じつ業ぎよう家か。




　次はベース、およびボーカル担当、火ひ之の杜もり亨。

　主演の一本を含ふくめ、現在三本のドラマに出しゆつ演えん中。ソロ・シングルもリリースしている人気ナンバーワン。

　だが、その実じつ態たいは女性嫌ぎらいのゲーム狂きよう。




　ドラムスの水みず谷たに宏太。

　小学生以下と主しゆ婦ふ層そうから絶ぜつ大だいなる支し持じを受けているが、いつも一心に仔こ犬いぬのようにまとわりついている、ちょっと危あぶないくらいの先せん輩ぱい大好き少年。




　そして……。

　ギターとボーカル担当の大だい地ち一心。

　彼こそ、茜にとっての疫やく病びよう神がみだった。

　芸げい能のう界かいの大おお御ご所しよや芸能レポーターをも恐おそれぬ、毒どく舌ぜつと大きな態たい度ど。

　事じ務む所しよ泣かせの、自じ分ぶん勝かつ手てな単独行動。

　付き人に対する数々の無む理り難なん題だい。

　一心と知り合って以い来らい、茜は体重が激げき減げんするほど神しん経けいをすり減へらし、眠ねむれぬ夜を過ごしている。

　……ような気がした。




　しかし、そんなＳ＆Ｓだが、こうして真しん剣けんに曲に取り組む姿すがたを見ていると……。

（やっぱり、人気があるのも当然かあ）

　と、茜も認みとめざるを得えなかったのである。




「……はい、ＯＫ！」

　十数回目のテイクが終しゆう了りようした。

　今度は、一心たちも納なつ得とくのいった顔だ。

「ほら、ガキども！　サクサク移動して！」

　マネージャーは防ぼう音おん扉とびらを開けると、ほっとひと息ついているメンバーに怒ど鳴なった。

「三十分の遅おくれよ！　お台だい場ばまで、猛もうスピードで飛ばすからね！」

「勘かん弁べんしてよ！　マネージャーの運転、マジで恐こわいんっすから！」

　亨の顔色が青あお褪ざめる。

「みなさん、ご苦労さまでした」

　ミキサーたちに丁てい寧ねいに挨あい拶さつする士郎。

「先輩、僕ぼくのバッグ知りません？」

　キョロキョロあたりを見回す宏太。

「知る訳わけね～だろ！　茜、ギター！」

　一心はソフトケースにしまったギターを二本、茜に持たせる。

「ぐっ、重い！」

「遅れんなよ！」

「ち、ちょっと！」

　茜はさらに、みんなのバッグや楽がつ器きまで運ばなくてはならない。

　ギターとベース、それに四つのスポーツバッグに二つの学生カバンを持った茜は、まるでジャンケンに負け続けてランドセルを山ほど持たされた小学生のようだ。

「はい、これも」

　さらに、マネージャーが自分のハンドバッグを茜の首に引ひっ掛かけた。

「走りなさいよ！　遅れたら、ひとりだけ電車だからね！」

　と言って、手ぶらになったマネージャーは、さっさと歩き去る。

　抗こう議ぎする暇ひまもない。

（ううっ……！　いつか辞やめてやる、こんなプロダクション！）

　茜はそう誓ちかいつつ、フラフラの足取りで事じ務む所しよのバンへと向かうのだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「君は自分が生きていることを、どんな時に実感する？」

　無数の光の粒りゆう子しに彩いろどられる深しん夜やの新しん宿じゆく。

　都と庁ちように近い超ちよう高こう層そうビルの一室で、窓まど際ぎわから下げ界かいを見ながら長ちよう身しんの青年が尋たずねた。

　偽ぎ名めいで長期契けい約やくされたこの広い室内を照てらすのは、ソファーの脇わきに置かれたアール・ヌーヴォーのスタンドのみ。

　窓際の青年のシルエットが、月明かりに浮うかび上がる。

「実感……ですか？」

　そう答えたのは、ソファーに長い脚あしを組んで座すわったプラチナブロンドの青年。

「無意味な質問ですね。僕もあなたも、実際に生きている。それだけで十じゆう分ぶんでしょう」

　ソファーの青年はスタンドの明かりを頼たよりに、ロシア語で打たれた書しよ類るいに目を通している。

　眼鏡めがねの奥の碧あおい瞳ひとみからは、心の動きを読み取ることができない。

　年ねん齢れいは二十二、三といったところだろうか。

　白はく人じんとしては、やや華きや奢しやな身体からだの造つくりだ。

「元神しん学がく生せいとは思えないな」

　窓際のシルエットが振り返った。

　スタンドの明かりで、かつてインクウィジターを名な乗のった青年の笑えみが浮かび上がる。

「僕の中の神は、民みん族ぞく主しゆ義ぎ者しやのテロと、国こく連れん軍ぐんが降ふらせた劣れつ化かウラン弾だんの雨の中で死にましたからね」

　ソファーの青年はサラリと流した。

　流りゆう暢ちような日本語だ。

「……それで、あなたはどんな時に実感するんです、生きているということを？」

「眩まぶしいくらいに輝かがやいている命を、この手で握にぎり潰つぶした時」

　インクウィジターは、マホガニーのどっしりとした机つくえに、軽く腰こしを掛かける。

「さらにそれがビジネスに結むすびつけば、言うことはないね」

「例のビデオの一件は、お見み事ごとでした」

　と、プラチナブロンドの青年。

「上げた利り益えきもさることながら、幾いくつか重要なコネを得えましたね」

「君のボスのところを含ふくめて。だが、あれは……」

　インクウィジターは、頭を振った。

「全体として見れば失しつ敗ぱいだったな。貴き重ちような〝ダブル〟と〝表おもて〟の経けい歴れきを失うしなった。それに、実に惜おしい獲え物ものを逃のがしてもいる」
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「あなたはゲームに夢む中ちゆうになり過ぎる傾けい向こうがある。と、我われ々われの組そ織しきは分ぶん析せきしていますよ」

「そのリスクを軽けい減げんするために、君は派は遣けんされたんだろう？」

「公こう安あんも動いていますしね。しつこく食い下がっている一部マスコミも」

「忘わすれてもらっては困こまるな。僕は死んでいるんだ、法的にはね」

「組織はリスクに敏びん感かんなんですよ。もっとも……」

　プラチナブロンドは眼鏡めがねをすっと押し上げた。

「僕個人としてはプロジェクトの進行に支し障しようがない限り、あなたの趣しゆ味みに口を出すつもりはありませんが」

「優やさしいなあ、君は」

「ええ。もちろん、利り害がいが一いつ致ちする間は、ですが……」

　青年は、書しよ類るいを机の上に差し出した。

「コストの見み積つもりは、こんなものでしょう。このプロジェクトには、うちのボスも大おお乗のり気きですから」

「あの人に僕の名で花でも贈おくってくれ」

　インクウィジターが微笑ほほえみ、書類に手を伸のばそうとした時、来らい客きやくを告つげる電でん子し音おんが鳴なった。

「……じゃあ、後はよろしく」

「あなたに自じ重ちようをお願ねがいします、と言っても、無む駄だでしょうね」

　青年は肩をすくめ、出ていった。

　それと入れ代かわりに現われたのは、モバイルを手にした背せ広びろ姿すがたの男。

　二十代半なかば、または後半。

　これといって特とく徴ちようのない顔つきをしている。

　と言うより、どのような集団の中にあっても完全に埋まい没ぼつする顔。

　完全に存在を消すことのできる顔だ。

「……お忙いそがしいようで？」

　声さえも、没ぼつ個こ性せいである。

「退たい屈くつするよりましさ」

　インクウィジターは答えた。

「計画は順調に進行しているかい？」

「遅おくれは見られません」

「そうか。では、済すまないが……」

　インクウィジターは机の上のフロッピーを指で弾はじき、男の前に滑すべらせた。

「そろそろ、あの計画に少し変へん更こうを加えようと思う」

「変更、ですか？」

　男はモバイルを起き動どうさせ、フロッピーのファイルを開く。

「少し、彩いろどりが欲ほしくなった」

「……情じよう報ほうの収集から実行まで、スケジュールがタイトですね」

　男は液えき晶しよう画が面めんに目を走らせ、キーボードを叩たたく。

「超ちよう過か費ひ用ようはこっちの負ふ担たんでいい」

「……さっそく、彼との調ちよう整せいに入ります」

「君の無む駄だ口ぐちを叩かないところ、気に入っているよ」

　インクウィジターは微笑ほほえんだ。

「では」

　男は無表情のまま一いち礼れいすると、再ふたたびモバイルを手にして部へ屋やを辞じした。

「……さて、どう出るかな？」

　扉とびらが閉められ、たったひとりになると、インクウィジターは窓まどの外の夜や景けいを振り返った。

「俺おれを失しつ望ぼうさせないでくれよ、巽たつみ玲れい、そして大地一心」

　その瞳ひとみは、復ふく讐しゆうの冷たい炎ほのおを宿やどしていた。










　ミッシング　茜あかねのいない日




「オッシャアアアーッ！」

　こぼれ球だまにコーナーぎりぎりのところで追いついた大だい地ち一いつ心しんは、反転してそのまま一気にライン際ぎわを駆かけ上がった。

「くそっ！　イッシンにこれ以上点を取らせるな！　現げん役えきサッカー部の面めん子つにかけて！」

　敵てき方がたのミッドフィルダーが叫さけんだ。

　だが、二人のフォワードは一心の脚きやく力りよくに追いつくことができず、易やす々やすと突とつ破ぱを許ゆるす。

「まず二人」

　振ふり切った一心は、笑えみを浮うかべながらつぶやく。

「きゃあーっ！　素す敵てきーっ！」

「イッシーン！」

「大地く～んっ、頑がん張ばって～っ！」

　熱ねつ狂きようしているのは、観かん客きやくの女の子たちだ。

　晴せい天てんのもと開かれた、学がつ期き末まつ恒こう例れいの球きゆう技ぎ大会。

　その最後を飾かざるサッカーの試し合あいには、校内の女子生徒のほとんどが集まっていた。

　今日きようの主役は何といっても、今、フィールドを疾しつ駆くしている茶ちや髪ぱつの少年。

　アイドルグループＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのリード・ギター担たん当とう、大地一心だった。

　一心は芸げい能のう界かいデビュー前に、ジュニア・ユースでレギュラーを務つとめていた経けい験けんがある。

　その実力は折おり紙がみ付きだ。

「もう、最さいっ高こう！」

「やっぱ、今日サボんないで学校来てよかったよ～」

　デジカメや使い捨すてカメラで、一心の雄ゆう姿しを撮とりまくる少女たち。

　中には、ファンクラブの一員だろうか。

　一心の名前が入った団扇うちわを持ち、派は手でなハッピをまとった子までいる。

「かっわい～い！」

「こっち見てぇ～っ！」

　はしゃぐ彼女たちの間に、男子生徒が割わり込む隙すきはない。

　ところが……。




（……ああしてる時は、格かつ好こいいんだけどなあ）

　盛もり上がる観客のなかに、ひとりため息をつく少女の姿すがたがあった。

　女郎花おみなえし茜あかね。

　一心のクラスメートにして、付き人である。

（みんな、本当の大地くんの姿を知らないから、あんなに騒さわげるのよ）

　茜はふっと遠い目になった。

（ああ、あたしの中で崩くずれてゆく、芸能人の高こう貴きなイメージ……）

　芸能界を、憧あこがれの瞳ひとみで見ていた頃ころが懐なつかしい。

　無む論ろん、茜の虚きよ像ぞうを粉こな々ごなに打ち砕くだいたのは、口が悪くて、横おう暴ぼうで、いっつも自分のことを小こ馬ば鹿かにしているサイテー男、大地一心である。

（けどなあ……）

　茜は膝ひざに頰ほおを押しつけて、また考える。

（優やさしいとこも、あるんだよね）

　例たとえば、学校でドジをしたり、仕事で失しつ敗ぱいしたりして落ち込んでいる時……。

　一心は何なに気げなくマーチンのアコースティックを手に取って、即そつ興きようで作った曲を弾ひき語がたりで聞かせてくれるのだ。

　また、インクウィジターに襲おそわれた時に、一心が自分の身の危き険けんも顧かえりみずに助けにきてくれたことも事実である。

（でも、でも！）

　そうしたことは、月げつ給きゆう百円でこき使われていることへの慰なぐさめにはならなかった。

　いまだにオミナエシという茜の名みよう字じを、覚おぼえていないことの弁べん明めいにもならない。

　何より悔くやしいのは、昨日きのう、大事に取っておいた天てん津しん甘あま栗ぐりの最後のひと袋ふくろ──六個入り──を取られたことである。

（……やっぱ、あいつ嫌きらい）

　食い物の恨うらみは深い。

　茜は握にぎったこぶしをプルプルと震ふるわせた。




「だ、誰だれかイッシンを止めろ、止めてくれ～っ！」

　相手チームの司し令れい塔とうであるサッカー部のキャプテンは、悲ひ鳴めいを上げた。

　だが、ファール覚かく悟ごで脚あしを削けずりにいったミッドフィルダーたちも、緩かん急きゆうをつけた動きに翻ほん弄ろうされ、次々とかわされてゆく。

「三、四、五、六……、七人抜ぬき……って？」

　一心ファンの少女たちは、顔を見合わせた。

「これって、もしかして凄すごいことなんじゃない？」

「………」

　もはや観客席は、シーンと静まり返っている。

　みな、固かた唾ずを吞のんで見守るのみだ。

　そして、その全校の女子生徒の前で……。

「や、やられた！」

　最終ラインを守るディフェンダーの三人が抜き去られた。

「じゅ、十人抜きぃぃぃ!?」

　とうとう、ゴールマウスと一心の間に立つ者は、キーパーひとりとなった。

「いくぜ！」

　一心の口元に、不ふ敵てきな笑えみが浮うかぶ。

「超ちようスーパーボレーッ！」

　黄金の左足──自じ称しよう──によるシュートが炸さく裂れつした。

　ギュンとカーブを描えがいたボールは、真横に飛んだキーパーの指の先をすり抜け、ゴール左隅すみに突つき刺ささる。

「やりぃっ！　ゴール、ゴール、ゴール、ゴール、ゴール、ゴォォォォォォォールッ！」

　大地一心はギャラリーの女の子たちの前まで走り込むと、両手を空に突き上げた。

「ハットトリックだあああああっ!!」

「大地く～んっ！」

「格かつ好こいい～っ！」

　歓かん声せいの波が、一心ファンたちの間から湧わき起おこる。

「……た、たかが球技大会とはいえ、くやし～っ！」

　相手チームの面々は、芝しば生ふの上にガックリと膝ひざを落とした。

「たった一人に……」

「地区大会二位のプライドが……」

「お、俺おれのゾーンプレスが……フラット・スリーが……オフサイド・トラップが……」

　中には泣いている奴やつもいる。

　無む理りもない。

　一心の側は、ほとんどが文化部系けいの素人しろうと。ところが相手チームは、十一人中五人がサッカー部、残りのメンバーも各運動部の精せい鋭えいだったのだ。

　そして……。

　ピッピーッ！

　ここで笛ふえ。

　試し合あい終しゆう了りようである。




「おい、アカネ！　タオル～ッ！」

　フィールドから上がってきた一心は、茜の方に手を差し出した。
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「……はいはい」

（今は仕事中じゃないんだから、威い張ばるなっつーの）

　心の中で文もん句くを言いつつも、茜はタオルを差し出そうとした。

　ところが。

「大地くん、あたしのタオル使って～っ！」

「駄だ目めよ、私の使ってもらうんだから！」

「ほら、この方がキレイだし！」

「こっちだってば！」

　一心がこちらに来るのを待っていた少女たちが、タオルを手にして群むらがった。

　茜はドンッと突き飛ばされて、一心を囲かこむ集団から弾はじき出される。

（お、おのれ～っ！）

　グラウンドに突つっ伏ぷし、顔を砂すなだらけにした茜はキッと起き上がると、一心のまわりに集まる女の子たちを搔かき分わけた。

「大地くん、急いで！　この後、すぐに収しゆう録ろくでしょ！」

　茜は乱らん暴ぼうに一心の腕うでを引ひっ張ぱった。

「ほら！　遅ち刻こくしたら、あたしがマネージャーさんに叱しかられるんだからね！」

「あ～、また茜！」

「ひっど～い！　せっかくイッシンくんと話してるのに！」

「横おう暴ぼう！」

「付き人リコール！」

　湧わき上がる非ひ難なんの声。

　だが、これは付き人になって以い来らい、毎度のこと。

　いちいち気にしてはいられない。

（……ほんっと、この一か月でだいぶ敵てきを増ふやしたわ）

　茜はどんよりと暗い顔になりながらも、一心の腕を握にぎったまま、ズンズンと校こう舎しやの方に向かって歩き続ける。

「早く着き替がえてよ！　五分後に教室で待っているから！」

　ロッカー・ルームの前まで来て、ようやく茜は一心を解放した。

「ってえなあ！　もう少し担たん当とうのタレントを優やさしく扱あつかえないのかよっ！」

　握られていた腕を大げさに擦こすりながら、一心は抗こう議ぎする。

「お前、だんだんうちのマネージャーに似にてきたぞ」

「……ううっ」

　くわえ煙草たばこで罵ば声せいを吐はき散ちらし、朝からアルコールの匂においをプンプンさせているサングラスの女の姿すがたが、茜の脳のう裏りをよぎった。

（あたしの将しよう来らいは……あれなのか～……？）

　茜は真しん剣けんに落ち込んだ。




「おっはよう！」

「……お早よう……ございま～す」

　一心は元気いっぱい、茜は疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様よう子すでスタジオ入りしたのは、学校を出てから三十分後のこと。

「あらら！　すっごいわね、イッシンちゃん」

　スタジオで最初に二人を出で迎むかえたのは、髭ひげ剃そり痕あとの青い中年男だった。

　今どき珍めずらしいオールバックに、紫むらさきのスーツという考えられない趣しゆ味み。

　Ｓ＆Ｓが所しよ属ぞくするプロダクションの社長である。

「あの遅ち刻こく魔ま王おうと呼よばれていたイッシンちゃんが、これで二週間無遅刻じゃない！　ほ～んと、この子を茜ちゃんに任まかせて良かったわ～」

「……は、はあ」

　できれば任せないで欲ほしかった茜である。

「でも、つまらないですよね。イッシンくんの罰ばつゲームが見られないの」

　通りがかったメイク係がかりの女の子が、クスクス笑いながら声をかけた。

　茜が付き人になるまで、遅刻した一心がやらされる罰ゲームはバラエティー番組『Ｓ＆Ｓ世界征せい服ふく！』の名めい物ぶつコーナーだった。

「そ～そ～。遅刻が多いのも、俺おれのキャラのうちってこと」

　一心は胸むねを張る。

　と、そこに……。

「威い張ばることかって～の」

　そう言いながらスタジオ入りしたのは、黒くろ髪かみの少年である。

　イタリア製の白いシャツが良く似に合あう、長い手足。

　女性なら誰だれもがぼうっとなるような、美しい容よう貌ぼう。

「……よっ」

「トオルさん、お早ようございます」

　茜はペコリと頭を下げた。

　付き人を始めてすぐの頃ころ、火ひ之の杜もり亨とおるはかなり付き合いづらい印いん象しようがあった。

　それでも、このところは打うち解とけてきて、軽い挨あい拶さつぐらいはするようになったのだ。

「じゃあ、今日は遅刻者ゼロだね」

　セットの隅すみでモバイルを操そう作さしていた少年がシステムを終しゆう了りようし、眼鏡めがねを外はずしながらこちらにやってきた。

「シローさん」

　茜はようやく、ほっとした笑え顔がおを見せた。

　風かざ峰みね士し郎ろうはメンバーの内でただ一人、茜が当てにできる人物だ。

「やあ、早かったね」

　士郎も微笑ほほえみで答えた。

「あっ、でもコータくんは？」

　茜はあたりを見渡した。

　一番年下の水みず谷たに宏こう太た。

　同じ学園の後こう輩はいでもある、クリクリした目の少年の姿すがたが見えないのだ。

「コータなら」

　士郎は答える。

「女子アナのみなさんに捕つかまって、今はアナウンサー室」

「……可か哀わい相そうに」

　毎度のこととはいえ、美少年好きのお姉ねえ様さまたちに引き込まれて玩具おもちやにされているのかと思うと、茜は同情せざるを得えない。

　結局、頰ほっぺたをキスマークだらけにした宏太が戻もどってきたのは、リハーサル開始の五分前だった。




「イッシン！」

　収しゆう録ろくが休きゆう憩けい時間に入り、Ｓ＆Ｓの面々がロビーで一ひと息いきついているところにマネージャーがやってきた。

「……どしたの？」

　マネージャーは茜が自分の顔をじっと見ていることに気がつくと、サングラスを外はずして聞いた。

「い、いいえ！　何でも！」

　茜は強く頭を振ふった。

　マネージャーみたいになるぞ、と一心に言われ、そのショックから立ち直れない。

　なんてことは、口が裂さけても言えるものではない。

「……変な子ね」

　マネージャーは一心を振り返ると、手にしていた包つつみをポンと放ほうった。

「ほら、ファンからのプレゼント。局きよく付づけになってたって」

　四十センチほどの長い包みである。

　安やす物ものの包ほう装そう紙しに、黒いリボン。

　小さな一枚のカードが添そえられている。

「……再会を祝しゆくして。何だ、これ？」

　包みを受け取った一心は、カードのメッセージを見て首を傾かしげた。

「爆ばく発はつ物ぶつや剃刀かみそりは、仕し掛かけられてないみたいね」

　さすがは敏びん腕わんマネージャー。

　安全は確かく認にん済みだ。

「まあ、開けりゃあ分わかるか」

「……って、あんたそう無む造ぞう作さに」

　茜が呆あきれる前で、一心は包み紙を破やぶいていった。

　そして……。

「何だよ、これ？」

　一心は出てきた品物をみんなに見せた。

「何かのおまじない、かな？」

　士郎も頭を捻ひねった。

　ファンからの贈おくり物ものには、時々、変なものがある。

　自分の写真を付けた下した着ぎ。

　怪あやしい宗しゆう教きようのお守り。

　全長三メートルもあるウミウシのぬいぐるみ。

　ワシントン条じよう約やく違い反はんのオオトカゲが、生きたまま送られてきたこともあった。

「手……だよな、一応」

　亨はその品物を、指先で突ついてみた。

「ですよね」

　と、宏太。

「まさかミイラ？」

　マネージャーが迷めい惑わくそうに眉み間けんにしわを寄せた。

「本物？」

　包みの中から現われたのは、干ひからびた一本の腕うでだった。

　大きさからして、猿さるのものだろう。

「結けつ構こう軽いぜ」

　一心はその腕を、バトンのようにクルクルと振り回してみせた。

「マジで人間の……じゃないだろうな」

　亨は疑うたがいを口にする。

　子供の腕だとしたら、人間の腕だということも十じゆう分ぶんに考えられそうだ。

「分かる訳わけないだろ」

「に、人間のものだったら、犯はん罪ざいでしょ？」

　宏太はとんでもない、というように頭を激はげしく振る。

「偽にせ物ものに決まってますよ」

「ならいいんだけどね……」

　士郎は半はん信しん半はん疑ぎだ。

「ちょっと、大地くん！　やめてよ、それ振り回すの！」

　腕から埃ほこりのようなものが飛び散るのを見て、茜が抗こう議ぎする。

「その腕を持った手で、絶ぜっっっっ対たいにあたしに触さわらないでよね！」

「だ～れがお前なんかに！　頼たのまれたって触るかよ！」

　と、言いながら、一心はミイラの腕をポンと茜の頭に置く。

「ぎゃああああああっ！　馬ば鹿かっ！　変へん態たい！　殺さつ人じん鬼き！」

　端はたから見て面おも白しろいくらいに、茜は逆ぎやく上じようした。

「病気になる！　死ぬ～っ！」

「……死ぬまで言うか、こんなもんで？」

　さすがに一心も呆あきれ果はてる。

「もうっ！　いつも、いつも、いつも、いつも、いっつも！」

　よほど恐こわかったらしい。

　茜は本気で怒おこっていた。

「どーして意い地じ悪わるするのよ!?　そんなにあたしが嫌いやだったら、付き人辞やめさせればいいじゃない！」

「……また始まった」

　士郎がため息をついた。

　一心と茜がこうしてやり合うのは、初めてではない。

　この二人、三日に一回はこうやって揉もめるのだ。

「イッシン、君が悪い。今のうちに謝あやまれ」

「何で？」

　と、一心は不ふ満まん顔がおである。

「先せん輩ぱい！」

「イッシン！」

「……ったく、トオルやコータまで。ハイハイ、どうせ俺が悪わる者ものだよ」

　一心は渋しぶ々しぶながら、腰こしに手を当てた横おう柄へいな態たい度どで茜の方を見る。

「悪かったな！」

「……心から反はん省せいしてない」

　茜はプイと横を向いた。

「……はあ？」

「謝り方に誠せい意いがないのよ！　女郎花茜さん、今までの数々の無ぶ礼れい、大変申もうし訳わけありませんでした、って言うべきでしょ!?」

「ず、図に乗るなあ！　ボケェーッ！」

　一心の怒いかりが爆ばく発はつする。

「おまぇなんかなあ！　百円だって払はらうの惜おしいっての！　クビだっ、クビ、クビ！」

「上じよう等とう！　大地くんの顔を見ないで済すめば、せいせいするわよ！」

　二人はにらみ合った。

　これは放ほうっておくのが一番と、亨と宏太、それにマネージャーは雑ざつ誌しを見たり、楽がつ器きの手入れを始めたりする。

　もっとも、リーダーはそうもいかない。

「だけど、その腕を見てると『猿の手』っていう怪かい談だんを思い出すな」

　士郎は一心と茜の間に立ち、ミイラの腕をしげしげと見つめた。

「怪談？」

　眉まゆをひそめる一心。

「三つの願ねがい事ごとを叶かなえてくれる猿の手の話だよ。ある男が、インド帰りの軍人から二百ポンドでその猿の手を買い取った。その猿の手には、老行ぎよう者じやによってある呪のろいがかけられていた。その手を高く掲かかげて願い事を言うと、それが叶うというものだった。男は呪いの話を信じてはいなかったが、ものは試ためしで、二百ポンドをくれと猿の手に願ってみた」

「そ、それから……？」

　恐こわいものは苦にが手てな茜だが、士郎の話に耳を傾かたむける。

「二百ポンドは手に入ったんだ。最愛の息子むすこの、事じ故こ死しの賠ばい償しよう金きんとして」

「……！」

　士郎を囲かこんでいた一同は、顔を見合わせた。

「それ、小説よね？」

　マネージャーは、煙草たばこのフィルターを嚙かみながら確かく認にんする。

　だが、それには答えずに士郎は続けた。

「悲ひ嘆たんに暮くれた男の妻つまは、息子が生き返ることを願うように男に迫せまった。男は恐おそれながらも、これに従したがった。もう一度、猿の手を使って、息子の復ふつ活かつを願った」

「待ったあ～っ！　その後、もう聞きたくない！」

　茜は両手で耳をふさいだ。

　士郎は止やめようか、というような顔をしたが、他のメンバーが視し線せんで促うながすので仕し方かたなく続ける。

「その夜、眠ねむることができずにいた夫ふ妻さいの家の扉とびらを、ノックする音がした」

「ひぃぃぃぃぃぃっ！　やめて～っ！」

「妻は寝しん室しつから飛び出し、扉に向かった。墓はか場ばから帰ってきた息子を迎むかえるために」

「ラ～ララ～ララ～！　あたし、な～んも、聞いていないもんね～！」

　茜は大声を出して、話が耳に入らないようにする。

　子供である。

「男は、もはやそれが生せい前ぜんの息子ではないことを理り解かいしていた。死の世界から戻もどってきた者が、この上もなく危き険けんな存在であることを。止めようとする男を振り切って、妻が扉を開こうとした時、男は猿の手をつかみ、第三の願いをした……」

「………」

「………」

「………」

「………」

　一同は息を吞のむ。

「…………しょれで？」

　半泣きの表情で、茜は尋たずねた。

　結局、聞いていたらしい。

「……ごめん、忘れた」

　士郎は頭を搔かいた。
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「これ読んだの、小学生の時なんだ」

「お前なあ！」

　と、一心。

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱなのって有ありかよ！」

「オチなしだと……」

「うう～。最後が気になって、今こん晩ばん寝ねられないじゃないですか～」

　亨と宏太も不満顔だ。

　だが……。

「まあまあ」

　士郎はケロリとした表情である。

「……誰だれかさんたちの喧けん嘩かも収おさまったし、いいじゃないか？」

　指し摘てきされた一心と茜は、チラリとお互たがいの様よう子すをうかがい、すぐにまたフンと顔を背そむける。

「……けど実じつ際さい、これがその猿の手なら大だい歓かん迎げいだな」

　一心は意い地じ悪わるそうな笑えみを浮うかべる。

「先せん輩ぱい、よくないこと考えてるでしょ？」

　宏太が咎とがめるような視線を向ける。

「別に。ただ、うっとうしいヤツをこれで消せないかな、な～んて考えただけ」

「ハッキリ言ったらいいでしょ！　あたしを消したいって！」

　茜はバンッとテーブルを叩たたいた。

「やってみたら!?　その手に、願い事してみなさいよ！」

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　一心はミイラの手をつかんで立ち上がった。

「と、待ったぁ！」

　茜は一心の腕うでを慌あわててつかむ。

「……すぐに本気にすることないでしょ？」

「構かまわないんだろ？」

「よ、よく考えようよ！　もし、あたしが消えちゃったら、寝ね覚ざめが悪いでしょ？」

「いや、特に……」

「な、何ぃ！」

「……イッシン、いい加か減げんに止やめておけ。嫌いやがってるじゃないか」

　士郎が顔をしかめる。

「気にしない、気にしない。……ところでさ、シロウはなんか願い事ってないのか？　ついでに願ってやるけど？」

「俺かい？……そうだな」

　そう言われて士郎は腕を組んだ。

「シロウさん、こいつのペースに巻き込まれないで～っ！」

　懇こん願がんする茜。

　しかし……。

「美女との一夜のアバンチュール、なんてどうだろう？」

　士郎は提てい案あんした。

「だったら、俺、ゲームのシナリオのネタ！」

「ぼ、僕はドラマの高こう視し聴ちよう率りつ！」

　亨と宏太も願いを口にする。

「……それじゃ四つだろうが」

「だから、あたしのことで願い事するの、止めてって言ってるでしょ！」

「いいや、止めない」

　一心は腕をバッと掲かかげた。

「腕よ！　この騒そう々ぞうしい女を消し去り、シロウに美女を、亨にネタを、宏太にドラマの成功を与あたえてくれ！」

　シーン。

　腕は反はん応のうしなかった。

　何も起こりはしない。

「……何もなかったね、やっぱり」

　しばらくして、士郎は肩をすくめた。

「つまんね～」

「まあ、こんなもんですね」

　亨と宏太も、期き待たいはしていなかったようだ。

　ただ……。

　茜だけは、その場にへたり込んでいた。

　どうやら腰こしを抜ぬかしてしまったようだ。

「お前、だらしないな」

　一心が手を貸かして立たせる。

「何よ～、本当に消えたらどうするつもりだったのよ～」

　茜は獣じゆう医いのところに連つれてかれた野の良ら猫ねこみたいに、情なさけない顔をしていた。

　さすがに、一心もちょっとマズかったかなと思う。

　しかし……。

「ひどいよ～、あんなに嫌いやだって言ったのに。鬼おに～、悪あく魔ま～、妖よう怪かい～、もののけ～」

　腹の虫が治おさまらないのか、茜は並ならべ立てた。

「凶きよう悪あく犯はん～、冷れい血けつ動物～、変へん態たい～、サッカー馬ば鹿か～、イロモノ系けいアイドル～」

　これでは一心も謝あやまるタイミングを逸いつする。

「だあーっ、うるせーっ！　本当にお前がパッと目の前から消えてたら、せいせいしたのにな！　消えろ、本っ当に消えろ！」

　とうとう一心は怒ど鳴なった。

　ああ、やっちゃったよ、という表情をする士郎たち。

「大地くんの……バカーッ！」

　茜はそのまま、スタジオを飛び出していった。

「あんた、もう少しあの子に優やさしくしても、罰ばちは当たらないと思うけど？」

　マネージャーが吸すいかけの煙草たばこを灰はい皿ざらに押しつけ、ため息いきを漏もらす。

「いいだろ、どうせすぐに戻もどってくるさ」

　一心は言い切った。

　だが、その時以い来らい。

　一心の前から、茜の姿すがたは消えた。
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「ったく！　遅ち刻こくよ！」

　カルティエの腕うで時ど計けいをチラチラ見ながらロビーで待っていたマネージャーは、一時間半遅おくれで局にやってきた一心をにらんだ。

「……ああ、ごめん」

　ギターのケースをマネージャーに預あずけ、一心はスタジオに向かう。

「どうしたの？」

　珍めずらしく素す直なおな態たい度どにマネージャーは眉まゆをひそめ、キョロキョロとあたりを見渡す。

「それに茜ちゃんは？」

「いねえよ」

　一心は、ぶっきらぼうに答える。

「今日は学校に来なかった」

「病気？」

「知らねえって」

　苛いら々いらした調子の声。

「……しょうがないわね」

　マネージャーは携けい帯たいを取り出し、茜の番号にかける。

「でないと思うぜ」

　と、すでに何回も電話している一心。

「……本当」

　しばらく待ってから、マネージャーは携帯を切った。

「昨日きのう、あんたがイジメたからじゃないの？」

「そ、そんな訳わけないだろ！」

「あたしも経けい験けんあるんだよね。最初に担たん当とうしたのが、とんでもないヤツでさ。そいつのワガママで神しん経けいやられちゃって、もう自殺寸すん前ぜん。結局、一週間引きこもって、マンションの外に出られなかったわ」

　マネージャーはゴロワーズをくわえて火を点つけると、紫し煙えんを一心に吹ふきかけた。

「……この人間のクズ」

「あのなあ、昔むかし担当したタレントと俺を同どう一いつ視しすんなよ」

　そう言いながらも、一心は結けつ構こう動どう揺ようしている。

「ともかく、あんたの責せき任にんなのは間ま違ちがいないんだからね。……自宅の方には連れん絡らく入れてみた？」

「まだだけど……」

　茜の家には、妙みようにテンションの高い姉あねがいる。

　一心は、その姉が大の苦にが手てだった。

「入れなさい」

「……分わかったよ」

　一心は、姉が出ないことを祈いのりながら、番号を押す。

　しかし、そういう時に限って……。

「えっ、茜？　昨日きのうは帰ってこなかったけど？　イッシンくんと一いつ緒しよだと思ってた～」

　茜の姉は陽よう気きに答えた。

「本当は一緒だったんじゃないの～？　で、アリバイ作り。この、この～！」

「あのね……」

「ねえ、今度合ごうコンしない？　イケメンの芸げい能のう人じん、何人か集めてよ。こっちはスッチーとかコンパニ呼よぶから。セッティングはまかせ……」

　ブチッ。

　一心は電話を切ると、マネージャーに向かって頭を振ふる。

「他ほかに心当たりは？」

　と、三本目のゴロワーズに火を点けながら、わざとらしく新しん聞ぶんを広げるマネージャー。

　一面の記事には、藤とう堂どうという政治家の巨きよ額がくの遺い産さんが、奇き妙みような遺ゆい言ごんのために宙ちゆうに浮ういている、とある。

　あまり一心たちには関係のない話だ。

「そうだな」

　一心は茜の親しん友ゆう、矢や代しろ夏なつ紀きのところにも連絡してみる。

　インクウィジターの仲間にボウガンで撃うたれて、九きゆう死しに一いつ生しようを得えた夏紀。

　先週ようやく退院して、今は自じ宅たく療りよう養よう中ちゆうのはずだ。

「……ううん、うちには来てないよ。美み紗さや他の子も知らないって」

　携帯から聞こえてくる夏紀の声。

　まだ、以前ほどの元気は取り戻もどしてはいない。

「そっか。……リハビリ中に悪かったな、また連絡するよ」

「ええ。何だか嫌いやな予感がするの、あの子、助けてあげてね」

「心しん配ぱいすんな。お前が学校に来られるようになったら、あいつと全ぜん快かい祝いわいやってやっから」

「馬鹿ね。来週からもう夏休みでしょ」

　一心は夏紀との通話を終えると、マネージャーに声をかけた。

「俺おれ、今夜は合がつ宿しゆく所じよの方には戻らないから」

「自宅？」

「……兄あに貴きんとこだよ」
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　深しん夜や……。

　数時間前から、霧きり状の雨が降ふりだしていた。

　レインコート姿すがたの金きん髪ぱつの少女が赤い傘かさをクルクル回しながら、一心の数歩先の線路沿ぞいを歩いている。

　二人がＪＲの田た端ばた駅えきを出て、もう十分くらいが経たっていた。

「イッシン？」

　やがて、妖よう精せいのようなその金髪の少女は、碧あおい瞳ひとみで前方を示しめした。

　その方向に目を遣やると、雨でフォギーのフィルターがかかった一心の目に、黒いコートの人物が映うつった。

　一心はその人物に向かって足を踏ふみ出す。

　ちょうどその時……。

　山手線の終しゆう電でんがそばを通過した。

　電車の窓まどから漏もれる光が、ガード下で身みを屈かがめている黒いコートの人物の顔を照てらし出した。

　どこか浮うき世よ離ばなれした、貴き族ぞく然とした少年の面おも立だち。

　その瞳ひとみには、孤こ独どくな憂うれいの色が宿やどっている。

「何をしているんだ……？」

　一心が声をかけると、黒いコートの少年は立ち上がり、銀色の柔やわらかそうな髪かみについた水すい滴てきを払はらった。

「……やあ」

「ここは……？」

　一心は周しゆう囲いを見渡す。

　人通りの少なくなった、山手線ガード下の落らく書がきだらけのトンネル。

　不ふ法ほう投とう棄きされたゴミが排はい水すい溝こう沿いに散さん乱らんし、入口付近には錆さびの浮ういたバイクが並ならぶ街まちの吹ふき溜だまりだ。

　だが……。

　銀髪の少年の足元には、この場にそぐわぬ純じゆん白ぱくの百ゆ合りの花が一いち輪りん、供そなえられていた。

「この花、お前が？」

　一心の問いに、巽たつみ玲れいはうなずいた。

「一年前、この場所で十四歳の少女が惨ざん殺さつされた。僕ぼくに調ちよう査さを依い頼らいしてきたのは、その子の弟おとうとだった」

「……犯はん人にん、捕つかまえたのか？」

「殺したのは、少女が通かよう中学の教師だった。罪つみは償つぐなわせたよ」

「レイはね、自分が調べた事じ件けんの被ひ害がい者しや、ゼッタイに忘れないの」

　金髪の少女、ニコル・エマーソン・タツミが、絶対の信しん頼らいを込こめた瞳で玲を見上げる。

　巽玲は一心の兄あに。

　体質の問題から太たい陽ようのもとに出ることはできないが、その優すぐれた推すい理り力りよくによって今まで数々の謎なぞを解といてきた犯はん罪ざい研けん究きゆう家かである。

　ニコルは、玲と一心の父が再さい婚こんした相手の娘むすめ。

　二人にとっては、義ぎ理りの妹いもうとにあたるのだ。

「そうか……」

　一心も花の前で目を閉じ、手を合わせた。

「ところで」

　玲はかすかに笑えみを浮うかべる。

「何かあったんだろう？　ニコルに案内させてまで、僕を訪たずねてくるなんて？」

「アカネが消えた」

　一心は言った。

「もう一日半になる。頼たのむ、見つけてくれ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「心当たり、ナイの？」

　ニコルは一心とともに地図を見ながら聞いた。

「あったら玲に頼むかよ」

　今、二人がいるのは、一昨日おととい収しゆう録ろくのあった局から事じ務む所しよへの道の途と中ちゆうにあるオープン・カフェ。

　ニコルの前には、カフェ・ヴィエンナ。

　一心の前には、カプチーノ。

　どちらも、とっくに冷さめ切っている。

「もう丸二日だぞ。玲は何やってんだ」

「アナタが玲に話してからは、まだ十二時間よ。それに、レイは日中は外に出られない。知ってるでしょ？」

　ニコルはテーブルの下で足をプラプラさせる。

「……パンプキン・プリン、頼んでいい？　もちろん、イッシンの払はらいで」

「お前なあ！」

　と、その時。

「……あ、待って」

　ニコルは携けい帯たいを取り出した。

「はい！」

　少女の顔が、ぱっと明るくなる。

「玲からか!?」







[image: ]







　一心はニコルに頰ほっぺたをくっつけるようにして、携帯に耳を傾かたむけた。

「ち、ちょっと！」

　ニコルは一心を押おし退のけようとする。

「ヤメてよ、気持ち悪いじゃない！」

「うっさいぞ、マイクロ西洋人形！」

「……何を遊んでるんだ？」

　電話の向こうで玲が言った。
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（……あれ？……あたし、何してんだろ？）

　茜は目を覚さますと、ボンヤリと考えた。




　あの時……。

　一心と喧けん嘩かした後、茜は社長に辞やめると言うつもりで事務所に戻もどっていた。

　だが、あいにく社長は留る守す。

　みんな出払っていて、事務所は無人だった。

　そこで、茜が待っていると……。

「Ｓ＆Ｓの担たん当とうの方は？」

　と、スーツ姿すがたの男がやってきて、茜に尋たずねた。

　一いつ見けんすると、茜の父と同じ、広こう告こく代だい理り店てんの人間のようだった。

（あたし、まだ一応、Ｓ＆Ｓの関係者なんだよね）

　茜はうなずくと、男に用件を尋ねようとした。

　だが……。




　その後の記き憶おくはなかった。

　いったい、どのくらいの時間が経たったのだろうか？

　手も足も、動かすことができない。

　目の前は真っ暗で、声も出せなかった。

　水たまりの上にでも転ころがっているらしく、お尻しりが濡ぬれて冷たい。

（ここどこ？　誰だれかいないの!?）

　もし、このまま誰にも見つからなかったら……。

　心こころ細ぼそさと、突とつ然ぜんの恐きよう怖ふが茜に襲おそいかかった。

　そして。

　ゴゴゴゴッ……ザザーッ！

　突然、水たまりの水位が上がり始めた。

　どこからか、大量の水が注そそぎ込こんできているのだ。

　水は瞬またたく間まに、茜のへその高さを越こし、胸むねのあたりにまでに達たつする。

（助けて！　大地くん！）

　茜はびしょ濡れになりながら心の中で叫さけんだ。
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「本当に、ここにいるのか？」

　一心は自分のプロダクションが入った雑ざつ居きよビルを見上げ、つぶやいた。

「ナニよ、レイを信用しないの？」

　携けい帯たいで玲からの指し示じを受けていたニコルがにらんだ。

「んなことはないんだけどな……」

　一心は眉まゆをひそめる。

「とっくに調べたんだぜ、ここ」

「……ええっ!?　イヤだけど……レイが言うなら……うん」

　玲に何か言われたニコルは、携帯を一心に渡した。

「代かわってくれって。キレイに使ってよ」

　もの凄すご～く、嫌いやそうな顔である。

「イッシン……」

　玲の声は言った。

「ネットで君きみたちＳ＆Ｓのファン……オッカケというのか？」

「ああ、オッカケね」

　玲の口からそんな言葉が出ると、何となくおかしな気がする。

「その彼女たちから情じよう報ほうを得えた。事務所の前にいた子たちが、君の付き人が事務所のビルに入るところを目もく撃げきしている」

「何だって！」

「しかし、出るところは誰も見ていない。少なくとも、その日の午後九時頃ごろまでは」

「おい、その頃には社長も戻ってるぞ」

　一心が聞いたところでは、社長もあれから茜を見てはいない。

「じゃあ、あのビルの中で茜は消えたってことか？」

「昨日きのうの朝から午後九時までも、女郎花おみなえし君の出入りした姿すがたは見られていないし、人間が隠かくせる大きさの荷に物もつが運び出されたこともないそうだ。……オッカケというのは、実に有能な探たん偵てい助じよ手しゆだね」

「今はマジで感かん謝しやしてるよ。で、茜はどこにいるんだ」

「それはこれからだ。まず、ビルに入って事務所まで歩きながら、目に見えるものをできるだけ詳くわしく説明してくれ」

「ああ」

　一心はあちこちを見回して歩きながら、郵ゆう便びん受け、ごみ箱ばこ、トイレ、ベンチと灰はい皿ざら、エレベーターと、片かたっ端ぱしからその配はい置ちや状じよう態たいを伝つたえてゆく。

「通つう風ふう口こうは？」

　玲が尋たずねる。

「んっ？　ああ、それっぽいのが上にある」

「でも、人間が通れそうじゃないよ」

　ニコルが身を乗り出して割わり込んでくる。

「……お前、くっついてくるなよ」

　と、一心。

「どうしてイッシンなんかにくっつかなきゃいけないのよ！」

「いいから。二人とも、事務所に入ってくれ」

　玲はため息をついた。
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　茜の身体からだは、浮うき沈しずみを繰くり返かえしていた。

　水位はとっくに茜の身長を越こえている。

　爪つま先さきで底そこを蹴けり、顔の一部が水面に出た瞬しゆん間かんに猿さるぐつわの隙すき間まから息を吸すう。

　先ほどから、その繰り返しで辛かろうじて茜は生命を保たもっていた。

　だが、体温が低下して次し第だいに筋きん肉にくが硬こう直ちよくしてくる。

　底を蹴る足の力が弱り、空から回まわりするようになってきているのだ。

（もう……ダメ……）

　茜の口元から、一度に大量の空気が吐はき出された。
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　事務所には、バイトの子と社長がいた。

「イッシンちゃん、こんな時間に何やってるのよ？」

　アルバム制作中のはずの一心の姿を見て、社長は驚おどろいた。

「しっ！」

　一心は手を上げて社長を制し、玲の指し示じに集中する。

　その間に、ニコルが社長室のパソコンの前に座すわった。

「社長、パスワード」

　ニコルは、オロオロするオカマ社長に聞いた。

　聞くというより、吐かせるといった口く調ちようである。

「……えっ、あの」

　社長は圧あつ倒とうされてパスワードを告つげた。

「あなた、誰だれなの？」

「ナン・オヴ・ユア・ビジネス」

　ニコルは素す早ばやくキーを叩たたくと、モニターを見つめる。

「……イッシン、レイに伝えて。アカネが消えた時間に、データを引き出した人間がいるわ」

「分わかった」

　一心はうなずく。

　データを引き出した人間が、茜をさらったことは間ま違ちがいないだろう。

「さ、産業スパイ！」

　社長は顔色を変えた。

「ノー。キッドナッパー、誘ゆう拐かい犯はんよ」

　ニコルは立ち上がり、周しゆう囲いを見渡した。

　一心は、事務所の様よう子すを細こまかな点まで玲に報ほう告こくしている。

「人間ひとりを運ぶのは、思ったよりも大変なことだ。血ちの痕あとがまったく見つからないのだから、殺されている可能性はそう高くない。必かならず、生きてその建たて物ものの中にいる」

　玲は言う。

「けど、エレベーターだってあるんだ！　オッカケの子たちが見ていない時に、運び出した可能性だってあるだろ！」

　一心は反はん論ろんした。

「そうすると、犯人はずっとそのビルの中にとどまっていたことになる。社長や他の人間が戻もどってきていた時間にも」

「じゃあ、どこなんだよ！」

「僕ぼくなら……」

　玲は考えた。

「誰もが下に運ぶと考える状じよう況きようにおいて……上か」

「上？」

「屋おく上じようだ。屋上を調べろ」

「屋上だな！」

　呆あつ気けに取られる社長たちを残して、一心とニコルは事務所を飛び出した。

　すると……。

「っと！」

　一心たちは階段で二人組と鉢はち合あわせになった。

　作さ業ぎよう服ふく姿すがたの二人は、屋上からの階段を下おりてきたところだ。

「あの、お二人はウエでナニを？」

　片かた言ことの日本語で尋たずねるニコル。

　無む邪じや気きな顔をしてこうした話し方をすると、普ふ段だんは答えてくれないことでも答えてくれることがあることをニコルは経けい験けんから学まなんでいたのだ。

「給きゆう水すいバルブの修しゆう理りだよ」

　しゃがんで視し線せんの高さを合わせ、微笑ほほえむ修理屋。

「このところ、水道の水すい圧あつが低かったろう？　バルブがイカレてて、給水タンクが使いものにならなかったからなんだ。でも、オジサンたちが修理したから、今日からは前みたいにジャンジャン水を使えるぞ」

「壊こわれてたタンクに、水を入れたの？」

「ああ、そろそろいっぱいになる頃ころだ」

「タンクの中はチェックした？」

「いや。だけど水を抜いた時に調べたからね。問題はないはずだよ」

「イッシン！」

　ニコルは鋭するどい視し線せんを投げかける。

　一心は修理屋を押し退のけ、階段を駆かけ上がった。

　屋上に出ると、一心はビル全体に水を供きよう給きゆうするタンクを探さがした。

　クリーム色に塗ぬられた給水タンクは上部の蓋ふたが抉こじ開けられて、わずかに隙すき間まができている。

「……こっち！」

　一心はハシゴを登のぼり、タンクの蓋を開けて中を見た。

　黒いビニールに包つつまれたものが、冷たい水で満たされたタンクの中に浮ういている。

（茜っ、生きてろよ！）

　一心は腕うでを伸のばしてビニールの包みをつかみ、タンクの中から引き上げる。

　ザアッとしたたり落ちる水。

　急いで、そして慎しん重ちようにビニールを引ひき裂さく一心。

　黒いビニールの隙間から、茜の青あお褪ざめた顔が現われる。

「おい！　アカネ！」

　一心は茜を抱だき起こし、猿さるぐつわを外はずした。

「死んでんじゃないだろうな！　死ぬんじゃないぞ！　おい！」

「………」

　脳のうが頭ず蓋がい骨こつの中で回転するほどガクガクと揺ゆすぶられて、茜は閉じていた目を開く。

「な、何かされたか？」

　不安そうに、それでも優やさしく尋ねる一心。

　だが……。

「………………お腹なかすいた」

　第一声は、これだった。
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「留る守すのはずの事務所に残ってたアカネの処しよ理りに困こまって、タンクに隠かくした訳わけか」

　出で前まえのラーメンをすする茜の横で、一心は玲と携けい帯たいで話していた。

「バルブが故こ障しよう中で助かった。タンクがいっぱいだったら、とっくに溺でき死ししていただろうからね」

「ともかく、間ま抜ぬけな産業スパイで助かったってとこだな」

「……イッシン、君はこれがただの物もの盗とりだと思うか？」

　玲の声は慎しん重ちようだった。

「決まってるだろ？」

　一心はソファーに寄より掛かかって笑った。

「まっ、こんな零れい細さいプロ、盗とるものだってなかったろうけど」

　これを聞いて、奥の部へ屋やの社長がムッとしている。

「……そうだな。そうであることを祈いのるよ」

　玲は通話を切った。

「……っんだよ、愛あい想そうのないヤツ」

　一心は携帯を見つめたまま、首を傾かしげる。

「早く返してよ！」

　ニコルは、ようやく一心の手から自分の携帯を取り戻もどすと、ウェット・ティッシュで丁てい寧ねいに拭ふき始めた。




　その夜、Ｓ＆Ｓのメンバーと社長たちが集合した事務所で……。

「お前の姉さんと夏紀の所に電話しといたぜ。あんまし、姉さんは心配してなかったけどな」

　茜がマネージャーの家でシャワーを借かり、服を着き替がえて戻もどってくると、一心が声をかけた。

「部へ屋やが広くなったと思ったのに残ざん念ねん、だとさ」

「……あの人は、そーゆー人よ」

　茜はこぶしを震ふるわせた。

「とにかく、もうあたしはここを辞やめるから。もう事件に巻き込まれるのは懲こり懲ごりだからね」

「いいぜ、お前が辞めたら新しい付き人は夏紀にでも頼たのもうかな？」

　一心は、頭の後うしろで腕うでを組んでうそぶく。

　一いつ瞬しゆん、黙だまるＳ＆Ｓのメンバー。

「あ～っ！　あんたたち、そっちの方がいいかな～って今、考えたでしょ！」

　茜は一同をにらむ。

「そ、そんなことは……」

「まあ、ちっとは」

「あるかも……知れませんね」

　と、士郎たち。

「こら、なに言ってるの！」

　マネージャーがチッチと指を振ふって注意した。

「ああん！　あたしの味み方かたはマネージャーさんだけ……」

　と、茜が言いかけた時……。

「あの子が百円で雇やとえる訳ないでしょ。二千円は出さないと」

「ぐっ！」

　四し面めん楚そ歌かである。

「……あ、あたしの値ね打うちって、夏紀の二十分の一？」

「寝ね呆ぼけないで。夏紀さんの場合は時じ給きゆうよ、時給」

　マネージャーは訂てい正せいした。

（……みんな敵てきだ、ここの連中）

「そんなの駄だ目めよ！　駄目、駄目！」

　と、オカマ社長。

「……しゃ、社長さん！」

　茜は一いち縷るの望のぞみを見た。

　だが……。

「夏紀ちゃんは、あたしがタレントデビューさせようと狙ねらってるんだから！　付き人なんて汚よごれ仕事はさせられないわ！　あと、さっき来たニコルちゃんって子もキープね」

　トドメの一いち撃げきだった。

「……あたし、まだ辞めない」

　茜は俯うつむいたまま言った。

「……えっ？」

　と、一心たち。

「絶対に辞めてやるもんですか！」

　思う壺つぼである。

　最初から、一心も含ふくめて誰だれも茜を辞めさせようとは考えていない。

　だが、そんなことも知らず、

（……もういい！　誰も信じない！　誰も頼たよらない！　あたしはこのインチキ事務所がつぶれて、この連中が路ろ頭とうに迷まようところを見るまで、絶対に辞めてやらないんだから！）

　と、茜は要いらぬ闘とう志しを燃もやすのだった。










　サンタリア　最悪の一夜




　いつかは話さなければならなかった。

　それが出で来きなかったのは、私の弱さ。

　でも、今夜こそは正しよう直じきに話そう。

　あの子には、もう時間がないのだから……。




「……はい」

　あの子からの電話。

「来てくれない？　話があるの」

　ほんの少し、不安そうな声。

　いつものあの子とは違ちがう。

「うちじゃ駄だ目めなの？」

　と、私。

「来て欲ほしいの」

「分わかったわ。私も話さなきゃいけないことがあるから」

　私は電話を切ると、制服の上にカーディガンを羽は織おった。




　学校までやってきた。

　こんな時間に学校が開いているのは不ふ思し議ぎ。

　二階の窓まどに明かりが見える。

　そう言えば、みんながドラマのロケがあるなんて話をしていたような気がする。

　でも、今は誰だれにも会いたくない。

　あの子の顔を見るまでは。

　走って来たせいで、カーディガンは蒸むし暑あつかった。

　失しつ敗ぱい。
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「……はい、オッケー！」

　と、監かん督とくの声。

「休きゆう憩けい入ります！」

　ＡＤが丸めた脚きやく本ほんを振ふった。

　主役の二人を照てらし出していたライトが消え、張はり詰つめていた空気がふっと緩ゆるむ。

　今まで音を立てないように気き遣づかっていたスタッフたちが、ガタガタと動きだした。

「コータ君くん、二ふ美み花かさん」

　茜あかねはワンシーンを取り終えた二人のもとに、アイスコーヒーを持って駆かけ寄よった。

「すいません、先せん輩ぱい」

「あっ、サンキュ！　悪いわね、私の分まで」

　水みず谷たに宏こう太たと彩あや乃の二美花は、冷たいコーヒーの入った紙コップを受け取る。

「もう真ま夜よ中なかなのに……蒸し暑くて嫌いやになっちゃう」

「そ、そうですね」

　不ふ機き嫌げんそうな二美花の顔を見て、茜はうなずく。

　そんな茜の様よう子すに、二美花はプッと吹ふき出だした。

「ねえ、そんなに気を使わないでよ。茜ちゃんは私の付き人じゃないんだし、普ふ通つうに友達みたいに話そうよ」

　ちなみに二美花の付き人は、事じ務む所しよに連れん絡らくを入れるため、携けい帯たいを使いに外に出ている。

「そ、そう言われても……」

　同じ歳としの少女ではあっても、片やトップ・アイドル。

　茜の方は、一いつ介かいの高校生であり、月げつ給きゆう百円の付き人に過ぎないのだ。

「僕ぼくも」

　宏太が頭を搔かく。

「先輩に付き人やってもらうのって、何だか変な感じですよ」

　茜にとって、宏太は同じ学園の中ちゆう等とう部ぶに通かよう後こう輩はいでもある。

　付き人経けい験けんのまだ浅あさい茜は普ふ段だん、クラスメートでもある一心と同どう行こうすることが多い。

　宏太単独の仕事の場合には大たい抵てい、マネージャーが付いて回ることになっているのだ。

　だが今日きよう、学校帰りに事務所に寄ると……。




「ね、お願いよ、茜ちゃん」

　相あい変かわらず趣しゆ味みの悪いスーツを着きた社長は、茜の姿すがたを見ると手を合わせた。

「マネージャーがさあ、大学時代の友人の結婚式に参加するって言って、急に休んじゃったのよ～」

「……あの、マネージャーが？」

　見合いの相手をその毒どく舌ぜつで片かたっ端ぱしから再さい起き不ふ能のうにし、付き合った男をすべてカード破は産さんに追い込んできた、あのマネージャーである。

　先に結婚する友人を祝しゆく福ふくするタイプだったとは、茜にはとうてい信じられなかった。

「あの鼻はなの穴の拡ひろげ方から見て、十中八九、スピーチの時に花はな嫁よめの昔むかしの男関係でもブチまけて、式をぶち壊こわしにする気だわ」

　社長は肩をすくめる。

「はあ……」

　それなら、十じゆう分ぶんにあり得えることだ。

「ねっ、お願い！　今夜だけ、コータちゃんのロケに付き合ってあげて！」

「でも、あたし明日あしたの予よ習しゆうが……」

　来週は期き末まつ試し験けんである。

　中ちゆう間かんで致ち命めい的てきな打だ撃げきを受けた茜にとって、この期末は夏休み中の補ほ習しゆうを逃のがれるためのラスト・チャンスだった。

　だが……。

「特別手当、弾はずむわよ」

「やります！」

　即そく答とうだった。

　こうして目先の利り益えきを優ゆう先せんした茜は、宏太に同行することになったのだ。




　今夜は、新しく始まる二美花主演のドラマ『月夜にささやく死者』のロケ。

　都と下かの女子校、麗れい淑しゆく高等学校の校こう舎しやを借かりての撮さつ影えいである。

　麗淑高校は開校からまだ間まもないハイテク設せつ備び学校。その無む機き質しつな環かん境きようがサスペンスにはピッタリだということでロケ地に選ばれたのだ。

　今夜のうちに収しゆう録ろくする予定となっているのは、深しん夜やの学校で姉弟きようだいが謎なぞの殺さつ人じん鬼きに追われる、ほんの十五、六分ほどのシーン。

　だから、ロケに来ているキャストもスタッフも、数は少ない。出演者は宏太たちの他ほかに、二美花のライバル役の星ほし野の愛あいと、犯はん人にん役のベテラン高たか杉すぎ陣じん作さくだけだ。

（嫌いやだなあ、こういう淋さびしい雰ふん囲い気き）

　茜は背せ筋すじにゾクッと寒さむ気けを感じて、あたりを見渡した。

　生徒のいない校舎は、昼間とはまったく違ちがう様よう相そうを見せる。

　廊ろう下かは暗く、教室二つ分くらい先の方は、もう闇やみに溶とけ込んでしまっていた。

　二重ガラスの窓まどは防ぼう音おん構こう造ぞうで、外の音はまったく聞こえてこない。

　静かな校舎に、スタッフたちの声だけがやけに大きく響ひびいているのだ。

（……当たんなきゃいいんだけど、よく当たるんだよね、あたしの悪い予感って）

　茜は、嫌な考えを振ふり払うように頭かぶりを振った。

　そんな時……。

「あ～、どうしても台詞せりふが棒ぼう読よみになっちゃうよ」

　シナリオを開きながら、宏太が深いため息をついた。

　宏太は、二美花が演じる主人公の弟おとうと。

　結けつ構こう大きな役なので、事務所の気の入れ方が違う。

　撮さつ影えいの初日には、オカマ社長自みずからが宏太の激げき励れいに来たくらいだ。

　それがまた、宏太にとってはプレッシャーだったりするのだが……。

「大だい丈じよう夫ぶよ、要ようは慣なれ」

　二美花が微笑ほほえむ。

「私だって、初めてドラマに出た時はドキドキだったもの」

「へえ、二美花さんが？」

　宏太は意外そうな顔を年上のアイドルに向けた。

　二美花はデビューこそ、グラビアを華はなやかに飾かざるだけのチャイドルだったが、今では演技の面でも海外の映画製作者から認みとめられるほどの才さい能のうを開かい花かさせていた。

「今だって、ちょっとはドキドキ」

　二美花はペロッと舌したを出した。

　こういう時の二美花は、茜でさえゾクッとするほど可か愛わいい。

「まずは自分が楽しいようにやることね。そうすれば余よ裕ゆうが生まれて、自分の演技が客きやつ観かん的てきに見られるようになってくるから。難むずかしいことを考えるのは、その後でいいわ」

「う～、頑がん張ばります」

　口ではそう言うが、ガチガチである。

「ほらほら、それがいけないの」

　二美花は宏太の鼻はなをつまんだ。

「肩かたの力を抜ぬいて」

「う、うん」

　宏太は真まっ赤かになった。

（こういうところ、大地くんなんかと比くらべるとすっごく好こう感かん度ど高いよね）

　と、茜は思う。

　こんな宏太がどうしてあの意い地じ悪わる一心に懐なついているのか、不ふ思し議ぎでならなかった。

「二美花ちゃ～ん！」

「は～い」

　自分の付き人が呼よぶ声に、二美花は立ち上がる。

「茜ちゃん、コーヒー、ありがと」

「どういたしまして。じゃあ、宏太君もだね」

「休きゆう憩けい、もう終わりかあ……」

「もう、しっかりしなさいよ！」

　茜はポンと宏太の背中を押した。

　二人のアイドルは、メイクさんのところに急ぎ足で向かった。
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　午前一時を回った。

　初めは面おも白しろかった収しゆう録ろく風ふう景けいも、長なが丁ちよう場ばになると次し第だいに飽あきてくる。

（こりゃ完全に明日あした遅ち刻こくだわ）

　茜あかねは重い目ま蓋ぶたを擦こすった。

　撮影自体は、ここまではとても順調のように思えたのだが……。

「監かん督とく」

　次のカットの撮影までの合あい間まに、スタッフの一人が浮うかぬ顔をしてやってきた。

　さっき撮影した部分を、モニターでチェックをしていたスタッフである。

　監督はモニターの前に行って、何やら話し込み始めた。

「どうしたんです？」

　宏太が監督の所まで行って尋たずねた。

　自分の演技にまずいところがあったんじゃないか、と思ったのだ。

「いや……」

　同じ箇か所しよを、何度も巻き戻もどして見直している監督。

「誰だれだ、一体……？」

　どうやら宏太に答えている暇ひまはなさそうだ。

「関係ない人間が、写うつり込んだみたいでね」

　助じよ監督が代かわって、宏太たちに説明した。

「関係ない人間って……ここにあたしたち以外の誰かがいるんですか？」

　茜はゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

　これではまるで、夏の心しん霊れいスペシャル番組のネタである。

　本当にあった恐こわ～い話

　衝しよう撃げき！　撮影現場のたたり

　といった、乱らん暴ぼうに筆ふでで書いたような文も字じが頭に浮かぶ。

「……もう少し巻き戻して」

　監督が技術スタッフに命じた。

　モニターの中の二美花と宏太が、後うしろ向きに早はや足あしで走り始めた。

「そのあたり……止めて。……ここ、アップにしてくれ」

　映うつし出されているのは、転ころんだ宏太を引き起こそうとする二美花の静せい止し画が。

　監督が指で突つき、ここを見たいといったのは、二美花の姿すがたの向こうにある闇やみのあたりだ。

（そういえば、何となく白いものがチラチラと～）

　茜は自分の顔から、血の気けがさあーっと引いてゆくのを感じた。

「あ、これこれ！」

　スタッフが白いチラチラを拡かく大だいしたものを指さした。

「……これ、確か」

　別のスタッフがつぶやく。

「ここの学校の制服だよな？」

「……？」

　茜と宏太も、モニターを覗のぞき込んだ。

　ビデオにちらついて見えたのは、一人の高校生。

　夏服の白いセーラー服に、青いリボンを着けた少女だった。

「上うわ履ばきの色……二年生だな」

　何な故ぜか詳くわしい人間がいる。

「こんな時間に何やってんだ？」

「さあ？」

「残されて補ほ習しゆう？」

「クラブじゃないんすか？」

　スタッフ一同は首を傾かしげた。

「ま、ま、ま、ま、ま、ま、ま、まさか、昔むかし、この学校で自殺した生徒なんてことは？」

　茜が言い出すと、みんなは一いつ瞬しゆんおいて大だい爆ばく笑しようした。

「君きみ、ＴＶの見み過すぎだよ」

「オカルト特集には、まだちょっと早いけどね」

「……そ、そうですよね」

　みんなが笑うので、茜もほっとする。

「けど、このままにしてて、また撮さつ影えいを邪じや魔まされたら困こまりますからね。俺おれ、ちょっと行って注意してきますよ」

　若いＡＤがそう言うと、少女の影が見えた方に向かって駆かけていった。

「しょうがないな。久く保ぼが戻もどるまで休きゆう憩けいだ」

　監督の一ひと声こえで、撮影に待ったがかかった。

　だが……。

　そのままＡＤの久保は、二度と戻ってこなかった。




「……遅おそい！」

　イライラした様よう子すで腕うで時ど計けいを見ていた監督は、とうとう怒ど鳴なった。

「何やってんだ、あの馬ば鹿か！」

「おかしいっすね」

　録ろく音おん班はんの一人が首を傾かしげる。

「おい、誰だれか暇ひまなヤツ！　あの馬鹿を探さがしてこい！」

　暇なヤツ、という一言で、一いつ斉せいに視し線せんが茜に集まった。

「……あの、この不ぶ気き味みで暗～い校こう舎しやの中を、あたし一人で調べて回れ、と？」

　スタッフ全員がうなずく。

「……やっぱり」

　茜はガクッと肩を落とした。

「監督！　次のシーン、僕ぼく、出番ありませんから、一いつ緒しよに探してきますよ」

　宏太が名な乗のり出た。

「まあ、いいか」

　監督は渋しぶ々しぶながらこれを認みとめる。

「だが、見つからなかったらすぐに戻ってきてくれ。久保やそっちの付き人の子は、いなきゃいないで済すむが、出演者はそうはいかないからな」

「はい！」

「ううっ！　ありがと、コータ君」

　茜は瞳ひとみをウルウルさせて後こう輩はいを見た。




「……で、どこから探しましょうか？」

　宏太は懐かい中ちゆう電でん灯とうで前方を照てらしながら、茜に声をかけた。

　麗れい淑しゆく学園の校舎は、北と南の二つの校舎を渡わたり廊ろう下かでつなぐ〝エ〟の字型をしている。

　今、二人がいるのは、二階の北校舎。

　窓まどの外には、中なか庭にわを挟はさんで南校舎が見える。

「こ、この階をまず調べましょうよ。……手、絶ぜっっっ対たいに離はなさないでね」

　撮さつ影えい現げん場ばが見えなくなると、あたりは真まっ暗くらだった。

　頼たよりとなるのは、懐中電灯の細ほそい明かりのみ。

　親に送ってもらう幼よう稚ち園えん児じのように、茜は年下の宏太の手にギュッとしがみついている。

「そこ、生せい物ぶつ室しつですけど？」

　宏太はすぐ目の前の教室のプレートを照らし出した。

「入って調べます？」

「だーっ！　な、なに言ってんのよ！」

　茜はブルブルと頭かぶりを振ふった。

「生物室なんて、人じん体たい模も型けいが踊おどりだしたり、ホルマリン漬づけの胎たい児じがニッと笑ったり、剝はく製せいの黒犬が涎よだれ垂たらしながら吠ほえたりするところじゃない！　そんなとこ避さけて通るのが世せ間けんの常じよう識しきでしょ！　外から声かけて、返事がなかったらそのまま無む視しよ、無視っ！」

「……先せん輩ぱい、いつもイッシン先輩の相手で疲つかれているんですね」

　宏太は心しん底そこ同情した。

「じゃあ、一応、声だけかけますよ。久保さ～ん」

　返事はない。

「……次、行きましょうか？」

「あ～ん、もういや！」

　茜はブルブルと頭を振ると、へっぴり腰ごしで宏太に続いた。




「おかしいなあ」

　宏太は首を傾かしげた。

「上か下の階に行ったんでしょうか、久保さん？」

「し、知らないわよ！　ねえ、もう止やめて監督さんたちのとこに戻もどろうよ」

　久保の姿すがたは、この階にはなかった。

　もちろん、セーラー服の少女も見当らない。

「そ～ゆ～訳わけにはいかないでしょ。先輩、しっかりしてくださいよ～」

　宏太はため息をついた。

「……一階と三階、手分けして調べませんか？」

「駄だ目めっ！」

　茜は宏太の背中にペタッと張りついた。

「あたし、『学校の怪かい談だん』とか、『トイレの花子さん』とか、子供の頃ころから毎年、姉あね貴きに連つれてかれて、その度たびに大泣きしてるんだからね！　幼よう稚ち園えんの頃、稲いな川がわ淳じゆん二じの出てる番組見てて気を失うしなって、未いまだに親しん戚せき中じゆうに笑われてるんだから！　こ、恐こわいの、まったく駄目なんだから！　一人にされたら、心しん臓ぞう麻ま痺ひ起こすからね！」

　支し離り滅めつ裂れつである。

「……妙みようなおどし文もん句く」

　宏太は仕し方かたなく、足手まといの先輩を引ひっ張ぱりながら上の階に向かうことにする。




「久保さ～ん」

　一つ一つの部へ屋やの扉とびらを開けて、声をかけてゆくが、若いＡＤは見つからない。

「……も、もう、戻ってるんじゃないかな？」

　南校こう舎しやの端はしの方までやってきた時、茜は宏太の腕うでを引っ張った。

「かも知れませんね」

　宏太もそんな気がしてきた。

「いったん戻って、それでも帰ってなかったら、一階を回ってみることにしましょうか？」

「はいっ！　賛さん成せいっ！」

　茜はさっと手を挙あげた。

「……二人だけなんだから、別に多数決にする必要ないです」

　宏太はこめかみを押さえた。

「ったく、ズルいんだから。先輩のくせに、僕ぼくを盾たてにしないでくださいよ」

「男らしくないわね、女性を守るのは義ぎ務むでしょ！」

　そう言われたら、反論のしようがない。

「もう……。ここを見たら戻りますよ」

　宏太は諦あきらめて扉を開けると、三年Ｅ組の教室をのぞき込んだ。

「久保さ……」

　不ふ意いに、宏太の声が途と切ぎれる。

「どしたの？」

　茜がひょいと首を伸のばした。

「……い、いました」

　宏太は教室の中を指さした。

「良かったあ！　じゃあ、これで戻れるわね」

　茜は一転して晴はれやかな顔になり、宏太の脇わきをすり抜ぬけて教室に入る。

　だが……。

「久保さ～ん、困こまりますよ、監かん督とくが……」

　と、言いかけたまま、茜は硬こう直ちよくした。

　その目に飛び込んできたのは、くっつけられた机つくえの上に、祭さい壇だんの犠牲いけにえのように横たえられたセーラー服の少女の姿すがただった。

「あ、あれ……久保さんじゃないよね？」

　茜はガチガチと歯を鳴ならした。

「当たり前ですよ」

　宏太はそう言いながらも、恐おそる恐る少女に近づいていった。

「あの～、大だい丈じよう夫ぶですか？」

（寝ているだけかも知れないし……）

　そう自分に言い聞かせ、宏太は少女を脅おどかさないように小声でささやく。

　反はん応のうはない。

「あの、ここで何を？」

　今度はそっと、肩かたを揺ゆすってみる。

「………」

　宏太は涙なみだで目を潤うるませて、クルリと茜を振り返った。

「先ぱ～い、死んでるみたいなんですけど？」

「し、し、し、し……、死体ぃぃぃぃぃっ！」

　茜は短たん距きよ離り選手のようなスピードで逃にげ出した。




「か、か、か、か、かんどぉぐぅ～！」

　茜は二美花やスタッフたちの待つ場所まで駆かけ戻もどると、転ころびそうになりながら監督にしがみついた。

「した、した、した、した、したたたたーっ！」

「騒そう々ぞうしいぞ、どうした？」

　監督は顔をしかめる。

「ううっ！　先輩、ひどいじゃないですか！　僕を突き飛ばして先に逃げるなんて～！」

　やや遅おくれて、宏太も涙で顔をグチャグチャにしながら戻ってきた。

「何？」

「どうしたの？」

　共演者やスタッフが二人を囲かこんだ。

「し、死んでたんですよ～！」

　二美花にハンカチで涙を拭ふいてもらいながら、宏太はやっとのことで言った。

「久保がか!?」

　監督が詰つめ寄る。

「違ちがいます！　女の子ですよ！　ビデオに写うつってた！」

「じょ、冗じよう談だんでしょ！」

　と、共演者の星ほし野の愛あい。

　キツそうな目が、さらに釣つり上がる。

「この様よう子すじゃ、そうとも思えんな」

　ベテラン俳はい優ゆうの高たか杉すぎが頭を振った。

「とにかく、見に行ってみましょう、監督」

「そうだな」

　監督がうなずき、宏太の案内で全員が三年Ｅ組の教室に向かった。

「あたしを一人にしないでよ～」

　茜も這はうようにしてみんなに続いた。

　ところが……。




「死体、ねえ？」

　真っ先に教室の中を見た星野愛は、大げさに肩をすくめた。

「宏太くんと付き人さん、幻まぼろしでも見たのかしら？」

「……なるほど」

　監督は明かりをつけて、三年Ｅ組の教室内を見渡す。

「……あれ？」

　監督の肩越ごしに教室をのぞいた宏太は、ポカンと口を開いた。

「消え……ちゃった？」

　机つくえは整せい然ぜんと並ならび、横たえられていたはずの死体はない。

　確たしかに死んでいたはずの、女子高生が消えていた。

「何だよ、死体なんてどこにあるんだ？」

「ドッキリカメラじゃないんだろうな」

　と、スタッフたちも緊きん張ちようを解といた。

「この子、そそっかしそうだしな～」

　照しよう明めい班はんのひとりが、茜を指さして笑った。

「ほ、本当にあったんですったら～！　監督さん、信じて～！」

　茜は主しゆ張ちようするが、あまり説せつ得とく力りよくはない。

「先輩のせいで、僕まで……」

　さっき置いてきぼりを食った宏太が、恨うらめしげな目を茜に向ける。

「不ぶ様ざまね」

　愛は窓まどガラスに映うつった自分の姿すがたを見て、髪かみを直しながら漏もらした。

「人ひと騒さわがせな」

　高杉も顔をしかめる。

「な、何よ！　誰だれも信じてくれないの！」

「………」

　監督は黙だまってヒゲを搔かいた。

　ところが……。

「……私、本当だと思う」

　異論を唱となえたのは二美花だった。

「二人が同時に見み間ま違ちがえるなんて、やっぱり考えられないもの」

「あら？　じゃあ死体が歩いたって言うの？　ゾンビ映画みたいに？」

　愛があからさまに侮ぶ蔑べつの色を浮うかべる。

「想そう像ぞう力りよくがたくまし過ぎない？　それとも、それも役作りのうち？」

「乏とぼしい想像力だと、カメラの中心には立てないでしょ」

　二美花は笑え顔がおのまま返した。

「くっ！」

　愛は二美花をにらみつけると、プイと顔をそらして教室を出る。

「監督！　こんなことをやってる場合じゃないでしょ！　消えちゃったＡＤや死体なんか放ほうっておいて、続きを撮とりましょうよ！」

「そうだな、確かにこうしちゃいられない。二美花も坊ぼうやも、撮さつ影えいに戻もどるぞ！」

　監督は、メガホンをポンポンと叩たたいた。

　その時。

「監督！」

　廊ろう下かに出ていたスタッフが、声を上げた。

「いました！　久保と、それと女の子です！」

「何！」

　全員が廊下に飛び出した。

　すると、窓の向こうの北校こう舎しやに……。

「あれよ！　さっき死んでた子！」

　茜は指さした。

　真ま向むかいの北校舎の廊下で、久保とセーラー服の少女が対たい峙じしていた。

　言葉を交かわしている二人。

　その会話は、防ぼう音おんの窓に遮さえぎられて聞こえない。

　久保は少女に笑顔を見せている。

　少女はうなずいたり、可お笑かしそうに身体からだを捻よじったりしている。

「おい、久保！　何やってんだ！」

　監督は窓を叩いた。

「久保っ！」

　もちろん、その音は北校舎までは響ひびかない。

　だが、ふとこちらを向いた久保が、みんなの姿に気がついた。

　窓を開けようとしたが、警けい備び室しつで集中管かん理りされているロックが開かない。

　久保は少女を振り返って、二ふた言こと、三み言こと告つげる。

　すると。

「……！」

　みんなの見ている前で、少女は隠かくし持っていたと思われる鋭するどい刃は物ものを手に取った。

　アイスピックのような形状。

　少女はそれを両手に握にぎり久保にぶつかっていった。

　こちらからは、久保の背中しか見えない。

　ただ、何度も凶きよう器きを突つき立てる少女のセーラー服の胸むねのあたりが、次し第だいに返かえり血ちに染そまってゆくのがはっきりと分わかる。

　やがて……。

　久保は崩くずれ落ちた。

　セーラー服の少女は、茜たちのいる方に目を遣やると、凶きよう器きを握ったまま歩きだした。

「死人が……久保を殺しちまった」

　スタッフの一人がつぶやく。

「監督、逃にげましょう！」

　タイムキーパーの女性がヒステリックな声を上げる。

「アホか、相手は女の子一人だぞ！」

「だけど凶器を持ってる！」

「それに宏太君たちの話を信じりゃ、あの子、死人ですよ！」

　スタッフたちは監督の顔を見る。

「……警けい察さつに連れん絡らくよ」

　と、冷れい静せいに言ったのは愛であった。

「下へ手たに動いて怪け我がするのは馬ば鹿からしいもの」

　今までの傲ごう慢まんな表情が、その顔から消えている。

（えっ？）

　宏太は彼女の瞳ひとみに、悲ひ痛つうな色が宿やどっているのを見た。

　だが、愛は宏太が自分を見つめていることに気がつくと、プイと顔を背そむけた。

「……そうだな」

　監督は結論を出した。

「撤てつ収しゆうだ。一階まで下おりるぞ」

（良かった～、これで事件に関かかわらなくて済すみそう）

　ほっとする茜。

　だが……。

　ジリリリリリリリッ！

　突とつ然ぜん、警けい報ほうベルが鳴なり響ひびいた。

「どうした!?」

　あたりを見渡す監督とスタッフ。

「シャッターが！」

　タイムキーパーが叫さけぶ。

　見ると、各階をつなぐ階段部分にある防ぼう火かシャッターが下り始めている。

「逃げろ！」

　監督はとっさに判はん断だんしてみんなに命じた。

「機き材ざいは!?」

「んなもん後でいい！」

「ですけど！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　来いっ！」

　監督は、最後まで残ろうとしたスタッフの襟えり首くびをつかんで引き寄せる。

　すでにシャッターは床ゆかから四、五十センチのところまで下りている。

　監督は滑すべり込むようにして、その隙すき間まから間かん一いつ髪ぱつで逃げ出した。

「みな無ぶ事じか!?」

　立ち上がった監督は声をかけた。

「はい……、いえ」

　ベテラン俳はい優ゆうの高杉が頭を振った。

「彩乃さんと星野愛さん、宏太君、それに付き人の子が……」

「誰だれかシャッターを開けろ！」

　監督の命めい令れいで、力のありそうなスタッフが四人がかりでシャッターを開けようとした。

　だが、ハイテク管理のシャッターは、一ミリたりとも上がろうとはしない。

　脇わきについている防火扉とびらも、体育会系けいのスタッフの体当たりにもビクともしなかった。

「……あの四人、殺さつ人じん犯はんと一いつ緒しよに閉じ込められちまった」

　監督は完全にロックされた防火扉の前でつぶやいた。




「どうします？　下りられなくなりましたよ」

　シャッターの前に立った宏太は、茜と二美花を振り返った。

　女の子が二人と中学生では、このシャッターを開けられないことは、試ためすまでもなく分わかる。

「誰かが助けにきてくれるまで、待ちましょう」

　二美花の決断は早い。

　そのまま階段に腰こしを下ろす。

「あの死体の女の子が来たらどうします？」

　心しん配ぱいそうな顔で隣となりに座すわる宏太。

「こっちは三人だから、何とかなるでしょ」

「……二美花さんって、逞たくましい」

　と、茜は心しん底そこ、感動する。

「茜ちゃん、さん付けはなしって言ったわよ？」

　二美花は咎とがめるような目つきをした。

「だって……」

　茜はためらう。

「……ふ、ふ、二美花……ちゃん？」

「……ありがと」

　二美花はふと、寂さびしげな表情を浮うかべた。

　普ふ段だんは陽よう気きな彼女が、あまり見せない顔だ。

「どうしたんです？」

　尋たずねる宏太。

　だが、二美花は頭を振った。

「何でもないわ……けど、茜ちゃん、きっと友達多いんだろうなって思って」

「そ、そんなあ！　絶対に二美花さ……ちゃんの方が多いよ！」

　慌あわてる茜。

「携けい帯たいに番号が入ってる数ならね。でも、そういうのって、本当の友達じゃないって最近思うんだ。ただ、誰かとつながっていないと不安だから、何となく連れん絡らくを取る。それだけの相手でしょ？」

「う～ん、難むずかしいですよね。あんまりベタベタした関係って言うのも、しんどいし」

　宏太が考え込む。

「この世界に入る時、母に言われたわ。結局、信じられるのは自分だけだって」

「お母かあさん？」

「知らないんですか、先せん輩ぱい？　二美花さんのお母さんって、女じよ優ゆうの蓮はす美み八や重えですよ」

「え～っ！　だって、名みよう字じが違ちがう！」

「芸名だもの」

　二美花は笑う。

「デビューの時、蓮美姓せいにしろってプロダクションの社長に強く勧すすめられたけど、強ごう引いんに断ことわっちゃった。自分の力だけで勝しよう負ぶしたかったから」

「すごいっ！　すごいよ、二美花ちゃん！」

　茜は目をウルウルさせて二美花の手を取った。

「あたしなんかだったら、絶っっ対、妥だ協きようして蓮美二美花にしちゃうところだもの！」

「……先輩は、実力じゃデビューできませんからね」

　宏太がボソリと漏もらす。

「何か言ったかな、後こう輩はいくん？」

　ジロリとにらむ茜。

「い～え、何も」

　と、宏太が白しらを切った時。

「しっ！」

　二美花が、唇くちびるに人差し指を当てた。

　茜と宏太は聞き耳を立てる。

　すると……。

　ヒタ、ヒタと、近づいてくる靴くつ音おと。

「ど、ど、どうしましょ!?」

　宏太は茜の顔を見る。

「あんた男でしょ！　あたしたちを守りなさいよね！」

　茜は後輩の襟えり首くびをつかんだ。

「んなこと言ったって！　死人を相手にどうしろって言うんです！」

「……ここで待っていることはないわ。移動しましょう」

　二美花は立ち上がった。

「何だか僕たち……」

「完全に役立たずのオマケになってるわね」

　茜と宏太は顔を見合わせた。




　廊ろう下かは暗く、かなり近づいてこない限り、相手の姿すがたが確かく認にんできないことが分わかった。

　今のところ、一番頼たよりになるのは足音だ。

　セーラー服の殺人者は、南校こう舎しやに来ているはずだが、先ほどから足音がこちらに向かってくる気け配はいはない。

　今、三人がいるのは、南校舎の東の端はし。

　殺人者は西に向かったのかも知れない。

「二人とも、靴くつ脱ぬいで」

　二美花は言った。

「どうして？」

　首を傾かしげる茜。

「足音が消せるからですよ」

　宏太が先に靴を脱ぎ始める。

「うまくいけば、北校舎に逃にげ込めるかも知れませんね。そうすれば、もう少し時間が稼かせげます」

「でも……助けが来るのかしら？」

　二美花は疑ぎ念ねんを口にした。

「だって、監かん督とくさんたちが……」

　と、茜。

「監督たちは二階に閉じこめられてますよ。外には出られてないんじゃないですか？」

「何とか外部と連れん絡らくが取れれば……」

「撮さつ影えい中ちゆうでしたから、僕ら、携けい帯たい持ってませんものね」

　と、二美花と宏太。

「……あれ？」

　茜はポーチの中に手を突つっ込こんだ。

「どうしたんですか、先輩？」

「ごめん……そう言えば、あたし、携帯持ってたんだ」

　茜は頭を搔かいた。

「………」

　呆あきれる二美花と宏太。

　窓の側そばに立った茜は、気を取り直して大だい地ち一いつ心しんにかけた。

「……っんだよ」

　眠ねむそうな声が答える。

「あの、大地くん……」

　ブツッ。

「あ、あいつめ！　切りおったなーっ！」

　茜は意い地じになってリダイアルする。

「貸かして……」

　今度は二美花が代かわりに出た。

「助けて、大地くん！　今、宏太君と一いつ緒しよのロケ現場なの！　分かるでしょ！」

「麗淑学園だったよな！　すぐ行く！」

　二美花は携帯を返すと、肩をすくめた。

「……イッシン先輩って」

「そ～ゆ～ヤツよ、分かっていたのに」

　茜はワナワナとこぶしを震ふるわせた。

「イッシンくん、自宅からだと三十分ぐらいかな」

　二美花は時と計けいを見る。

「……結けつ構こう、仲いいんですね」

　と、言ってから、茜は自分が嫌いやな表情になっていることに気がつく。

　だが、二美花は気にしないで笑った。

「イッシンくんって、裏うら表おもてないから。芸げい能のう界かいにも、好きな子多いよ」

　二美花の目が悪戯いたずらっぽく輝かがやく。

「……ライバルが多いと、心配？」

「な、な、な、な、な、な、何をおっしゃるんでしゅか！」

　舌したがうまく回らないくらいに、茜は動どう揺ようした。

「あた、あた、あた、あた、あたしはあんなヤツ！」

「そう？　じゃあ、私が好きでも、気にしないよね？」

「……へっ？」

「噓うそよ」

　二美花はそう言ったが、今度は目が笑っていなかった。

「三十分か。……逃にげ回るには長いですよ」

　宏太がつぶやく。

「でも、立てこもれば？」

「教室には出入口が二つあるわ。守るのは難むずかしそう」

　茜の提てい案あんに、二美花が頭を振る。

　しかし……。

「そうでもないかも知れません」

　宏太が何か考えながら靴くつを脇わきに抱かかえた。

　二人の少女が、年下の少年を見る。

「ついて来てください。北校こう舎しやに行きますよ」




「って、ここ、美び術じゆつ室しつじゃないの！」

　宏太が足を止めると、茜はその胸むなぐらをつかんだ。

　三人の目の前に見えるのは、確たしかに美術室のプレートである。

「この二代目大地一心！　こんなとこ、動く胸きよう像ぞうとか血を流す肖しよう像ぞう画がとかがあったりするんだから！」

「せ、先せん輩ぱい、ホラー映画の見み過すぎですったら！」

「それに大声出さないで。……そっか、分かったわ、コータくん」

　二美花が最初に中に入った。

「ま、待って！」

　茜は宏太を放ほうり出して二美花に続いた。

「奥の準じゆん備び室でしょ、コータくんが考えたのは」

　明かりをつけて、居い場ば所しよを知らせることはない。

　二美花は薄うす暗ぐらい部へ屋やを、手て探さぐりで進んだ。

「多た分ぶんそこなら出入口はひとつ」

「考えようによっては、追い詰つめられたら逃げられないってことだよ～」

　茜は震ふるえる足で後に続く。

　だが……。

　ぐにゃ。

　柔やわらかいものが茜の爪つま先さきに触ふれた。

（……何だろ？）

　と、屈かがんで顔を近づけ、自分が蹴け飛とばしたものを見る。

　次の瞬しゆん間かん。

　茜は口をパクパクさせると、後うしろから来た宏太にしがみついた。

「ぐっ、どうじだんでず！」

　首を締しめつけられて、宏太は呻うめく。

　この騒さわぎに、二美花が振り返った。

「どうし……」

　二美花も言葉を失うしなった。

　そこに横たわっていたのは、無む残ざんに切り刻きざまれ、変かわり果はてた姿すがたの星野愛だった。

「っ！」

　茜は口元を覆おおった。

　目ま蓋ぶたや唇くちびるが乱らん暴ぼうに切り取られ、額ひたいの傷きず口ぐちは真横にパックリと開いて頭ず蓋がい骨こつが半分露ろ出しゆつしていた。

　白い腹ふく部ぶは裂さかれ、一部内ない臓ぞうも露出している。

　これがあの、キレイだった愛だとは、茜には信じられなかった。

　宏太も同様に、逆ぎやく流りゆうする胃い液えきを堪こらえて立たち尽つくしている。

　だが……。

「愛ちゃんっ！」

　二美花は、血みどろの死体を抱だき上げて、嗚お咽えつした。

「どうして!?」

　今まで見たこともないような、取り乱みだし方である。

「二美花ちゃん……」

　泣きじゃくる二美花に、そっと茜が声をかける。

　それでも、二美花は愛を抱き締め、放はなそうとはしない。

「二美花さん、落おち着ついて」

　宏太が愛の遺い体たいから彼女を引き離はなした。

「今は隠かくれなきゃ。先せん輩ぱいが来てくれるまで」

　三人は準じゆん備び室しつに入ると、中からロックした。

　これでしばらくは大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

「………」

　宏太はドアのそばにある懐かい中ちゆう電でん灯とうを取ると、部へ屋やの中を照てらし出した。

　生徒の描かいた油絵が、何枚も壁かべに掛かけられている。

「えっ？」

「……どしたの？」

　茜は宏太が照らした一枚の絵を見る。

「いいっ！」

　茜の背せ筋すじを悪お寒かんが走った。

「ええ、あの子です」

　宏太はうなずく。

「それも、二人」

　その絵は、先ほど久保を殺した少女が描かれた肖しよう像ぞう画が。

　それも、髪かみの長さは違ちがうが、同じ顔の少女が二人並ならんだ絵だったのだ。

　タイトルは、ミオ＆マオ。

　日付は、去年の夏になっている。

「私、この子を知ってる」

　目を赤く腫はらした二美花はつぶやいた。

「確たしか……ドラマのオーディションで愛ちゃんが……」

「えっ、あの？」

　宏太もその噂うわさを聞いたことがあった。

　あるドラマのオーディションで、主演の星野愛が才さい能のう豊ゆたかな新人を強ごう引いんに落とし、その後、他のオーディションにも手を回してデビューの機き会かいを奪うばったという話だ。

　落とされたその子は、絶ぜつ望ぼうして自殺したという。

　この噂を女子アナのお姉ねえさまたちから聞いた時、星野愛ならやるかも、と宏太も納なつ得とくした記き憶おくがある。

「どっちの子です？」

「そのドラマのプロデューサーから写真をチラリと見せてもらっただけだけど、髪の短い方……じゃなかったかな？」

「だーっ！　やっぱ、死人よ！」

　茜は頭を抱かかえた。

「ゾンビだわ！　自殺したショートカットの子がロングの子を殺して、それが蘇よみがえってきたのよ！　きっと久保さんも蘇って、あたしたちを襲おそいにくるんだわ！」

「……先せん輩ぱい、携けい帯たいを貸かしてください」

　宏太は茜に言った。
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「いいのか？　チビに黙だまって出てきて？」

　一心は隣となりのシートでキーボードを打っている玲れいを見た。

「あの子にはあまり無む理りをさせたくないんだ。まだ、育そだち盛ざかりに、寝ね不ぶ足そくはよくないよ」

　玲は答え、液えき晶しよう画が面めんを見つめてつぶやく。

「……面おも白しろい」

「ちょっと、何の話よ？」

　運転手代がわりに引ひっ張ぱり出された社長は不ふ機き嫌げんそうだった。

「本当にコータくんの危き機きなんでしょうね」

「ああ。命に関かかわるかもな」

　一心の言葉に、社長は身を震ふるわせる。

「ったく、初のドラマでこんな目に遇あうなんて不ふ幸こうな子。……着ついたわよ」

　バンが麗淑学園の前に止まった。

「さあ、まずは職員室に行こう」

　ドアを開きながら、玲は言った。

「職員室？」

　一心にとっては、あまり印いん象しようのよくない言葉である。

「ああ、そこに調べなくてはいけない資し料りようがあるはずだ」

　玲はうなずいた。
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「遅おそい！」

　茜は時と計けいを見て、大地一心に対する呪じゆ咀その言葉をつぶやく。

「もう三十分はとっくに経たったわよ」

「……まだ三十二分ですってば」

　宏太が正確に時間を告つげる。

「遅ち刻こくは遅刻よ！」

「だって、あのイッシン先輩ですよ？　遅刻大だい明みよう神じんの？」

「そうね。このくらいの遅刻なら、大おお目めに見てあげなきゃ」

　ようやく落ち着ついた二美花が言った。

「でも、あと一分でも遅おくれたら、私も許ゆるさないから！」

「大だい丈じよう夫ぶですったら。イッシン先輩を……うう、信用しましょうよ」

　と、宏太が二人と自分自身を安心させようとした時……。

　ガチャッ。

　準じゆん備び室しつのノブが回った。

「……先輩、かな？」

「だったら、声をかけるでしょ？」

「で、でも、平気ですよね!?　ちゃんとロックが……」

　扉とびらの隙すき間まに、薄うすい下した敷じきのようなものが差し込まれた。

　鍵かぎがカチッと外はずれる。

　扉が少しずつ開き始めた。

「どうするの？」

「入ってくるわよ！」

　二美花と茜が、宏太を見る。

「……いいですか？」

　宏太は大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、決心した。

「僕ぼくが、囮おとりになります。行けっと言ったら、飛び出してください」

「分わかったわ、頑がん張ばってね」

「後こう輩はいくん、君きみの死は無む駄だにしないから」

　二人はあっさりと言った。

「……少しは止めてくださいよ」

　宏太は不満を漏もらしつつも勢いきおいをつけ、扉に体当たりした。

　バンッ！

　扉の向こうで、蘇よみがえった死者の身体からだが弾はじき飛ばされる。

　宏太はすかさず扉を開くと、大声で怒ど鳴なった。

「行っけぇーっ！」

　二人の少女は、倒たおれた死者の横をすり抜ぬけて飛び出す。

　その後に続く宏太。

　だが、セーラー服の死者はすぐに起き上がると、鋭するどい凶きよう器きを振ふりかざした。

「うわっ！」

　その先せん端たんが、宏太の背中をかすめる。

　どうやら凶器は、尖とがらせたドライバーのようだ。

　宏太はつんのめり、四つんばいになりながら逃にげる。

　だが、廊ろう下かまで出たところで、死者は追いつく。

「せ、先輩っ！」

　宏太は振り下ろされる凶器を見て、思わず目を閉じた。

　その時……。

　ピシッ！

「……つっ！」

　生ける死人が握にぎった凶器が、空気を切きり裂さいて飛んだピックに弾はじかれた。
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「イッシンくん！　レイさん！」

「大地くん！」

　声を上げる二美花と茜。

「………」

　殺人者は振り返った。

　その憎ぞう悪おの視し線せんの先に立っていたのは、玲と一心だった。

「……女の子を傷きずつけるのは趣しゆ味みじゃないが、動くと今度は本気で当てるぜ」

　一心はもう一枚、ピックを指の間に挟はさむ。

「先輩！　玲さん！」

　宏太はへたり込んだ。

「遅おそいですよ～」

「よお、コータ。監かん督とくたちは無ぶ事じだぞ」

　一心は背はい後ごを指さし、ウインクする。

　階段のところのシャッターは、ジャッキで抉こじ開けられていた。

　こういう力ちから技わざは、一心に間ま違ちがいない。

「もう目もく的てきは果はたしただろう、藤ふじ枝えだ麻ま緒おさん？　これ以上、命を奪うばってはいけない」

　玲は宏太に手を貸かして引き起こした。

「私を……知っているの？」

　セーラー服の少女は、頭を傾かたむけて玲をじっと見つめる。

「我われながら、この短い時間でよく調べられたと思うよ」

　玲はうなずく。

「もっとも、準備室の肖しよう像ぞう画がと、二美花さんのあのオーディションに関する記き憶おくの助けがあったからだけどね」

「あの、どういうこと、玲さん？」

　茜には訳わけが分わからない。

「順じゆん序じよ立てて説明しよう。……イッシン、君は警けい備び室しつを」

「分かった！」

　一心はシャッターの隙すき間まをくぐって、一階に向かった。

　同時に、茜と二美花を庇かばうように玲が前に出る。

「愛ちゃんはね……」

　二美花はポツリと言った。

「私とよく似た子だったの。親はひとりしかいないし、チャイドル出身でろくに演技なんかできないだろうって、軽く見られて……。意い地じ張はってたけど、それは不安の裏返し。本当は傷つきやすいくせに友達だってうまく作れない……。そんな子をどうして!?」

「この事件、動どう機きだけを見れば単純な怨えん恨こんだ」

　玲は二美花を制すとモバイルを開き、液えき晶しよう画が面めんに視し線せんを落とした。

「麻緒さん、女じよ優ゆうを目め指ざしていた君は、星野愛さん主演の舞ぶ台たいのオーディションを受けた。君の演技は群ぐんを抜ぬいていて、最終選せん考こうでも好こう感かん触しよくを得えていた。だが、君は最後の最後で落とされた。それも、星野愛さんに厳きびしくその演技を批ひ判はんされて」

「……続けて」

　麻緒は傲ごう慢まんにアゴを上げると、腕うでを組んだ。

「君は後になって、オーディションに落ちたのが、愛さんと君の姉さんの働はたらきかけであったことを知った。スターへの道は閉ざされた、と君は思った」

「閉ざされたのよ。あのチャイドル上がりと、才能の欠片かけらもない姉さんにね」

　麻緒の視線は挑ちよう戦せん的だった。

「一面的にはそうだ。愛さんに批判されたことで、君はその後の様さま々ざまなオーディションでも敬けい遠えんされる存在となった。君の怒いかりは、次し第だいに殺意へと昇しよう華かしていった。そして、共きよう犯はん者しやを得て、復ふく讐しゆうを実行に移うつした」

「共犯？」

　茜が玲の顔を見る。

「共犯者は二人。ＡＤの久保ともうひとり、警備室でシャッターを制せい御ぎよし、君たちを隔かく離りした人間だ」

「久保さんが……共犯者？」

　二美花が信じられないといった顔をする。

「もっとも、久保自身は自分のしていることが犯はん罪ざいに、ましてや自分の死に結むすびついているとは思ってもみなかっただろうがね」

「……その通りよ。あいつ、全部、愛と二美花を引っ掛かけるための冗じよう談だんだと思っていたわ」

　麻緒は耳元の茶ちや髪ぱつを搔かき上げて、おかしそうに笑った。

「あいつの仕事はただひとつ、幽ゆう霊れい騒さわぎを起こして姿すがたを消すこと。それで、撮さつ影えいはストップして、愛がひとりになるチャンスを作れる」

　少女の薬指で銀の指ゆび輪わが光った。

　宏太は考え込んだ。

　蠍さそり座ざのサインがデザインされた指ゆび輪わ……。

　死体を揺ゆり動かした時、確たしかあんな指輪はしていなかったはずだ。

「そうかっ！」

　宏太は叫さけんだ。

「この人、生き返った死体なんかじゃありませんよ！　似にてるけど、別の人です！」

「よく気がついたわね」

　少女は自分の髪かみをつかむと、グッと引ひっ張ぱった。

　茶髪の下から現われたのは、短い黒髪。

　長い茶色の髪は、ウィッグだったのだ。

　そのウィッグを床ゆかに投げ捨すて、少女はドライバーを握にぎり直す。

「あんたたちがいなければ、みんな美み緒おのせいになったのに」

「美緒？」

　宏太は準じゆん備び室の絵にあった名前を思い出した。

「あたしの双ふた子ごの姉あねよ」

　麻緒は唇くちびるを歪ゆがめた。

「そう」

　玲が補ほ足そくする。

「この高校に入って二年目に、君たち姉し妹まいは両親を亡なくし、お姉さんは生活のために学校を休学した。美術室の絵は、一年の時に美術の先生が描かいたものだ」

「そうよ。美緒のやつ、自分が親になったつもりであたしがやることすべてに口を出すようになって……。恩おん着きせがましい美緒。美緒も愛と同じくらい大だい嫌きらい。あいつが愛と組んで、あたしをオーディションで落としたのよ。だから殺した」

「じゃあ、最初にあたしたちが見つけたのって？」

「美緒よ」

　茜の問いに麻緒はうなずく。

「君は女郎花おみなえし君たちが美緒さんの遺い体たいを発見した時、あの部へ屋やの中にいたね。そして、二人が驚おどろいて飛び出していった後で、教室のプレートを隣となりのクラスのものと入れ替かえた」

　玲は推すい理りを続ける。

「女郎花君たちが戻もどってきて、三年Ｅ組だと思ったのは、実は別の教室だった。死体は最初から、その部屋にはなかったんだ」

「とっさに取った行動だけど、うまく行ったわ」

　麻緒は薄うす笑わらいを浮うかべた。

「君は、自分が誰だれかを殺すところを見れば、愛さんがやってくることを知っていた。愛さんと対たい峙じした君は、復ふく讐しゆうを果はたした」

「じゃあ、久保さんは？」

　宏太は尋たずねた。

「愛さんを呼よぶための餌えさだった。最後まで、二美花さんを驚おどろかすための冗じよう談だんだと信じていただろうね」

「……ひどい」

　茜が頭かぶりを振ふった。

「麻緒さん、君はこの犯はん罪ざいのすべてを、姉の美緒さんの仕し業わざに見せ掛かけるつもりだった。そして、逃にげられないと悟さとった美緒さんが首くび吊つり自殺したものと思わせるために、前もって美緒さんを学校に呼び寄せて、ロープで絞こう殺さつしておいた」

「そうよ、すべては幽ゆう霊れいを装よそおった美緒の仕業。あの人、前からおかしくなってたのよ。それに、久保とは関係があったのかもね」

　麻緒は不ふ敵てきにも言い放はなった。

「警察にはそう主しゆ張ちようするわ。ここであなたたちを始し末まつした後で」

「たまたま女郎花君と宏太君が美緒さんを発見しなければ、ほぼ完かん璧ぺきに計画は成功していただろうね」

　玲は続けた。

「だが、君は知らなかった。本当は何な故ぜ、愛さんが君を落としたのかを」

「知ってるわよ！　あの女、自分だけが目立ちたかった！　だから、あたしの才さい能のうを握にぎり潰つぶしたのよ！　美緒とグルになって！」

「……違ちがう」

　玲は頭を振った。

「違わないわ！」

「違うんだ。麻緒さん、君は自分のことを知らない」

「自分のこと？……あなた、何を言ってるの？」

「……藤枝麻緒さん、君は……癌がんなんだ」

「……えっ？」

「前々から美緒さんは知っていたようだ。だが、なかなか告つげる勇ゆう気きが出なかった」

「………」

「君の胸むねを蝕むしばんでいる癌は、軽くはないが手しゆ術じゆつすれば十じゆう分ぶんに助かる可能性がある。だが、激はげしい運動は厳げん禁きんだ。美緒さんはそれを知って、君を使おうとしていた愛さんに話しに行った。愛さんとしては才能ある君と共演したかったが、仕し方かたなく諦あきらめたんだ」

「……噓うそだわ」

　玲の言葉に、耳を覆おおう麻緒。

「美緒さんに打ち明けられた愛さんは、君に真しん実じつを告つげることはできなかった。自分が悪わる者ものとなり、厳きびしい言い方するしかなかったんだ」

「噓に決まってる！」

「二か月前に君が自殺未み遂すいを起こした時、美緒さんはそのまま入院させて手術を受けさせようと思ったけれど、君は強ごう引いんに退院してしまった」

「噓よーっ！」

　麻緒は絶ぜつ叫きようした。
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　その頃ころ……。

　一いつ心しんは一階の警けい備び室しつの前に来ていた。

　明かりがついている。

　中には人の気け配はい。

（こいつが……共きよう犯はん）

　一心は扉とびらを開いた。

「待て！」

　電気系けい統とうを制せい御ぎよするパネルの前にいた男は振ふり返った。

「うわっと！」

　一心は不ふ意いを突ついたつもりだったが、男は手て斧おのを持っていた。

　火か災さい報ほう知ち機きの横によく置いてある、あの赤い斧だ。

　それが、一心の胸むな元もとをかすめる。

　スタッフ用のキャップを深く被かぶった男は、斧を振り上げて一心の頭を狙ねらった。

「くらえっ！」

　一心は素す早ばやくベルトからピックを抜ぬくと、男の顔めがけて放はなつ。

　ビュッ！

「……！」

　男は仰のけ反ぞって、ふらつきながらも斧を投げた。

　回転する斧が、一心のすぐ横の窓まどガラスを叩たたき割わる。

　そして、一心がバランスを崩くずした隙すきに、男はその窓から飛び出した。

「……逃にげられた」

　一心が後を追って窓から飛び降おりた時には、男の姿すがたは闇やみに溶とけ込んでしまっていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「何でよ……あたし、ずっと愛と美緒を恨うらんできたのに……。あの二人が……あたしのため？　噓うそ……」

　麻緒は茫ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「病院の先生と美緒さんがやり取りした、メールの一部が残っていた。先生の許きよ可かは取ってある。見るかい？」

「………」

　麻緒は頭を振った。

「……愛さん、美緒さんに君の手術費用の援えん助じよまで申し出てくれていたようだ」

　玲はモバイルを閉じた。

「じゃあ、本当のことなのね。……なのに、なのにあたしは！」

　麻緒は虚うつろに笑った。

「あの二人を……」

　ギュッと閉じた目から涙なみだがあふれた。

　尖とがらせたドライバーが、逆さか手てに握にぎられる。

「あたし……もう、こうするしか」

「駄だ目めだよ！」

　宏太は少女に飛び掛かかろうとした。

　だが、一いつ瞬しゆん遅おそく。

　ザクッ！

　ドライバーは麻緒の首くび筋すじを引き裂さいた。

　鮮せん血けつを飛び散らせながら、麻緒の身体からだは崩くずれ落ちた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「どうだった？」

　戻もどってきた一心は、頭を振った。

「逃にげられた。スタッフっぽい奴やつだったけど、監かん督とくや他の連中に聞いても、そんなヤツ、いたような気はするけど、覚おぼえていないとさ」

「多分、麻緒さんを見つけて最初に声を上げた人間だろう。みんなの注意をそちらに向けたんだ」

「どうして、そんなことを？」

　麻緒の前にペタリと座すわり込んだ宏太が尋たずねる。

「その意い図とは不明だね。単に麻緒さんの手助けをしようとしたのか、お金で雇やとわれただけなのか、それともその男が実は麻緒さんを焚たきつけたのか……。麻緒さんが死んだ今となっては、その男を捕とらえて問いただすしかない」

「……ねえ、玲さん」

　宏太は玲を見上げた。

「信じられないよ。オーディションに落とされた。たったそれだけのことで、麻緒さんみたいに憎にくしみを抱いだけるものなの？」

「そうだね……とても、不ふ自し然ぜんだ」

　玲はその肩かたに手を置いたが、心の奥に残った違い和わ感かんは拭ぬぐい去さることができなかった。

（何が……あの子を駆かり立てたんだろう？）

「………僕は何か大きな見落としをしているような気がしてならない」

「なあ、俺おれたちは先に行こうぜ」

　一心は玲に声をかける。

　そろそろ、監督たちが呼よんだ警察も来る頃ころだ。

「ああ。ニコルも心配するだろうし、公こう務む員いんの非ひ能のう率りつ的てきな尋じん問もんに付き合うのも煩わずらわしいか」

　二人は軽く手を振ると、闇やみの中に消えた。

「……これで、コータくんのデビュー作も、しばらくは撮さつ影えい延えん期きね」

　一心たちの後うしろ姿すがたに小さく手を振ると、二美花は振り返って言った。

「このまま放ほう映えいしたら、高こう視し聴ちよう率りつは確実でしょうけど」

　この言葉に、茜と宏太はゾッとなった。

　以前、猿さるの手に宏太が願ねがったこと。

　それが、出演ドラマのヒットだったということを思い出したのだ。

「……まさか、ねえ？」

「そんなことって」

　二人は顔を見合わせた。




　ちなみにこの日……。

　茜が社長から受け取った〝特別手当〟は三十円だった。










　狼おおかみの血けつ族ぞく　闇やみの中の真しん実じつ




「……まだだ」

　男は呻うめいた。

　腹ふく部ぶが焼きゴテを当てられたように熱あつい。

　だが、まだ助けを求めることはできない。

　八年間、抱いだいていた夢ゆめを消さないため。

　失うしなったものを取り戻もどすため。

　まだ、誰だれにも見つかる訳わけにはいかないのだ。

　ところが……。

　ガサッ。

　近くで物音がした。

「………」

　男は陰かげに身を隠かくそうとする。

　だが、何かが男の肩かたをつかんで強ごう引いんに起こした。

「やめろ……」

　男は力なく頭を振ふる。

「もう少しで……手に入るんだ。もうすこ……」

　何かが男の喉のどを抉えぐり、一いつ瞬しゆんのうちに命を奪うばった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時と計けいはすでに十二時を回っていた。

　ＪＲ石川町から大だい桟さん橋ばし通どおりを南西にしばらく進み、さらに左に曲がって人ひと気けが途と絶だえたあたり……。

　そんな場所に、火ひ之の杜もり亨とおると風かざ峰みね士し郎ろうが通かよう高校はあった。

　私立港こう星せい学園。

　明治の末まつ期き、初代理り事じ長ちようである豪ごう商しよう、壬み生ぶ重しげ文ふみが日本の未み来らいを担になう若人わこうどの育いく成せいを目もく的てきに開校。

　以い来らい、進学校として百年近い伝でん統とうを持つ、有名男だん子し校こうである。

　その学園と、道を隔へだてて……。

　古びた専用の歩ほ道どう橋きようで結むすばれているのが、通学生たちから〝壬み生ぶ狼ろの巣す〟と恐おそれられている木もく造ぞうモルタル築ちく八十八年の男子寮りよう。

　それが、亨の暮くらす〝壬生寮〟だった。




　トップ・アイドルともあろう者が、どうしてむさ苦しい寮生活を送っているのか？

　都と心しん部ぶで、高級マンションを借かりられるくらいの収入はあるだろうに。

　と、亨は周しゆう囲いの人間に言われることがよくある。

　現げんに士郎などは、原はら宿じゆくと品川に自分のマンションを持っていたりする。

　だが……。

　亨にとって、寮は寮で、何かと都つ合ごうのいい点が多いのだ。

　まず、〝壬生狼の巣〟は女によ人にん禁きん制せい。

　ここにいる限り、女性問題で芸げい能のうレポーターに追われることはまずない。

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの仕事や学校に行っている時間以外は、趣しゆ味みのゲーム作りに没ぼつ頭とうできる訳わけだ。

　それに、家や賃ちんが安い。

　実は、亨はギャラのほとんどをゲームの制作に注つぎ込んでしまっているのだ。

　マンションの家賃や、管かん理り費ひに回す金きん銭せん的な余よ裕ゆうはない。

　華はなやかな外がい見けんの割わりには、貧びん乏ぼうなアイドルだった。




「ヤベえよな」

　とっくに玄げん関かんの明かりが消えた寮の前に立って、亨はふうっと髪かみを搔かき上げた。

　思ったよりもドラマの収しゆう録ろくが長なが引びき、こんな時間になってしまった。

　こういう場合は普ふ通つう、四よつ谷やにある合がつ宿しゆく所じよの方に帰るのだが、今夜は生あい憎にく、電気系けい統とうの故こ障しようのため、合宿所が使えないのだ。

　壬生寮の門もん限げんは九時。

　門限破やぶりには、朝食抜ぬきから便べん所じよ掃そう除じまで、様さま々ざまな罰ばつ則そくが待っている。

「ここはひとつ……」

　亨は木々の間を抜ぬけて、寮の裏うらに回った。

　やがて、見えてきたのは、給きゆう湯とう室しつの小さな窓まど。

　ここの窓の鍵かぎが壊こわれていることは、寮生のみならず職員たちにとっても周しゆう知ちの事実だったが、予算の関係でもう十年以上修理が行なわれていない。

　そのため、寮生にとって非常の際の出入口となっているのだ。

「……へえ」

　窓を押し上げ、長い脚あしを隙すき間まに抉こじ入れた亨は、窓まど枠わくにこびりついている泥どろに気がついた。

　まだ湿しめっている。

　新しい、おそらくは今夜のうちに付ふ着ちやくした泥だ。

「他ほかにも門限破りがいるんだな」

　終業式が一いつ昨さく日じつだったので、寮生のほとんどはもう帰き省せいしているはずだ。

　残っているのは亨自じ身しんを含ふくめて三、四人といったところだろうか。

　亨と同室の片かた桐ぎりも、昨日きのうのうちに京都の実じつ家かに帰っている。

「……まっ、とりあえずこれでセーフ」

　亨は真っ暗な給湯室の床ゆかに両足を下おろすと、ほっと安あん堵どのため息をついた。

　ところが……。

「ア～ウト！」

　背はい後ごからポンと肩に手が置かれた。

「わっ！」

　亨は飛び上がって振ふり返る。

「いけないなあ～、火之杜」

　パチンと明かりが点つけられた。

　ニヤニヤしながら戸口に立っていたのは、ジーンズに大きめのＴシャツをまとった長ちよう身しんの少年である。

　一いつ見けんすると、優ゆう等とう生せい。

　かなりの美び形けいだが、その目には悪戯いたずらっぽい色が宿やどっている。

「あ、あんたかよ、寮りよう長ちよう！」

　亨はその場に座すわり込んだ。

　壬み生ぶ寮の第八十八代寮長、御み園その瞬しゆん。

　亨がこの世で最もつとも苦にが手てとする人間の一人である。

「予想通りだったね」

　御園は人ひと懐なつっこい笑え顔がおを見せた。

「やっぱりここから忍しのび込んできた」

「……まさか、九時からずっとここで俺おれのことを張はってたんじゃないだろうな？」

　亨の方は仏ぶつ頂ちよう面づらである。

「まさか。まあ、それも楽しそうだけど……」

　御園寮長は、ひょいと肩をすくめた。

「部へ屋やでず～っと、君きみにどんな罰ばつを与あたえるか、ワクワクしながら考えていたからね」

「暇ひまなヤツ……」

　開いた口がふさがらない。

「やれやれ、先せん輩ぱいにタメ口かい？　火之杜～、門限破りという大たい罪ざいを犯おかしたんだ。もっと殊しゆ勝しような態たい度どに出られないかなあ？」

「出られる訳わけね～だろがっ！　ったく、何かってえと俺を目めの敵かたきにしやがって！」

「目の敵だって？」

　心しん外がいだと言わんばかりの御園。

「……こんなに愛しているのに？」

　御園は亨の背中に回り込むと、両腕うででそっと抱だき締しめた。

「だあ～っ！　やめろっ！」

　真まっ青さおになった亨はその腕を振ふり解ほどくと、背はい後ごを守るようにピッタリと壁かべに張はりつく。

「……まあ、それは冗じよう談だんとしても」

　御園は済すました表情になる。

「僕は君のことを、次じ期き寮長として期き待たいしているんだ。しっかりしてくれよ」

「あのなあ、一年が寮長になれる訳ないだろ？」

　と、頭かぶりを振ふる亨。

　寮長の任にん期きは、二年の一学期から一年間と決まっているのだ。

　だが、御園は不ふ敵てきに笑った。

「そんなもの、僕の強きよう権けん発はつ動どうでどうにでもなる」

「あ、あんたなあ！」

「……実はな」

　寮長はふと、整ととのった顔に憂うれいの色を浮うかべる。

「どうも、今年の二年生は人じん材ざい不ぶ足そくでね」

「寮長なんて、別に誰だれだって構かまわないんじゃないか？」

「火之杜……」

　御園はグッと亨の肩をつかんで顔を近づけた。

「駄だ目めなんだ。壬み生ぶ寮の伝でん統とうある寮長には、特別な資し質しつが要求されるんだよ」

「な、何だよ、特別な資質って？」

　亨も真ま面じ目めな表情になる。

「ここだけの話だが……」

「ここだけの話？」

「……取とり敢あえず、からかって面おも白しろいヤツ」

　御園はそっと亨の耳にささやいた。

「……殺すっ！」

　と、亨の右ラリアット。

「おっと！」

　御園はこの攻こう撃げきを完全に見み切きった。

「あんまり夜よ更ふかしするんじゃないぞ！　アイドルはお肌はだが命だからな！」

　十じゆう分ぶんに遊んで満まん足ぞくしたのか、寮長は亨を残したまま、軽い足取りで給きゆう湯とう室しつを出てゆく。

「………」

　脱だつ力りよく状じよう態たいに陥おちいった亨が立ち直るまで、しばらくかかった。

　そして……。

　自室に戻もどろうと階段を上のぼって、二階の廊ろう下かに出た時のこと。

「……？」

　何かが視し界かいの端はしの方で動く気け配はいを、亨は感じた。

　顔をそちらの方向に向けると、確たしかに白いものが、廊下の突つき当たりの陰かげのところで動いているのが見える。

　大きさからして、野の良ら猫ねこではない。

　人間のようだ。

「誰だよ？」

　亨はわずかに眉まゆをひそめながら声をかけた。

　すると……。

　バッ！

　突とつ然ぜん、白い人ひと影かげは飛び起き、啞あ然ぜんとする亨の脇わきを擦すり抜ぬけて逃にげようとした。

（泥どろ棒ぼうか!?）

　亨はとっさに人影に飛びついた。

　二人はそのまま、もつれ合うようにして階段から足を踏ふみ外はずす。

　ドドドドドドッ、ドッターンッ！

　と、転ころげ落おちる二人。

　全身各所を強きよう打だした挙あげ句く、亨たちは踊おどり場ばのところでようやく止まった。

「……ってえ！」

　亨は痛みを堪こらえ、すぐに起き上がる。

　一いつ方ぽう……。

「ううっ」

　逃げようとしていた不ふ審しん者しやは、足を捻ひねったのか、立つことができない。

「こいつっ！」

　亨は肩をつかんで、乱らん暴ぼうにこちらを向かせた。

　だが……。

「……へっ？」

　亨はそのまま凍こおりついた。

　長い髪かみと、柔やわらかそうな頰ほお。

　白いうなじと、胸むな元もとに見えるふくらみ。

　はだけたスカートの裾すそからのぞく、長く細い脚あし。

　潤うるんだ瞳ひとみで見上げる不審者は、自分と同世代の少女だった。

「……お願い、助けて」

　少女は両手を亨に向かって伸のばした。




　ダダダダダッ！

「あの？」

「いいから！」

　亨は少女の腕うでを引ひっ張ぱって自分の部へ屋やに駆かけ込むと、扉とびらをバタンと閉めた。

　亨の部屋は、一番南の隅すみの二人部屋。

　バス、トイレは別だが、建けん設せつ当とう時じはモダンな建たて物ものだったらしく、内ない装そうは洋よう風ふうの上、意い外がいに広い。

　クローゼット、本ほん棚だな、勉強机づくえの他に、小さなテーブルと椅い子すが二に脚きやく、ついている。

　窓まど際ぎわに立てかけられているのは、練習用のベース。

　机の上には、教科書やノートはないが、愛用しているロイヤル・オーダーのウォレットチェーン、レナード・カムホートのダブルレイブン・ブレスといったシルバーのアクセが散さん乱らんしている。

　無む論ろん、フローリングの床ゆかはその大部分を新しん旧きゆうのゲーム機やソフトの類たぐいで占せん領りようされていた。

（……どうする？）

　亨は扉に寄より掛かかる姿し勢せいで、目の前に立つ少女を見る。

　少女の剝むき出だしの腕と、白いブラウスの肩から胸むねにかけて、血がベットリとついている。

　これが撮さつ影えいで使う血ち糊のりや絵の具でない証しよう拠こに、部分的に赤黒く変へん色しよくしてきている。

（見なかったことにするには……手て遅おくれか）

　亨は深しん呼こ吸きゆうをすると、ドアノブに手を掛けて少女に言った。

「……ちょっと、ここで待ってろ。シャワー室、見てくる」




　十五分後……。

　テーブルを挟はさんで亨と向き合う形で、少女は座すわっていた。

（……マズい。マジでヤバい）

　少女をシャワー室に押し込んだ後、亨は真まっ赤かに染そまった服を洗せん濯たく機きに放ほうり込んだ。

　そのまま全ぜん裸らで放っておく訳わけにはいかないので、亨は取とり敢あえず自分の制服のワイシャツを貸かした。

　ところが、これが意外と目の毒どくだった。

　胸むな元もとは広く開いているし、足も太ももまで剝き出しだ。

　薄うすいワイシャツの生き地じは、じっと見つめると、いろいろと透すけて見えそうである。

　亨はコーヒーのカップを口に運はこびながら、落おち着つきを取り戻もどそうと努つとめる。

　しかし……。

（洗濯が終わるまで、まだしばらくかかるってのに、……ああ、くそっ！）

　聞き出さなければいけないことは幾いくつもあるのだが、言葉がなかなか出てこない。

（落ち着け、落ち着けよ）

　亨は深呼吸する。

（これ、あの猿さるの手に願がん掛かけしたせいじゃないだろうな？　ゲームのシナリオのネタが欲ほしいなんて言ったから？………まさかな？）

　そのルックスにも拘かかわらず、亨は女性、特に同世代の女の子と話すのが大の苦にが手てだった。

　Ｓ＆Ｓの付き人をしている茜あかねにでさえ、気軽に話し掛けることができない。

　緊きん張ちようしないで話せる女性といえば、親しん戚せき以外には事じ務む所しよのマネージャーと、ニュース・キャスターでゲーム仲間の上かみ川かわ理さと子こぐらいのものなのだ。

（まずは名前か？　後は住所、携けい帯たいの番号って、違ちが～うっ！　ナンパじゃねえっての！　ともかく、どうしてここにいるのかってこと。それに血のこと、だよな？　けど、どれを最初に聞けばいいんだ？）

　亨は自分を叱しつ咤たする。

（あ～、何か話せ！　何か話せよ、火之杜亨！）

　こうして二人で黙だまって座っていると、まるでドラマに出てくる刑けい事じの取り調べのようだ。

「……ごめんなさい」

　ようやく沈ちん黙もくを破やぶったのは、少女の方だった。

「迷めい惑わく……でしょう？」

「そ、そんなことは……ないけどな」

　少女の剝むき出しの肩を極きよく力りよく見ないようにしながら、亨は不ぶ愛あい想そうに答える。

　再ふたたび沈黙。

「……ここ、男だん子し寮りようだったのね」

　少女は部屋を見渡して会話のきっかけを探さがす。

「でも、思っていたよりむさ苦しくない。服とかアクセ、たくさん持ってるんだね」

「そうかな？」

「私もシルバー、好きなんだ」

　少女は射い手て座ざのサインを象かたどったシルバーリングを見せる。

「へえ……」

「……楽しそうなゲームも、いっぱいあるよね？」

「そ、そうかな？」

　亨は、床ゆかに落ちていた制作中のソフト〝萌もえ萌もえ魔ま法ほう幼よう女じよＡＹＵ〟用のキャラクター原げん画がを、足先でベッドの下に押し込む。

「私は、そう……思うけど？」

「そうか」

　話が続かない。

「ねえ、年……いくつ？」

「十六」

「私の方が、いっこ上かあ……」

　少女はうんうんと頭を振る。

　とにかく話を続けようと思っているのだろう。

　どことなくワザとらしい。

「芸げい能のう人じんに似にているって言われない？」

「いや」

「そう？　Ｓ＆Ｓのトオルくんに、似てると思うけど？」

「いや」

　亨は口ごもった。

「噓うそ！　似てる、似てる！」

　少女は身を乗り出した。

「いや」

「本当に、誰だれにも言われたことない？」

「……つ～か、俺、本人なんだけど」

「えっ？」

　少女は目を丸くした。

　それから、じっと亨の顔を見つめる。

「からかってるんじゃない……みたい」

　少女の口から、ため息が漏もれる。

「私、マズかったよね？」

「ああ」

「だよね」

　少女はカップを両手で持ったまま、うなだれる。

「やっぱり、人気アイドルの部屋に女の子が入っていたら……問題だもの」

「ん？……ああ、そういうことじゃないんだ」

　亨が気にしているのは、御園寮長のことだった。昼ひる行あん灯どんの舎しや監かんはともかくとして、寮長がこのことを知ったら、きっと面おも白しろがって良からぬことに利用しようとするに違いない。

「この寮には、血も涙なみだもない極ごく悪あく人にんがいるんだ」

「極……悪人？」

　少女は首を傾かしげる。

「ものすげえ、大だい悪あく党とう」

　亨はうなずいた。

　と、その時。

「……それって、僕ぼくのことかな～？」

　御園がひょいと、亨の肩かた越ごしに顔をのぞかせた。

「どわっ！」

　亨は椅い子すから転ころげ落ちた。

「鍵かぎはしっかり締しめた方がいいよ、火之杜～」

　御園がウインクする。

「それに感かん心しんできないな、女の子を部屋に連つれ込むなんて」

「バ、バカ！　これは違くて！」

　亨は背中に少女を隠かくそうとしたが、手て遅おくれである。

「で、何？　二人、付き合って長いの？」

　御園は、亨の抗こう議ぎを無む視しして少女に尋たずねる。

「そ～じゃねえって言ってっだろうが！」

「……あの、本当、違うんです」

「またまた～。……その格かつ好こう、説せつ得とく力りよくないよ」

「あっ！」

　少女は顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

　自分がワイシャツ一枚の姿すがただということを、すっかり忘れていたのだ。

「こ、これはだな！」

　亨は状じよう況きようを何とか説明しようとして、言葉に詰つまる。

　ところが……。

「はい、これ」

　御園は、キチンとたたまれた洗せん濯たく物ものを少女に手て渡わたした。

「アイロンはかけてないよ。一応、乾かん燥そう機きには入れておいたけど」

　それは、亨が洗濯機に放ほうり込んでおいた少女の服だった。

「分わかりやすい証しよう拠こを洗濯室に残しとくなよ、火之杜～」

「あんたって人間はっ！　回っている洗濯機の中までのぞくのか!?」

「今回はたまたま勘かんが働いただけさ。血の染しみは落ち難にくいんだ。二度洗いすべきだね」

　御園はニヤつくのを止やめ、少女を見た。

「……で、君、誰なの？」




　もとの服に着き替がえ終わった少女は、月つき岡おか絵え美みと名な乗のった。

　都と立りつ高校の二年生。

　京けい王おう線せんの沿えん線せんで母と二人暮ぐらしをしている。

「それが何な故ぜ、横浜まで？」

　御園は尋たずねる。

「こっちに住んでる友達三人と遊びに……」

「で、その友達は？」

「はぐれちゃった」

　絵美によると、クラブを出たところで友人たちとはぐれたのは八時半頃ごろ。

　自分をつけている男の気け配はいに気がついたのは、その後だという。

「つけられてた？」

「ええ」

　絵美はうなずく。

「前にも何回かあったわ。学校からの帰りに、少し離はなれて男の人がついてきたことが」

「家まで？」

「走ったり、グルグル遠とお回まわりしたから、それはないと思う」

「ストーカーか？」

　亨が口を挟はさむ。

「かも知れないな。……そいつの年とし格かつ好こう、分わかる？」

「中年のオヤジ」

「漠ばく然ぜんとしてるね」

　十代から二十代半なかばの女性にとって、格かつ好こう良くない二十代後半以上の男は、ほとんど全てがこの〝オヤジ〟という領りよう域いきに分ぶん類るいされるのだ。

「で、その変へん態たいオヤジが？」

「声をかけてきたの、初めて。あいつ、腕うでをつかんで、どこかに私を引ひっ張ぱっていこうとしたの。私、恐こわくなって……」

「恐くなって？　ナイフで刺さしたとか？」

　御園は服についていた血けつ痕こんのことを思い出す。

　だが、絵美はかぶりを振ふった。

「私は無む我が夢む中ちゆうで、そいつの手を振り解ほどいて逃にげたわ。けど、知らない街まちだから、あちこち走っているうちに道が分からなくなって、取とり敢あえず人ひと気けのなさそうな廃はい墟きよみたいなこの建たて物ものに隠かくれたのよ」

「やっぱり、知らない人間が見れば廃墟だよな、このボロ男だん子し寮りよう」

　納なつ得とくする亨。

「それで？」

　寮長は咳せき払ばらいした。

「それから後は……トオルくんに見つかるまでのこと、よく覚おぼえていない」

　絵美は両りよう手てでこめかみを押さえた。

「まるで、悪あく夢むの中にいたみたいに、何もかもがボンヤリとして……」

「……俺おれのこと、トオルでいいぜ、面めん倒どう臭くさい」

　と、亨。

「じゃあ、ト・オ・ル」

　御園がウインクする。

「誰だれがあんたに言ったよ!?」

　亨は頭を抱かかえた。

　その時……。

「た、た、大変よ～！　寮長～っ！　瞬ちゃ～ん！」

　バタバタという足音とともに、廊ろう下かから甲かん高だかい声が聞こえてきた。

　あんな声を出す人間は、この寮にはひとりしかいない。

　三年生、華か道どう部ぶ所しよ属ぞくの三み浦うら美み樹き男お。

　御園とはまた別の意い味みで、亨が苦にが手てな先せん輩ぱい。

　早い話が、事じ務む所しよの社長と同じタイプの人間だ。

「こっちだよ、ミッキー！」

　緊きん迫ぱくした様よう子すの三浦の声に、御園は扉とびらを開けて部へ屋やへと呼よび入れた。

「どうかしたのか？」

「ど、どうしたも何も、洗せん濯たく物もの干ほしにいったらね……」

　転ころがり込んできた三浦はこの時、初はじめて絵美の存在に気がついた。

「いやあああああっ！　女の子よ、汚けがらわしい～っ！」

　三浦はフサフサの巻まげき毛げを振ふり乱みだして黄き色いろい悲ひ鳴めいを上げる。

「ああ、段だん々だんややこしくなってくる……」

　亨は頭を抱え込んだ。

「この子のことはいいから。ミッキー、何が起こったか説せつ明めいしろよ」

　御園が先を促うながす。

「そ、そうよ！　大変、舎しや監かんさんが死んでるのよ！　屋おく上じようで！」

　三浦は寮長の胸むねにしがみついた。




「こっちよ！」

　三浦の後に御園寮長と亨、そして亨の手を握にぎった絵美が続く。

「ほ、ほら！　あれ！」

　三階建だての寮の屋上に出るなり、三浦は転てん落らく防ぼう止しの柵さくの前で倒たおれている男を指ゆびさした。

　うつぶせ状じよう態たいの男の身体からだの下には、大きな血ち溜だまりができている。

「むごいのよ。舎監さん、血ち塗まみれになってて」

　三浦は涙なみだをためて、御園の胸にしがみついた。

　亨は絵美を下さがらせ、生せい死しを確かく認にんしようと舎監に近づく。

「火之杜！」

　御園はタオルを放ほうって寄よ越こした。

「指し紋もんをつけないようにしろ」

　亨はうなずき、タオルを手に巻いて舎監を仰あお向むけにする。

　パックリと裂さかれた喉のど。

　やはり、死んでしまっているようだ。

　死体は意い外がいと重い。

　硬こう直ちよくの始まった身体を裏うら返がえすのは、ひと苦く労ろうだ。

　それでも亨がグイと力をかけると、ようやく顔が見える姿し勢せいになる。

　壬み生ぶ寮の舎監、朋とも谷や洋よう平へいは四十代。

　教員ではないが、学園に多た額がくの寄き付ふをしている政治家のコネでこの仕事についたというもっぱらの噂うわさだ。

「人ひとの好いいオッサンだったのにな」

　つぶやく亨。

　朋谷は、あまり仕し事ごと熱ねつ心しんだとは言えなかった。

　寮に泊とまるのも週に一、二回。

　実じつ質しつ、寮を管かん理りしていたのは、寮長の御園だったのだ。

「……いったい、何の傷きずだ？」

　死し因いんと思われる朋谷の首の傷は大きく抉えぐれて、気き管かんや頸けい動どう脈みやくが露ろ出しゆつしていた。

　亨は辛かろうじて吐はき気けを堪こらえ、立ち上がった。

　御園の尋たずねかけるような視し線せんに、亨は駄だ目めだというように頭かぶりを振ふった。

「君は見ない方がいい」

　御園は、絵美を下がらせようとした。

　だが、絵美はその手を振り解ほどくと、自分の肩を抱だくようにしてその場に座すわり込んだ。

「……その人よ」

　小さな、震ふるえる声が言った。

「私をずっとつけていたの、その人なの！　その人なのよっ！」

　泣きだす絵美。

「落ち着つけ！」

　亨は絵美のところに駆かけ寄よると、そっと抱き起こした。

「あんたがやったのね？」

　三浦の、恐きよう怖ふの色を宿やどした視線が絵美を貫つらぬく。

「私じゃない！　私じゃないわ！」

　絵美は激はげしく頭を振って叫さけんだ。

「他に誰がいるっていうのよ！　あんた、血ち塗まみれだったって言うじゃない！」

　三浦も負けずに声を張り上げる。

「残念ながら、服の血を見ているからね」

　御園は少女から視線をそらした。

「トオル!?　トオルは信じてくれるよね!?」

　絵美は、最後の希望を抱いだいて亨を見上げる。

「………」

「ねえったら！」

　絵美に揺ゆすぶられて、亨は口を開ひらいた。

「俺は……信じる。お前は殺しなんかできる人間じゃない」

　本当にそう信じているのか、自分でも確かく信しんはない。

　ただ、最初に朋谷を見た時に絵美の瞳ひとみに走った驚きよう愕がくの色。

　少なくともそれだけは真しん実じつだ、と亨は感じたのだ。

　それに、非ひ力りきな女の子にあれだけの傷をつけられるとも思えない。

「火之杜……」

　御園は眉まゆをひそめる。

「どうなっても知らないわよ、あたし」

　三浦は鼻はなを鳴ならしてそっぽを向く。

「トオル……」

　不安げな絵美は、確たしかな温ぬくもりを求もとめて、亨の胸に顔を埋うずめた。

　亨はその頭を、ぎこちない手つきで撫なでる。

「絵美、俺はお前の無む実じつを証しよう明めいしてみせる。お前を守まもる、約やく束そくだ」

「もう！　お馬ば鹿かなトオルちゃん！……で、どうするのよ？　とにかく警けい察さつ呼よぶ？」

　三浦は匙さじを投なげた様よう子すで、寮りよう長ちようと亨の顔を交こう互ごに見た。

「待て、ミッキー」

　ポケットを叩たたいて携けい帯たいを探さがす三浦を、寮長は止める。

「瞬ちゃん？」

「待つんだ。このまま警察の手に事じ件けんを委ゆだねるのは……」

　御園は深しん刻こくそうに腕うでを組んでいたと思ったら、ニッと笑え顔がおを見せた。

「面おも白しろくないじゃないか！」

「……ったく」

　亨は、もう聞く耳を持たないという様子で携帯を取り出した。

「トラブル・メイカーは放ほうっておきましょうね」

　三浦も同どう意いする。

「ま、待てったら！」

　御園は脇わきから手を出し、亨の携帯の電でん源げんをプチッと押した。

「今、警察に頼たよっても、疑うたがわれるのは絵美ちゃんだぞ！」

　確たしかに、言われてみればその通り。

「……くそっ！」

　亨は携帯をポケットに戻もどした。

「それで、どうする？　当てはあるのか？」

「実じつは、あるんだな」

　御園は自信たっぷりにうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……で、どうしてお前たちが来るんだよ」

　御園に呼ばれて壬み生ぶ寮にやってきた面々を見た時、亨はその場に崩くずれ落ちた。

「失しつ礼れいね、トオル」

　ニコルはフンと鼻を鳴らした。

　その後うしろに立っているのは、大だい地ち一いつ心しんと巽たつみ玲れいである。

「いやあ、知り合いとは驚おどろいたね」

　御園は笑顔で頭を搔かいた。

「巽くんには、前に一度助けてもらったことがあってさ」

「じゃあ、この付ふ属ぞく物ぶつどもは？」

　亨はアゴでニコルと一心を指さしし示めす。

「俺おれ、たまたまあのボロ屋や敷しきにいたんだよなあ」

　と、ニヤニヤする一心。

　ボロ屋敷とは、玲とニコルが住む屍し桜ざくら屋敷のことだ。

「イッシンはタダの食事が目め当あて。分わかっているんだから」

　ニコルがにらむ。

「ワタシを置いて出で掛かけるの、許ゆるさないからね」

　ニコルはこの前、玲と一心が二人で宏こう太たの事件を調べに行ったのが許せないらしい。

「事じ情じようは瞬君からだいたい聞いた。とにかく、遺い体たいを見ようか？」

　玲はさっそく行動に移った。

「素す敵てきなヒト……」

　三浦はそんな玲を見て、瞳ひとみにキラキラと星ほしを光ひからせた。




　玲がまず興きよう味みを持ったのは傷きず口ぐちの形だった。

　まるで巨大な爪つめに引き裂かれたかのように、大きく肉にくが削けずり取られている。

　虎とらか狼おおかみにでも襲おそわれたようだ。

「こんな街まち中なかで狼かよ？」

　一心が感想を述のべる。

「〝壬み生ぶ狼ろの巣す〟に狼……笑えんよなあ」

　御園が眉まゆをひそめた。

「それに狼が壁をよじ登って屋上で人間を殺し、また飛び下りて姿を消しただって？」

「それじゃ狼男だよな」

　と、一心。

「ハンドガンやライフルの銃じゆう弾だんがかすったにしては、傷の幅が広すぎる。……偽ぎ装そう工こう作さくにしても、意味が分からない」

　玲はこぶしを口くち元もとに当てて考えた。

「不ふ条じよう理りもいいところだ」

「頼たのむ、玲さん、イッシン。絵美の無む実じつを証しよう明めいしてやってくれ」

　亨の言こと葉ばに、ニコルが目を丸くする。

「トオル、あなたまさか？」

「そ、そんなんじゃねえよ！……けど、絵美はあのストーカー舎しや監かんに付け回された被ひ害がい者しやだろ？　それが一番に疑われるなんて、おかしいだろうが」

　ニコルはクスリと笑った。

「……いいわ、そういうことにしときましょ」

「嫌いやなガキだね」

　一心はそんな義ぎ理りの妹いもうとを白い目で見た。

「絵美さん、君がこの寮に潜もぐり込こんだのはいつ頃ごろ？」

　玲は一心たちには構かまわずに尋たずねた。

「十一時過すぎかな？　はっきりとは覚おぼえていないけど……」

「とにかく、トオルが帰ってくる前だよな？」

　一心が口を挟はさむ。

「ああ、窓まど枠わくに泥どろがついてた。誰だれかが先に入った後だ」

　亨はうなずいた。

「寮長が最後に見回ったのは？」

　と、一心。

「火之杜の部へ屋やに行く少し前だから……一時頃だね」

「その時に怪あやしい人物は？」

「寮生はほとんど帰き省せいしてるしなあ。一応、全部の部屋は見たけれど、誰もいなかったはずだ。舎監室も明かりは消えていたし」

「てことは、舎監が帰ってきたのはその後、つまり一時過ぎ。絵美さんはその頃、トオルとずっと一いつ緒しよだったから……犯はん人にんである訳わけがない。だろ、玲？」

「………」

　玲は何か考え込んでいる。

「おい、玲！」

「……周しゆう囲いを見てみよう」

　玲は屋おく上じようを一周した。

「……聞けよな、人の話」

「聞く必要のある話なら、レイは聞くよ」

　ニコルは舌したを出した。

「ねっ、レイ？」

「………」

　玲は屈かがんで、血けつ痕こんを調べた。

「レイ！」

　膨ふくれっ面つらになるニコル。

　これを見て、一心は大おお笑わらいした。

　そして……。




「……なるほど」

　十じゆう分ぶんにあたりを見て回った後で、玲はうなずいた。

「イッシンの推すい理りには穴あながあるね」

「穴？」

「瞬君、君が一時の前に見回ったのは、何時頃だい？」

「十一時……十分ぐらい前かな？　絵美さんが忍しのび込こむほんの少し前ってことになるね」

「となると、見回りの間の二時間は、殺人が可能だった訳わけだ」

「ち、ちょい待ち！　午前一時の段階だと、舎監の死体はなかったんだ。その前に殺されたってのは変じゃないか」

　一心が異い義ぎを唱となえる。

「死体は二度目の見回りの時には隠かされていたんだよ」

　と、玲。

「どうやって？」

　一心が促うながす。

「こうやってさ」

　玲はニコルに合あい図ずした。

　階段室の中にいたニコルは、屋おく上じようへの扉とびらの横にあるスイッチを入れた。

　一いつ辺ぺんがほぼ二メートル半の階段室。

　その上に設せつ置ちされたライトが、パッと屋上を照てらし出した。

　すると……。

　ライトの死し角かく、つまり階段室自体が作る影かげが、死体を吞のみ込こんだ。

　仄ほの暗ぐらい月明かりのもとではハッキリ見えていた死体が、影の中に消えてしまったのだ。

「偶ぐう然ぜんと、このライトの眩まぶしさによってね」

「そうか。ライトの強い明かりが、目を明るい部分に慣ならせてしまった。結けつ果か、影の中にあったものが見えなくなったってことか」

　一心はうなずいた。

「几き帳ちよう面めんな瞬君は、ライトを点つけてこの屋上を見渡した。ところが、三浦君は屋上にきた時、ライトを点けなかったため、死体を発見したんだ」

　玲はニコルにもう一度合図する。

　再ふたたび、死体が月明かりに浮うき上がった。

「つまり」

　階段室から出てきたニコルは肩をすくめた。

「絵美さんにも殺さつ害がいが可か能のうだったということね」

「待てよ！」

　亨が抗こう議ぎする。

「だからって、絵美が殺やったことにはならないだろう!?」

「……舎しや監かん室しつに行ってみよう」

　玲は告つげた。




　一階の廊ろう下かの突つき当あたりにある舎監室は、意外にきちんと片づいていた。

　寝しん室しつと居い間まに簡かん単たんなキッチンがついていて、生徒の部屋よりもやや広い。

「洗ってはあるけど……」

　キッチンを見ていたニコルが玲を振り返る。

「ゲストがいたようね」

　流ながしにはカップが二つと、皿さらと果物くだものナイフ。

　ごみ箱ばこには、リンゴの皮かわが捨すててあった。

「三浦君」

　部屋をひと通り見た玲は、身みをくねらせて立つ少年を呼よぶと、彼の耳にささやいた。

「分わかったわ！」

　三浦は張はり切きり、駆かけ足あしで二階に向かった。

「頼たのむよ。それがおそらく、犯はん人にん特とく定ていの決め手になるからね」

　玲は、三浦の背せ中なかに向かって声をかけた。

「えっ？　もう分かったのか!?」

　御園は驚おどろく。

「誰だれの仕し業わざだ？」

　亨と一心は身を乗り出した。

　しかし……。

「……トオルくん」

　玲はキッチンに行くと、果物ナイフを手に取った。

「君は首の致ち命めい傷しよう以外に、腹ふく部ぶにも刺さし傷きずがあったことに気がついたかい？」

「えっ？」

　舎監の遺い体たいは血ち塗まみれで、亨はまったく気がつかなかった。

「朋谷さんはこの場所で刺された」

　玲はソファーに残ったわずかな血けつ痕こんを指さした。

「この果物ナイフでね。そうでしょう、絵美さん」

「……！」

　驚く一同。

「待ってくれよ！」

　亨が絵美をかばうように前に立つ。

「動どう機きがないだろ！　どうして絵美が、見ず知らずのストーカーの舎監を殺さなきゃならないんだよ!?」

「果はたして、見ず知らずか……」

　玲はかぶりを振る。

「この部屋には、朋谷さんの身み元もとを示しめすものが何もない。何な故ぜだろうね、絵美さん？」

「私に分かる訳わけないでしょう！」

「君が持ち出したんだ。君は朋谷さんの本当の姿すがたを示す物を処しよ分ぶんする必要があった。身元が分かれば、君と朋谷さんの関係も知れてしまうからね。だが、君は被ひ害がい者しやの免めん許きよ証しようや手て帳ちようを破は棄きする機き会かいを失うしなってしまった。舎監室を出た後、ずっとトオルくんと行こう動どうを共ともにしたからだ。たった一度のチャンスが、トオルくんが君の血ち染ぞめの服の洗せん濯たくのために部屋を出た時だった。その短い時間に、君はそうした品を隠かくした」

「……あったわよ～！」

　その時、三浦が亨の部屋から戻もどってきた。

「これが片かた桐ぎりくんの机つくえの引き出しに」

　三浦が亨に見せたのは免許証。

　写真は確たしかに朋谷だが、名前は月つき岡おか庄しよう司じとなっていた。

　絵美と同じ名みよう字じである。

「引き出しの奥おくに隠してあったの。玲さんがトオルちゃんの同室の子の持ち物を重じゆう点てん的てきに調べるように言ってくれなかったら、見つからなかったかも」

　三浦は唇くちびるを尖とがらせてウインクした。

「月岡庄司ね……」

　ニコルがモバイルで検けん索さくを開かい始しする。

「絵美さん」

　玲は少女を見た。

「君はこの寮に忍しのび込こんだんじゃない。朋谷さんに呼よび出されて、舎監室にやってきたんだ。そして、口こう論ろんとなり、朋谷さんを刺さした。手て近ぢかにあった果物ナイフで」

「巽くん」

　御園が顔をしかめる。

「じゃあ、君はこの絵美ちゃんが死体を担かついで屋おく上じように捨すてに行ったと？　いくらなんでも無む理りじゃないか？　それこそ、狼おおかみ男おとこみたいな怪かい物ぶつじゃあるまいし」

　確たしかに、非ひ力りきな少女が大の大人おとなを担いで上がるのは困こん難なんだ。

　しかし……。

「いや」

　玲は頭を振った。

「朋谷さんは自分の足で屋上に向かったんだ。自分を刺した、実じつの娘むすめをかばうために」

「実の……娘!?」

　一心たちは一いつ斉せいに絵美を振り返った。

　亨は、絵美が母と二人暮ぐらしだと言っていたことを思い出す。

「………」

　絵美は唇を嚙かんだままだ。

「おそらく」

　玲は続ける。

「朋谷さん、いや、月岡さんは君に言ったはずだ。誰だれにも見つからないようにここから立ち去れ、と」

「……巽くん、それは憶おく測そくに過すぎないんじゃないか？」

　御園が異い議ぎを唱となえる。

　しかし……。

「正せい確かくには別の言葉かも知れない。だが、月岡さんは概おおむね、こうした意味のことを伝つたえたはずた。最さい愛あいの家族なんだからね」

　玲はチラリとニコルの方を見てつぶやく。

「……僕ぼくが妹いもうとに刺されたとしても、同じことを言う」

「レイ？」

　ニコルはよく聞き取れなかったのか、兄の顔を見て瞬まばたきした。

「それで？」

　と、先さきを促うながしたのは一心だった。

「……しかし、絵美さん、君は逃にげられなかった」

　玲は絵美に語かたりかける。

「自分がここにいた証しよう拠こを消すためにコップと皿さらと果物くだものナイフを洗い、月岡さんの身み分ぶん証しよう明めいになるものを搔かき集あつめているうちに、トオルくんが帰ってきたからだ」

「………」

　絵美は何の反はん応のうも見せない。

「そのうち、給きゆう湯とう室しつでトオルくんと瞬君がやり合い始めた。玄げん関かんに向かうには、給湯室の前を通らなければならない。君はひとつの賭かけに出た。脱だつ出しゆつすることが不可能なら、寮りよう生せいの誰かを味み方かたにつけてこの場を乗り切ろうと考えたんだ」

「まんまとそれに引ひっ掛かかったのがトオルって訳わけか」

　一心がうなずく。

「ああ。……嫌いやな言い方だが、最後まで自分をかばおうとした父親をストーカーに仕し立たててね」

「違ちがうわ！」

　絵美は叫さけんだ。

「あんな男、父とうさんなんかじゃない！」

「……絵美？」

　顔を歪ゆがませ、激はげしい口く調ちようで吐はき捨すてる絵美の姿すがたに、亨は愕がく然ぜんとする。

「私と母さんは、あの人のせいで八年間、まわりから白い目で見られ、苦しい思いをして生きてきたのよ！　母かあさんと私を捨すてておいて、今さら何で戻もどってくるのよ！　突とつ然ぜん、私の前に現われて、大たい金きんが入ることになったから、一いつ緒しよに暮くらそうだなんて！　ふざけないでよ！」

「大金？」

　と、玲。

「自分が仕つかえていた代だい議ぎ士しの遺い産さん」

　絵美は肩で大きく息をしながら指ゆびを嚙かんだ。

「指し名めいされた四人の相そう続ぞく人にんのひとりで、名な乗のり出れば数十億おくのお金が手に入る。……それが八年間家族を捨てていた代だい償しよう」

「………」

　ニコルが玲の腕うでを引いた。

「月岡庄司の名前でヒットしたわ。……与よ党とうの代議士、藤とう堂どう誠せい治じの元もと私し設せつ秘ひ書しよ。選せん挙きよ違い反はんと汚お職しよく事じ件けんに関する任にん意い取とり調しらべの前日に失しつ踪そう以い来らい、行ゆく方え不ふ明めい。おかげで藤堂は逮たい捕ほを免まぬかれている。八年前の話よ。残りの相続権者は、愛人とその娘、それと別の愛人の子である男性、となっているわ」

「八年前……」

　御園が腕を組む。

「朋谷さんが舎しや監かんになって壬み生ぶ寮りように居い着ついたのも、その頃ころじゃないか？」

「きっと、その藤堂って代議士のコネね」

　と、三浦。

「……玲さんの……言った通りなのか!?」

　亨は絵美の腕をつかんで糾ただした。

「お前が舎監を殺したのか、絵美っ!?」

「待つんだ」

　玲が亨の肩に手を置いた。

「殺したのは彼女じゃない」

「……！」

　亨は振り返った。

「何なんだよ！　あんたさっき、刺さしたのは絵美だって言ったじゃないか！」

「最さい初しよに刺したのは、間ま違ちがいなく絵美さんだ。だが、命を奪うばったのは別の人間だよ」

「……俺もそう思うな」

　一心が言った。

「そうでないと、舎監の遺い体たいを見つけた時の絵美さんの動どう揺ようが説せつ明めいできない。それに、舎監が絵美さんを招まねき入れたとすれば、給きゆう湯とう室しつの窓まどの泥どろは誰だれがつけたものだ？」

「もうひとり、犯はん人にんがいるのよ」

　ニコルがモバイルを閉とじた。

「問題は、その人物がこの寮から逃にげ出す暇ひまがあったか、ね」

「この寮には、僕たちの他ほかに誰もいない」

　御園が頭かぶりを振ふる。

「何度も見回ったから、それは確たしかだよ」

「そこにまた盲もう点てんがある」

　玲は扉とびらへと向かった。

「……瞬君、君は自分の部へ屋やに一度でも戻もどったかい？」

「あっ！」

「そういうことだ。……イッシン？」

「やれやれ、やっと出で番ばんかよ」

　一心はベルトのピックを抜ぬいた。




「まだ、いると思うか？」

　死し体たい発はつ見けんから一時間半。

　御園の部屋の前に立った一心は、玲に尋たずねた。

「あれだけ大おお袈げ裟さに動いていたんだ。出るに出られなかったと思うね」

「んじゃあ、踏ふみ込こみますか」

　一心は扉の正しよう面めんに立って、蹴け破やぶる体たい勢せいに入った。

　だが……。

「それ！」

　と、ボレーシュートを出そうとしたその瞬しゆん間かん。

　バンッ！

　扉が開き、中から黒い影かげが飛び出した。

「うおっ！」

　一心は弾はじき飛とばされて転ころがる。

「先せん手てを取られたわね、サッカー小こ僧ぞう」

「うっせーっ！」

　ニコルの嘲ちよう笑しようを浴あびた一心は、すぐに起き上がって後を追った。

「ヤツに間ま違ちがいないな！」

　並へい走そうする亨。

「凶きよう器きに気をつけるんだ！」

　二人の背中に玲の声が飛んだ。

「屋おく上じように向かってる！」

「逃にげ道ないわよ！」

　御園と三浦も、亨たちに続く。

　黒い影は階段を駆かけ上あがり、屋上に出た。

　やや遅おくれて、一心と亨も姿すがたを現あらわす。

　黒い影は反はん転てんし、一心に迫せまった。

「また、お前か……」

　影はつぶやき、手にした武ぶ器きを向けた。

「!?」

　一心の耳元を、何かがかすめた。

「避よけろ！」

　玲は叫さけんだ。

「そいつが持っているのは、登と山ざんで使うハーケン打うちだ。被ひ害がい者しやの首の傷きずは、それでつけられたものだ」

　飛とび退すさる一心に向かって、黒い影はハーケンを立て続けに発はつ射しやした。

「避けろったってなあ！」

　ジーンズの裾すそを打ち抜ぬかれ、一心は体たい勢せいを崩くずす。

　ハーケン打ちの狙ねらいが、一心の眉み間けんにつけられる。

　その時。

「お前の相手は俺おれだ！」

　亨が背はい後ごから黒い影に飛びかかった。

　黒い影の手から、ハーケン打ちが落ちる。

　亨の背せ負おい投なげが、影の身体からだを床ゆかに叩たたきつけた。

「……長なが居いが過すぎたな」

　黒い影はハーケン打ちを拾ひろうと、亨たちを牽けん制せいしながら後こう退たいして転てん落らく防ぼう止しの柵さくを越こえた。

「待て！」

　一心たちが飛びつく間まもなく、影は飛んだ。

　そして、近くの木の枝えだをクッションにして地面に落ちると、すぐに起き上がって闇やみの中に消えた。

「追えるか？」

「おおっ！」

　続いて飛び降おりようとする一心と亨。

「止よせ！　ヤツはまだ武器を持っている。狙ねらい撃うちされるぞ」

　玲が二人を制せいした。

「後は警けい察さつに任まかせよう」

「くそっ！」

　亨はこぶしを柵に叩きつけた。

「……あいつ、俺を知ってた」
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　一心は、影が溶とけ込こんだ闇をじっと見つめていた。




　一心たちは疲ひ労ろう困こん憊ぱいした様よう子すで、ニコルと絵美が残る舎しや監かん室しつに戻もどってきた。

「これで残る問題は、絵美さん、君の処しよ遇ぐうということになる」

　玲は少女を見た。

「君のやったことは、傷しよう害がいと証しよう拠こ隠いん滅めつの罪つみに当たる。未み成せい年ねんで初しよ犯はんだから、実じつ刑けいはないだろうがね」

「……警察に連れん絡らくしたよ」

　ニコルの声が、静かに告つげた。

「もうすぐ、やってくる」

　遠くで県けん警けいのパトカーのサイレンが聞こえる。

「お願ねがい！　助けて、トオル！」

　絵美は亨の腕うでにしがみつき、彼の顔を見上げた。

「私のせいじゃない！　私が悪いんじゃない！　分わかって！　分かってくれるよね!?」

「………」

　亨は途と方ほうに暮くれた表ひよう情じようで、玲と一心の顔を見み比くらべた。

「トオル、まさか……」

　ニコルは眉まゆをひそめる。

「何が本当に彼女のためになるのか、考えるんだ」

　と、頭を振る玲。

　一いつ方ぽう……。

「トオル、俺はお前が決めたことを尊そん重ちようするぜ。その子を見み逃のがすも、罪つみを償つぐなわせるも、お前の腹はらひとつだ」

　一心はうなずいた。

「トオルちゃん……」

「火之杜……」

　と、三浦と寮長。

　一同の注目が亨に集まる。やがて……。

「………」

　亨は口くち元もとをきっと結むすんで玲に頭を下げた。

「すまない、玲さん。俺を軽けい蔑べつしてくれてかまわない」

「イディオット！」

　ニコルは、信じられないといった瞳ひとみを亨に向ける。

「頭では、玲さんが正しいことは分かってるんだ。けど……」

　亨は、ニコルの鋭するどい非ひ難なんの視し線せんから目を逸そらした。

「俺……絵美を守ってやりたい」

「傷害については不ふ問もんに付ふせ、と？」

「ああ」

「もし、このことが露ろ見けんしたら、Ｓ＆Ｓとしての君の活動に致ち命めい的てきなダメージを与あたえるとしても？」

「ああ」

「……ならば、僕としてはもう何も言うことがない」

　玲は銀ぎん色いろの髪かみを搔かき上あげ、頭を振った。

　しかし、その時。

「馬ば鹿かだよ……」

　絵美が、亨の腕をつかんでいた手を放はなした。

「私なんかのために、そこまでして……本当に馬鹿なんだもの……」

　絵美は顔を上げると、涙なみだに濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐい、そのまま扉とびらの方に向かった。

「……三浦君」

「はい？」

　絵美に呼よばれて、三浦は答えた。

「自じ首しゆするから、ついてきてくれない？　多た分ぶん、ここの誰だれかも調ちよう書しよ取られるはずだから」

「あ、あたしでいいの？」

「俺が……」

「駄だ目め！」

　進み出ようとした亨を、絵美は制せいした。

「……あなた、芸げい能のう人じんでしょう？　こんなことに関かかわったら大たい変へん」

　絵美は、亨の方を振り返ろうとはしなかった。

「私、自分の足で出しゆつ頭とうする。あなたは、私を知らない。出で会あったこともない。お願い、そういうことにして」

「馬鹿言うな！」

「トオル……」

　亨の腕をつかんで、ニコルが頭を振る。

「それが、エミの望のぞんだことよ」

「だけどな！」

「そうよ。もう二度と会わない。最後のわがままだから、聞いて」

　ほんの少し、絵美の肩が震ふるえた。

　亨はもう、何も言えなかった。

「玲さん、一心くん……」

　絵美の笑え顔がおが、玲たちの方に向けられた。

「真しん実じつを見つけてくれてありがとう。あなたたちがいなかったら、私、一生トオルに噓うそをつくことになっていたかも知れない」

　絵美は微笑ほほえんだ。

「今考えると不ふ思し議ぎ……。どうしてあんなに、父さんを憎にくいと思っていたんだろ？　何だか、ずっと悪あく夢むを見ていたよう。……三浦君？」

「ええ、ついてってあげる」

　目を潤うるませた三浦はハンカチで鼻はなをグシュンとかむと、絵美をともない、パトカーの待つ外へと向かう。

　寮りようの扉とびらが開き、そして閉じられた。




「いくら捨すてられたと思ったっていっても、肉にく親しんを殺そうとするほど憎むか？」

　一心はつぶやいた。

「……イッシンが言っても、説せつ得とく力りよくないケド」

　ニコルがベエッと舌したを出した。

「こいつ、殺す！」

　と、ニコルの耳を引ひっ張ぱる一心。

「ほら！　こういうコトを言ってるの！」

　ニコルはジタバタと暴あばれる。

　だが……。

「……なあ、絵美みたいの、キレるってやつなのかな、玲？」

　一心はニコルの髪かみをクシャクシャにしながら、表ひよう情じようを曇くもらせた。

「いや」

　玲は頭を振る。

「ああした一いつ瞬しゆんの感かん情じようの爆ばく発はつとは、まったく違ちがうな。絵美さんの心の澱よどみには、怒いかりと憎しみが滾たぎっていた」

「滾る怒りと憎しみ、か」

　一心は、自分の喉のどを切きり裂さいて死んだ、麻ま緒おの姿すがたを思い出した。

「嫌いやな事件が続くぜ。まるで、あの猿さるの手の呪のろいみたいだ」

「呪いなんて、この世に存在しないよ」

　玲は飽あくまでも現げん実じつ主しゆ義ぎ者しやだった。

「……やれやれ、しばらくは鑑かん識しきが来たり、聞き込みがあったりと騒そう々ぞうしいことになりそうだね」

　御園は肩をすくめた。

「火之杜、裏うら口ぐちの鍵かぎは開けておいた。君は巽たつみくんたちと一いつ緒しよにここを抜ぬけ出せよ。君がここでブラブラしていたら、せっかくの絵美さんの気持ちを無む駄だにすることになる。今夜は巽くんの屋や敷しきにでも泊とめてもらうといい」

「寮りよう長ちよう……」

　亨は御園の顔を見つめる。

　しかし……。

「だけど、まあ」

　御園はニヤリとした。

「君の女じよ性せい不ふ信しんがさらに悪あつ化かする楽しいところを見られたし、この一いつ件けんをネタに脅おどしをかけて、次じ代だいの寮長にも任にん命めいできる。楽しい一夜だったよ」

「て、てめえ！　一瞬でも感かん謝しやした俺が馬ば鹿かだった！　寮長！　いつかぐうの音ねも出ないような目に遇あわせてやるからな！　覚おぼえてろよ！」

　自じ室しつに戻もどろうとする御園の背中に向かって、亨は中なか指ゆびを突つき立たてて怒ど鳴なった。

「ハイハイ。いくよ、トオル」

　ニコルが呆あきれ顔がおで、亨の腕うでを引ひっ張ぱって裏口の方へと急いそぐ。

「結けつ構こう、単たん純じゆんね。これじゃイッシンと変わらないよ」

「俺を引き合いに出すんじゃないっての、ワールド・インポート・チビ」

　一心は悪あく態たいをつくと、亨の肩に手を掛かけた。

「……俺も、今夜は玲の所に泊まろうか？」

「オフだってのに、お前と一緒な訳わけ？」

「おっ、言うねえ」

　二人は顔を見合わせた。

　と、そこに……。

「断ことわっておくけど、トオルはともかく、ゴキブリとイッシンに食べさせるディナーはないからね」

　ニコルが、雰ふん囲い気きをブチ壊こわすような憎にくまれ口ぐちを叩たたいた。

「てっめえ～っ！」

「きゃあ、レイ！　イッシンの馬鹿が！」

　玲を中心にして、二人は追おい掛かけっこを始める。

「……あんたも大変だね」

　玲に目を遣やる亨。

「慣なれてきた自分が怖いよ」

　玲は答え、笑みを浮かべて見せたが、その胸の中にはまだ何かがしこりとなって残っていた。

（これで終わりではない、きっと……）

　玲の漠ばく然ぜんとした不安が現実のものとなるまで、そう時間はかからなかった。










　ノスフェラトゥ　静かな災さい厄やく




「四人の関かん係けい者しやのうち、生き残りの二人が出席……」

　男は手て帳ちようを胸むねポケットに押し込むと、ニヤリと笑った。

「ツイてるぜ。このパーティーに潜もぐり込こめるとはな」

　着き慣なれないスーツを出してきた甲か斐いがあるというものだ。

　男はネクタイを締しめ直なおした。

　その時……。

　ガチャリ。

　船せん室しつの扉とびらが開いた。

「ああ。そこに……」

　男は振ふり返る。

　バサッ！

　蝙蝠こうもりの翼つばさのような漆しつ黒こくが、男の視し界かいを覆おおった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「それでは、もう経けい済ざい的てきに独どく立りつなさっているのね？」

　風かざ峰みね士し郎ろうの耳みみ元もとで、濡ぬれた唇くちびるがささやく。

「ええ。株かぶの勉べん強きようを始めた時に借かりた資し金きんも、返へん済さいを終えましたよ」

　年上の美女の相手をしながら、士郎は辛しん抱ぼう強づよく笑顔でうなずいて見せた。

　チャリティーを名めい目もくにした、ＩＴ関かん連れん企き業ぎよう主しゆ催さいの船せん上じようパーティー。

　その会場である、東京湾わんを巡めぐる客船のプロムナード・デッキには、政せい財ざい界かいの大おお立だて者ものや海外からの賓ひん客きやくに混まじり、女じよ優ゆうやトップモデルも姿すがたを見せている。

　こうした席には、場ば違ちがいと思われる士郎だが……。

「ほう、あれが……」

「大たいしたものねえ」

　と、参加者、特に女性陣じんの注ちゆう目もくの的まととなっていた。

　眼鏡めがねをかけ、黒のタキシードに蝶ちようネクタイを締めて立つと、士郎は普ふ段だんＴＶで見る姿よりも幾いく分ぶん大人おとなびて見える。

　アイドルと言うよりは、青せい年ねん実じつ業ぎよう家かといったところか。

　先ほどから休む間まもなく、着き飾かざった女性たちが周しゆう囲いに群むらがり、気を引こうと話し掛かけてきている。

　今の相手は、ライフ・コーディネーターを自じ称しようする美女。

　背中が大きくヒップのすぐ上あたりまで開いた、スパンコールのドレスを身に着つけていた。

　その全身を覆おおう宝ほう石せき類るいの価か格かくを合計すれば、億おくに達たつするだろう。

「こんな不ふ況きようの時代に毎年、巨きよ額がくの利り益えきを上げるなんて……」

　ライフ・コーディネーターは、士郎の腕うでを取った。

「お父とう様さま以上の才さい覚かくね。このまま経済の方に進学なさるのかしら？」

　士郎の父は、風峰グループの総そう帥すい。

　日本経済界の重じゆう鎮ちんである。

　士郎は父の強い勧すすめで小学生の時に株の取り引きを始め、中学卒そつ業ぎようまでにはかなりの利益を上げるようになっていた。

「取とり敢あえずは芸げい能のう活かつ動どうを優ゆう先せんしますよ、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのね」

　飲み物に手を伸のばす振りをして、さり気げなく美女の手から逃のがれようとする。

　父のたっての願いで顔を出したパーティーだが、士郎はすでにうんざりし始めていた。

「……さっきからジュースしか召めし上がっていないようね？」

　ライフ・コーディネーターは、咎とがめるような目つきをする。

「未み成せい年ねんですから」

　士郎は答えた。

　人々に夢ゆめを与あたえるのがアイドルの仕事、という自じ覚かく。

　それが、強い自じ制せい心しんを与えているのだ。

　どんな場であっても決して、士郎はアルコールや煙草たばこに手を出すことはなかった。

「そう？　でも、私はもうかなり酔よっちゃったみたい」

　ライフ・コーディネーターは、肉にく感かん的てきな身体からだを士郎に預あずける。

「少し服を緩ゆるめて休みたいの。……さっき空あいている客室を見つけたんだけど、連つれていってくれないかしら？」

（……まいったな）

　ライフ・コーディネーターのあからさまな態たい度どに、士郎は閉へい口こうした。

　だが、他の客の前で彼女を邪じや険けんに突つき放はなし、恥はじをかかせることもできない。

　その時……。

　バシャッ！

「……どう？　酔いは醒さめた？」

　冷れい水すいが、ライフ・コーディネーターの顔に浴あびせられた。

「っ！」

　ライフ・コーディネーターはキッと振り返り、空からになった水みず差さしを指にぶら下げて立つ女をにらんだ。

「……永なが倉くら……志し保ほ」

　女を見ると、ライフ・コーディネーターは呻うめきに近い声を上げた。

「メイクを直してきた方がいいわよ。アイシャドー、溶とけだしているから」

　志保と呼ばれた女は、目を細めた。

「……！」

　ライフ・コーディネーターは顔を両手で覆おおうと、早足で洗せん面めん所じよに逃にげていった。

　周囲の人々から、ほうっと感心したような声が上がる。

　あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女に、これだけのことをやらかすとは……。

　といった雰ふん囲い気きだ。

「少し、夜よ風かぜに当たりましょうか？」

　志保は微笑ほほえみ、優ゆう雅がに士郎の腕を取った。




　舷げん側そくの人ひと影かげは疎まばらだった。

　斜ななめ後こう方ほうにベイブリッジ。

　遠くには、ランドマークタワーのイルミネーションが見える。

　ブラッディ・メアリーを片手に、志保は手て摺すりに寄より掛かかっていた。

　黒くろ髪かみを風になびかせ、パーティ会場から流れてくる〝ムーンライト・セレナーデ〟に静かに耳を傾かたむけて……。

「永倉さん？」

　声をかけたのは士郎の方だった。

「……なあに？」

　志保は振り返る。

　漆しつ黒こくのドレスから、ふわりと風に乗って甘あまい香かおりが漂ただよってくる。

「さっきは助けてもらって、感かん謝しやしています」

「いいのよ。あの人、前から気に入らなかったの」

　志保は飲みかけのカクテルグラスを士郎に手渡した。

「飲む？」

　士郎は黙だまって頭かぶりを振ふる。

「じゃあ、捨すてちゃって」

　永倉志保は、パリに自分のメゾンを持つデザイナー。

　その若さと美び貌ぼうから、ＴＶや雑ざつ誌しに何度も取り上げられたことがある人物で、士郎も名前と顔ぐらいは知っていた。

　もっとも、話をするのは今夜が初めてである。

「ちょっと、いい？」

　志保は士郎の肩に手をかけて、ハイヒールを脱ぬぎ始めた。

　ブラッディ・メアリーのグラスを持ったまま、士郎はその様よう子すを見つめる。

「……退たい屈くつなパーティー。あなたもそう思っているんでしょう？」

　ほとんどピンヒールといった感じの、黒のエナメル。

　志保は指に引っ掛かけたそのハイヒールを、士郎の目の前で二、三回振ると、船せん上じようの明かりを反はん射しやしてキラキラと輝かがやく海に向かって投げ込んだ。

「それっ！」

「……！」

　士郎はそれを空中でつかもうとするが、間まに合わない。

　ハイヒールは波なみの間あいだに消えていった。

「酔よっているんですね、あなたも？」

　士郎は咎とがめるような目で、志保を振り返った。

「ええ」

　志保は悪わる怯びれもしない。

「どうするんです？　そのままじゃ、帰れませんよ？」

「その心しん配ぱいは要いらないの」

　志保は髪を搔かき上げた。

「……私は、生きてこの船を下りられないから」

　突とつ然ぜん、志保は思いもよらない行動に出た。

　まるで無む邪じや気きな子供のように、海と舷側を隔へだてる手て摺すりにピョンと腰こしかけたのだ。

「志保さん！」

　士郎の緊きん張ちようする声に、志保は微笑む。

「風、気持ちいいでしょ？」

　ちょっとバランスを崩くずせば、十数メートル下の海面まで一直線である。

　だが、志保はまったく恐きよう怖ふ感かんを抱いだいていない様子で、〝ムーンライト・セレナーデ〟に合わせて身体からだを揺ゆらした。

　時おり、グラリと手摺りの向こう側に大きく上じよう体たいが傾かたむく。

「そんな所に座すわったら、危あぶないですよ」

（無む理り矢や理り引き下ろそうとすると、かえって……）

　とにかく志保を手摺りから離はなれさせようと、士郎はそっと手を差し出す。

　だが……。

「アデュー、士郎くん」

　志保はそのまま両手を広げ、仰あお向むけに身体を倒たおしていった。

（冗じよう談だんじゃない！）

　普ふ段だんは落おち着ついている士郎も、さすがに顔色を変えた。

　慌あわてて手摺りから身を乗り出し、志保のウエストにしがみつく。

　二人はそのまま、東京湾わんに吞のみ込まれそうになった。

「……！」

　士郎は左手で辛かろうじて手摺りをつかむと、二人分の体重を支ささえた。

「手を放はなしてもいいのよ。そうすれば、すべて片かたが付つくから」

　士郎の腕うでの中でぶら下がったまま、志保は言った。

「そんなこと……」

　士郎は必ひつ死しで何とかしようとするが、船体に当たった潮しお風かぜが志保の黒髪を吹ふき上げて視し界かいを遮さえぎる。

「できる訳わけないでしょう！」

　士郎は渾こん身しんの力を込めて、志保の身体をグイッと引き上げた。

　ドスン！

　もつれ合うようにして、舷側に倒れ込む二人。

　志保を腕の中に抱だいたまま、士郎は息を切らせて立ち上がることができなかった。

　それでも、しばらくして……。

「………」

　上体を起こした士郎は眼鏡めがねを拾ひろい、歪ゆがんだローデンストックのチタンフレームを直してから周しゆう囲いを見渡した。

　幸さいわい、誰だれもこちらを注意して見てはいない。

「ふふふ、助かっちゃった」

　志保は横たわったまま、膝ひざを抱かかえ込こんだ。

　その虚うつろで絶ぜつ望ぼうに満ちた瞳ひとみに、士郎は怒いかりを向けることができなくなる。

「……話をしてください。俺おれでできることなら、力になりますよ」

　士郎は志保の手を取り、そっと起こした。




　二人は空あいている一等の客室に入り込むと、鍵かぎを掛けた。

　ベッドに座った志保は壁かべにもたれて、自分の手を見つめている。

「まいったな……。こういう状じよう態たいは絶対に避さけたかったんだけど」

　士郎は冷たい水をグラスに注ついで、志保に差し出した。

　狭せまい船室で、女性と二人っきり。

　こんな現場を芸げい能のうレポーターに見つかれば、アイドルとして大だい打だ撃げきである。

「これじゃ寮りように女の子を連つれ込んで騒さわぎになったトオルを笑えないな。本当に猿さるの手の呪のろいがあるような気がしてきた」

　あの時は冗じよう談だんのつもりで、猿の手に〝美女とのアバンチュール〟を願ったのだが……。

　アバンチュールという言葉には、〝火ひ遊あそび〟以外に〝冒ぼう険けん〟の意味があることを、士郎は思い出していた。

「それでも……放ほうっておかないのね。馬ば鹿かな子」

　志保は力なく笑った。

「いえ……、馬鹿は私ね。あなたの前で死のうとするなんて。やっぱりまだ、心のどこかで生きたいと思っているのかしら？」

「何な故ぜあんなことを？」

　士郎は尋たずねた。

「私が吸きゆう血けつ鬼きだから」

「………」

「…………」

「……………」

「………………」

「…………………じゃあ、そういうことで」

　士郎はドアに向かいかける。

「何よ、逃にげるの？」

「あのね……」

　士郎は振り返った。

「あなたのお巫ふ山ざ戯けにこれ以上は付き合えませんよ。もし、本気で自分が吸血鬼だと信じているのなら、医者に行った方がいい」

「やっぱり、信じていないのね」

　士郎はうなずく。

「……いいわ。証しよう拠こを見せてあげる」

　志保はベッドから立ち上がって士郎のすぐ目の前までやってくると、腕をその背中に回した。

「志保さん、いいですか……」

　士郎は眼鏡めがねのフレームを指で押し上げた。

「黙だまって……」

　志保は士郎の唇くちびるに指を当てた。

　身体がピッタリと密みつ着ちやくし、志保の体温が薄うすい布を通して伝つたわる。

　士郎の首くび筋すじに、赤い唇が近づいてゆく。

「恐こわくはないから」

「……！」







[image: ]







　志保の甘あまい息いきが首に触ふれた瞬しゆん間かん。

　士郎は彼女の手をバッと振り解ほどいて、壁かべ際ぎわまで下がった。

「どうしたの？　吸血鬼は信じないんでしょう？」

「いや……信じてはいないんだけど」

　吸血鬼かどうか以前の問題だった。

　首に嚙かみつかれて平気なのは、特とく定ていの趣しゆ味みの人たちだけだ。

「全ぜん然ぜん？」

「………………ふう」

　士郎は降こう参さんして、ソファーに座すわり込んだ。

　女性の扱あつかいには慣なれているつもりだったが、どうも志保には主しゆ導どう権けんを握にぎられっぱなしである。

「分わかりました。あなたの話をすべて聞いてから、判はん断だんしますよ」




　志保の話によると……。

　彼女が血に目め覚ざめたのは、今年に入ってからのことだった。

　海外のバイヤーとの、大きな取り引きを終えたある夜。

　志保はスタッフがみんな帰った後で、戸と締じまりをして六ろつ本ぽん木ぎの事じ務む所しよを出た。

　鍵かぎを掛かけたところまでは、はっきりと覚おぼえている。

　しかし……。

　その後、何があったのか、何をしたのかが、まったく思い出せない。

　次の朝、自室のベッドで目を覚さますまでのことが、記き憶おくからスッポリと抜ぬけ落ちているのだ。

　その時は、大したことには思えなかった。

　どこか馴な染じみのバーにでも寄って、お祝いわいのつもりで少しばかり飲み過ぎてしまったのだろう、と自分を納なつ得とくさせたのだ。

　ただ……。

　多少気になったのは、服装がまるで揉もみ合あいでもしたかのように乱みだれていたこと、そして、指先と口元に暗あん赤せき色しよくの液えき体たいがこびりついていたことだった。




「……それで？」

　士郎は先を促うながした。

　これだけでは、自分を吸血鬼だと思うようになった理由としては弱よわ過すぎる。

「一度きりじゃなかったの」

　志保は立ち上がり、白い首くび筋すじからネックレスを外はずしてテーブルに置かれたグラスの中に落とした。

　炭たん酸さん入りのミネラルウォーターの底に、虹にじ色いろの泡あわをまとって銀のネックレスが沈しずんでゆく。

「血の匂においとともに、目めざ覚めたのは……」




　その夜以いこ降う、志保はしばしば記憶の空くう白はくに襲おそわれるようになった。

　平へい均きんして、月に二回ほど。

　目を覚ますと、必かならず衣服が乱れて、血が口元と手に付ふ着ちやくしているのだ。

　ついていたものが、人間の血であることは間ま違ちがいない。

　知り合いの医者に頼たのんで調べてもらい、確かく認にんしたのだから。

　自分は病気なのではないか。

　志保は恐おそれた。

　精せい神しん科かの医者に行こうと何度も思ったが、その勇気が出なかった。

　その代かわり、仕事が終わって事務所を出る時は、必ずスタッフと一いつ緒しよに出るようにした。

　夜、出歩くことがないようにと、睡すい眠みん薬やくを常じよう用ようするようにもなった。

　だが……。




「今夜、私は真しん実じつを知ってしまったの。自分が血を吸すって生きる、吸血鬼のような存在だということを！」

　志保はふわりと身体からだを士郎に預あずけた。

「っと、志保さん！」

　士郎はそのままソファーに倒たおれ込こみそうになる。

「……証しよう拠こがあるわ」

　志保は、士郎の胸むねに顔を埋うずめたまま言った。

「２０２号室を見て。そこに、私が血を吸った男の死体があるから」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「本当だったとはね……」

　志保を残して２０２号室に行き、実じつ際さいに床ゆかに横たわった男を発見した士郎はつぶやいた。

　不ふ思し議ぎと動どう揺ようはない。

　宏こう太た、亨とおるとＳ＆Ｓのメンバーが殺さつ人じん事じ件けんに巻き込まれることが続き、次は自分の番だ、というような漠ばく然ぜんとした予感があったせいだろうか。

　それとも……。

（……あの父に似にたのかも知れないな）

　一いつ瞬しゆん、嫌けん悪おの情じようが浮うかんで、消える。

　士郎は膝ひざをつくと、自分の腕うで時ど計けいを男の鼻はなの下に持っていって、ガラスが曇くもるかどうか確たしかめた。

　呼こ吸きゆうはしていない。

　左首くび筋すじの頸けい動どう脈みやくに、二つの小さな穴あな。

　頸動脈の傷きずなら、あたりが血ち塗まみれになっていても良さそうなものだが、周しゆう囲いに血けつ痕こんはまったくない。

　本当に、全身の血を吸い取られたように見える。

　士郎はハンカチを使い、指し紋もんを残さぬようにして男の胸ポケットを探さぐった。

　カードと免めん許きよ証しようの入った財さい布ふ。

　士郎はそれを開いてみる。

　男の名前は、猪いの俣また晃あき弘ひろ。

（どこかで聞いたような名前だけど……思い出せない）

　他ほかにポケットから見つかったものは、ライターとペン。

　あとはレシートぐらいのものだ。

　服は通つう販はんらしい安物だが、ペンはヤードレッドの高級品。

　士郎も使っているいい品だ。

　士郎は財布を戻もどすと、そっと部へ屋やを出る。

　本ほん来らいなら、乗じよう務む員いんに報しらせるべきだが、志保のことが気になった。

　志保が正しよう真しん正しよう銘めいの吸きゆう血けつ鬼きであるという仮か説せつは論ろん外がいとして……。

　自分が吸血鬼だと思い込む。

　それだけで本当に、人間の血を吸うことができるものだろうか？

　失しつ血けつ死しするのに必要な血の量は、女性が一気に吞のめる量ではないはずだ。

　それだけの血を失うしなう間、何な故ぜ、あの猪俣という男は抵てい抗こうしなかったのだろう？

　士郎は人目を避さけて、志保を残しておいた部屋に戻った。

　だが……。

「やられた」

　士郎はベッドに座すわり込むと、携けい帯たいを取り出した。

　志保の姿すがたは部屋から消えていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　午後十時を回っていた。

　パーティーも終わりに近づいて、客船は埠ふ頭とうへと向かっている。

　その客船に……。

　白い波の軌き跡せきを描えがいて、一台のモーターボートが近づいてきた。

　そして、横づけしたボートから、縄なわ梯ばし子ごを伝つたって四人の人間が乗じよう船せんした。

「お招まねきに預あずかり、光こう栄えいです」

　まず、タキシードに身を包つつんだ玲れいが、出で迎むかえた人々に会え釈しやくした。

「アンシャンテ」

　玲にエスコートされたニコルは優ゆう雅がにフランス語で告つげて微笑ほほえみ、スカートの端はしをつまんで軽く膝ひざを曲げる。

「……ども」

　ジーンズに制服の白い夏服といったラフなスタイルの一いつ心しんは、同どう行こうした二人に合わせるように軽く頭を下げた。

　そしてもう一人。

「あの、その……、すいません、こんな格かつ好こうで……」

　同じく制服姿の茜あかねは、ペコペコ頭を下げながら心の中で一心を呪のろう。

（こんな場所だって知ってたら、もう少しちゃんとした格好で来たのに～っ！　大だい地ちくんの馬ば鹿か！）

　何だか食たべ放ほう題だいらしいぜ、という一心の言葉に、まんまと誘さそい出される茜も茜である。

「他ならぬ風かざ峰みね会長のお知り合いならば、大だい歓かん迎げいですとも」

　主しゆ催さい者しやであるＩＴ関かん連れん会社社長、榎えの本もと修しゆう作さくは、四人にうなずいた。

　まだ、三十にもならないだろう。

　アルマーニのスーツにその長身を包つつんだ、一いつ見けんするとモデルのような男。

　しかし、その隙すきのない瞳ひとみが、かなりのヤリ手であることを示しめしている。

　四人に話し掛けながらも、その注意はもっぱら、風峰グループ総そう帥すいである士郎の父に向いているのだ。

「私も、前から息子むすこの友人には会ってみたいと思っていたよ」

　白髪しらががこめかみのあたりにわずかに混まじる士郎の父は、気さくな笑え顔がおを見せた。

「君きみは確か、士郎と同じグループの……？」

「……イッシンです」

「そうそう、イッシンくんだったね」

　士郎の父は一心に歩あゆみ寄ると、その耳にささやいた。

「……あの子はなかなか、私と腹はらを割わって話そうとはしてくれなくてね。正しよう直じき、君たちをここに呼よびたいと言ってくれた時には嬉うれしかった」

「友人たちは僕が案内します。お父さんたちは商しよう談だんに戻もどってください」

　士郎が遮さえぎった。

「年とし寄よりは邪じや魔まかね？　こちらの可か愛わいらしいお嬢じようさんたちとも話したいんだが？」

　士郎の父は、少女たちにウインクする。

「父さん！」

　風峰グループの総帥は笑みを浮かべ、社長や船員たちとともに去っていった。

　士郎は肩の力を抜ぬくと、改あらためて玲とニコル、そして一心の方に向き直った。

「来てくれてありがとう。玲さん、あなたの力が必要なんだ」

「こちらこそ。ニコルをパーティーに連つれていける機会なんて、そうはないからね」

　玲は、自分の腕うでをしっかりと握にぎっているニコルを優やさしい目で見み下おろした。

「これで馬ば鹿かイッシンがいなければ最高」

　ニコルは鼻はなの頭にしわを寄よせる。

「黙だまれよ、発はつ育いく不ふ良りようの異い邦ほう人じんが」

　一心は少女の耳を引ひっ張ぱった。

「ったい！　セクハラで訴うつたえるわよ！」

「そんな台詞せりふはブラジャーをするようになってから吐はけ、ズン胴どう」

「ワタシがズン胴なら、茜の立場はどうなるのよ!?」

「スタイルの話をこっちに振るなあああっ！」

「……それで……その志保さんは？」

　相あい変かわらずうるさい三人を放ほうっておいて、玲は士郎に尋たずねた。

「まだ見つからない」

　士郎は頭を振った。

「完全に消えてしまったみたいなんだ」

「良くない兆ちよう候こうだね」

　玲の瞳ひとみに憂うれいの色が宿やどる。

「遺い体たいを見ますか？」

　士郎は尋ねた。

「いや、シロー君くんの目を信じるよ。歩きながら、詳くわしく状じよう況きようを説明してくれないか？」




　目立たぬためには、人ひと込ごみに身を隠かくせ。

　という訳わけで、士郎たちはパーティー会場に入った。

　そして、食事を取ったり、たわいもない話をする合あい間まに、士郎から経けい緯いを聞いた。

　もっとも、茜と一心はもっぱら食事の方に注意が集中していたが……。

「あのさ、機き関かん室しつとか、調べてみたのかよ？」

　話を聞き終えて、一心がローストビーフを吞のみ込こみながら言った。

「そういった所には、一いつ般ぱん船せん客きやくは入れないんだ」

　と、チーズ類るいを盛もった皿さらを手にした士郎。

　もちろん、こちらは一いつ切さい、皿の上のものを口にしてはいない。

「空あいている客室はすべてのぞいてみたけど、収しゆう穫かくなしだった。お手上げだよ」

「消えちまったって訳わけか？」

「最悪の場合、海に飛び込んだか」

「絶対にそれはない」

　士郎はかぶりを振る。

「部へ屋やを出る時、志保さんは約やく束そくしたんだ。俺が戻もどるまでは死なないってね」

「格かつ好こいい、シローさん」

　茜がタラバガニの足をくわえたまま感動する。

「下げ品ひんな女……」

　ニコルはそんな茜を見て眉まゆをひそめると、ジュースのストローにちょっと口をつけた。

「シロー君の話で、いくつか分わかったことがある」

　玲は言った。

「志保さんの居い所どころを含ふくめてね。いや、正確には、数か所に場所を絞しぼり込めた、と言うべきだね」

「本当かよ？」

　と、一心は疑うたがいの視し線せんを向ける。

「この船には志保さんが行けて、シロー君が入れない場所がいくつかあるんだよ」

　玲は微笑ほほえんだ。




「なるほどね～、さすが玲さん」

「確かに、シローさんもここは探さがせないもんね。……大地くんならともかく」

　女性用化け粧しよう室しつに入った茜は、感かん心しんしたようにうなずく。

「無む駄だ口ぐちを叩たたいてないで、急いで調べる。パウダールーム、ココだけじゃないのよ」

　ニコルがたしなめた。

「……ついでに、してっていい？」

「そんなこと聞かないで！」

　ニコルは声を荒あららげる。

　だが……。

「あれ？」

　茜はドアをガチャガチャと引ひっ張ぱって首を傾かしげた。

「ニコちゃん、ここ開かないよ？」

「ノックしたの？」

「した」

「……下がって」

　ニコルはドライバーを取り出すと、ドアの隙すき間まに抉こじ入れる。

「いっつも、そんなもの持ち歩いてるの？」

「必要な時はね」

　ガチャリッ！

　鍵かぎが開いた。

「……発見」

　狭せまい室内で壁かべにもたれて、女性が倒たおれていた。

　胸むねがゆっくりと上下しているので、死んではいないことが分かる。

「この人かな？」

「少なくとも、シローの言っていた特とく徴ちようには合うわね」

　二人は志保を抱だき起こそうとした。

　その時……。

「あなたたち、何をしてるの？」

　タイミング悪く、女性がひとり、化粧室に入ってきた。

　恐おそらくは三十代前半。

　身体からだにフィットした黒いドレスに、エルメスのバッグ。

　ハッキリとした眉まゆとまとめ上げた髪かみ、それに薄うすい化粧が、強い女性という印いん象しようを強くしている。

（……あれ、この人？）

　と、茜。

　女じよ優ゆうだろうか？

　何となく、見み覚おぼえのある感じだ。

「どうしたの、その人？」

　入ってきたその女性は、志保を見る。

「あ、あの、これは……ですね」

　窮きゆうする茜に代かわり、ニコルが説明をした。

「このヒト、今夜ははしゃぎ過ぎて、クスリを飲む時間を忘れてしまったんです……」

「薬？」

「ええ、クスリは部屋にあるんです」

　とっさのことなので、何の薬かまでは思いつかない。

「大きな騒さわぎにしたくないので、部屋まで運ぶの、手て伝つだっていただけませんか？」

「……そうね、構かまわないわ」

　黒いドレスの女性は、茜たちに手を貸かした。




「ど～するの？　この人、付いてきちゃうよ」

　志保を化粧室から運はこび出しながら、茜はニコルにささやく。

「仕し方かたないでしょ、ナリユキだもの。あとはレイに任まかせるしかないでしょ」

　ニコルは言い返した。

「ねえ、どっちに運ぶの？」

　黒いドレスの女性が尋たずねる。

「は、はい、こっちです」

　茜たちは士郎たちの待つ船せん室しつへと向かった。

　そして……。

「あら、いやだ」

　黒いドレスの女性は、士郎を見るなり目を丸くした。

「お久ひさしぶりです、蓮はす美みさん」

　士郎は戸と惑まどいながらも、一いち礼れいした。

「えっ？　はすみ……蓮美八や重え!?」

　茜は士郎と女性を見み比くらべた。

　蓮美八重。

　舞ぶ台たい女優で、エッセイスト。

　そして、彩あや乃の二ふ美み花かの母である。

（道どう理りで見た覚えがあると思ったら……、二美花さんに似にてるんだ）

　茜は納なつ得とくした。

「……説明してくれるわよね、シロー君、イッシン君。それに、そちらの美少年も」

　蓮美八重は、ソファーに腰こしを下おろして脚あしを組んだ。

　士郎も一心も、八重とはバラエティーで共きよう演えんした経けい験けんがあり、二美花の誕たん生じようパーティーに招しよう待たいされた時にも会っている。

　美少年というのは、玲のことらしい。

「よく見れば、この子、デザイナーの永なが倉くら志し保ほじゃない。この部屋に連つれ込んで何をするつもりだったの？」

　蓮美八重の表情は厳きびしい。

「……どうやら、俺たち誤ご解かいされてるよな？」

「ああ、確実に……」

　一心と士郎は目め配くばせした。

「そこっ！　こそこそしない！」

「はいっ！」

　八重の言葉に、ビクッとする二人。

（おおっ！　ビビってる、あの連中が！）

　茜は内心、拍はく手しゆを八重に送った。

「蓮美さん……」

　玲は女優に尋たずねた。

「志保さんとはお知り合いですか？」

「そりゃ面めん識しきはあるわよ。親したしいって訳わけじゃないけれど、これだってこの子のデザインなんだし」

　八重は自分の着きている黒いドレスを指さす。

「………」

　玲はソファーに寝かされた志保の前に立つと、顔を近づけた。

「レイ！」

　ニコルが声を荒あららげる。

「……クロロホルムだな。もうすぐ覚さめるだろう」

　玲は振り返った。

「馬ば鹿かガキ、妬やいてやんの……って！」

　ニコルはニヤニヤする一心のスネを蹴けって、知らんぷりをする。

　玲は志保がかすかに身じろぎするのを見ると、士郎に言った。

「シロー君、水を」

「ええ」

　士郎は志保を起こし、唇くちびるにコップを運ぶ。

　冷たい水を口に含ふくんだところで、志保の目がうっすらと開いた。

「士郎くん？」

「良かった……」

　士郎は安あん堵どの色を見せる。

「永倉さん？」

　玲が声をかけた。

「あなたは？」

「大事なことです、答えてください」

「え……ええ」

　うなずく志保。

「今度はどこです？」

「………」

　志保は額ひたいを押さえた。

「今度はどこって……どういうこと？」

　茜は一心にささやく。

「俺に聞くなよ」

「……ごもっとも」

「右う舷げんの救きゆう命めい艇てい……そこで死んでいるはずよ」

　玲はそれを聞くと、ドアの方に向かう。

「イッシン？」

「ああ」

　一心は従したがった。

　しかし……。




　救命艇の周まわりには、すでに人ひと集だかりができていた。

「どうしたんです？」

　集まっていた人々のひとりに、一心が声をかける。

「死体が見つかったみたいよ」

　その女性は答えた。

　玲は野や次じ馬うまを搔かき分け、船員たちの前に出た。

「君たち、下がって！」

　と、現場を維い持じしようとする船員が玲たちを押し止とどめる。

「知り合いなんです」

　玲は言った。

「そ、そうか……？　よし、いいだろう」

　若い船員は、短い躊躇ためらいの後に二人を通した。

　救命艇の中の遺い体たいは、猪いの股またと同年代か、やや上の女性。

　整ととのった顔立ちだが、美しさのピークはとうに過ぎた感じだ。

　猪股と同じように、首くび筋すじ以外に外がい傷しようは見られなかった。

「失しつ血けつ死し……思っていた通りだな」

「誰だれなんだ、これ？　見たことあるような……」

「……それについては、後で話そう」

　と、玲が立ち上がった時。

「君たち、何をやってるんだ！」

　榎えの本もと社長が現われた。

「死体のそばに近寄っちゃ駄だ目めだろう！」

「知人だと思ったものですから」

　榎本に腕うでをつかまれた玲は、そっとその手を外はずす。

「ですが……違ちがったようです」

「悪いね、社長さん」

　玲と一心はまだ何か言いたそうな榎本をその場に残し、志保たちのいる船室に戻もどった。




「ねえ、何だったの？」

　二人が船室に帰ると、茜は尋たずねた。

「新しい死体だよ。今度は女じよ優ゆうの緑みどり山やま和のどかだ」

　答える玲。

「のどか？　緑山和？　あの藤とう堂どうの愛人だった？」

　八重が眉まゆをひそめた。

「誰だっけ、藤堂って？」

　一心はかすかにその名に聞き覚おぼえがあった。

「政治家だよ」

　士郎がちょっと呆あきれて説明した。

「去きよ年ねん死んだ。かなりの金持ちだったらしいけど」

「ええ。でも複ふく雑ざつな条じよう件けんがあって、まだ遺い産さんの相そう続ぞくはされてないって話だったわ」

　八重は腕を組み、指を口元に持っていきながら考える。

「和は女優って名な乗のってたけど、実際はほとんど仕事はなかったようよ。愛人が本ほん職しよくみたいなもの。……ついていない人だったわ、娘むすめさんをこの前亡なくしたばかりだっていうのに」

「娘さん？」

　と、茜。

「娘さんの方が有名だったかもね。星ほし野の愛あいっていう」

「星野愛だって！」

　茜と一心は、玲の方を見た。

　玲はとっくに分わかっていたようだが、表情には出ない。

「そうよ。惨むごい死に方……、うちの子から聞いたわ」

　八重は顔をしかめる。

「自分の娘にあんな死に方をされたら……」

　押し黙だまる一同の前で、志保が立ち上がった。

「そう……私が殺したのね、緑山和を」

　志保はつぶやいた。

「あなたじゃない」

　士郎は落おち着つかせようとその手を取る。

「……よして、分かってるのよ」

　志保は冷れい蔵ぞう庫この前に行き、ウオッカのミニボトルを取り出した。

　そして、一気にそれをあおると、士郎の隣となりに座すわって顔を胸むねに埋うずめる。

「殺して……このまま人の命を奪うばい続けるくらいなら」

「………」

　士郎は問い掛かけるような視し線せんを玲に向けた。

「志保さんに、緑山さんの殺害は不可能だ」

　玲は言い切った。

「どうして!?」

　志保は玲を見上げる。

「死後硬こう直ちよくですよ。緑山さんは、すでに硬直が始まっていた。シロー君が目を離はなしていた時間にあなたが彼女を殺したのなら、まだ死後硬直は起こっていないはずだ。第二の殺人が濡ぬれ衣ぎぬなら、ジャーナリストの猪股晃あき弘ひろが殺された最初の事件も、あなたの仕し業わざでない可能性が高い」

「でも、殺したのを覚おぼえているのよ！　血を啜すすった時のあの生なま臭ぐさい感じも！　この感かん覚かくは本物よ！」

　船室は重苦しい雰ふん囲い気きに包つつまれた。

　そんな時。

「……へえ。志保さん、蟹かに座ざなんだ」

　茜が志保のしている指ゆび輪わを見てポツリと言った。

「ええ、そうよ」

　志保は髪かみを搔かき上げる。

「六月の二十八日生まれ」

「……どうして分かったんだよ？」

　一心が脇わきを肘ひじで突ついて聞く。

「だって、あの指輪、デザインが蟹座の記号だもん」

「お前、つまんないこと知ってるな」

「占うらない好きの女の子なら、たいてい知ってるよ」

「あっちの幼よう児じも？」

　一心は親指でニコルを指さし示しめした。

「残ざん念ねんながら、ワタシ、非ひ科か学がく的てきなことに興きよう味みはないの」

　ニコルは鼻はなの頭にしわを寄せる。

「でも、意外な感じですよね。志保さんが占い好きだなんて。占い師しの人に、見てもらったりもします？」

　そう尋たずねた茜だが、今年は正月におみくじで八回連続大だい凶きようを引いてから、占いはやっていない。

「ええ」

　と、いったんうなずいた志保。

　しかし、ちょっと考えてから頭を横に振った。

「……いえ。やっぱり、ないわ。ない、と思う」

　何か考え込んでいた玲が、茜を振り返った。

「女郎花おみなえし君、時々、君は鋭するどい発言をする」

「何か分かったのか、玲」

　一心の問いに、玲はうなずいた。

「記き憶おく操そう作さの方法だよ。志保さん、この指輪」

　玲は志保の手を取って、星座の指輪を指し示した。

「これ、どこで買いました？」

「……変ね。どこで買ったか覚おぼえてない」

　志保は自分の手をながめる。

「ちょっと、いい？」

　玲は指輪を抜ぬいて、裏うらに刻きざまれた文も字じを読む。

「……イッシン、覚えているかい？」

「思い出した！　こんな指輪、してた女が他ほかにも二人いたぜ！」

「どういうことだ？」

　士郎が二人の顔を見み比くらべる。

「麗れい淑しゆく学園と、お前の学校で起きた殺人事件の犯はん人にん！　二人がこれと似にたような指輪をしてたんだよ！」

「ニコル？」

「分かった」

　ニコルはモバイルを開くと、指輪のメーカーを調べる。

「……この会社ね。アメリカのメーカーだけど、侵しん入にゆうする？」

「ラショーモンにやらせろ。この前の借かりを返したがっていたから」

「ＯＫ」

「……こいつら、素す直なおに問い合あわせるって発はつ想そうはないのか？」

　一心は頭を振った。




　玲の友人であるアメリカ在住の天てん才さいハッカー、ラショーモンから回かい答とうがあったのは、十五分後だった。

「日本で販はん売ばいしているところは、大阪と東京で一か所ずつ。東京のは……星の館やかた！　星占いをやっている店よ！」

　液えき晶しよう画が面めんを見て、ニコルが告つげた。

「志保さん」

　士郎が尋たずねる。

「よく思い出して……星の館に行ったことは？」

「わ、私……」

　志保は頭を抱かかえる。

「志保さん！」

「分からない！　本当に分からないの！」

「……シロー、もういいぜ」

　一心が言った。

「それ以上は無む理りだ」

「だけど！」

「……ほら」

　志保のカバンを調べていた一心は、星の館の名前があるレシートを見せた。

「どうやら、三つの事件がひとつにつながりそうだな」

「ね、ね、ね、待ってよ！」

　茜が一心と玲の間に割わり込んだ。

「じゃあ、志保さんは占いを見てもらいにいって、そこで記き憶おくを替かえられたの？」

「その通りだよ。ある条件下において偽にせの記憶が甦よみがえるように、おそらくは大たい麻まなどの薬やく物ぶつと催さい眠みん術じゆつを使ってね」

「そいつは、絵え美みや麻ま緒おにも催眠暗あん示じを使い、記憶の奥底の憎ぞう悪おや怒いかりを駆かり立てて犯はん罪ざいに走らせた」

　玲と一心は説明した。

「で、真しん犯はん人にんは？」

「まだ分からないよ。だけど、この船の上にいることは確たしかだ。志保さんをクロロホルムで眠ねむらせ、きっかけを与あたえて偽の記憶を甦らせたんだから」

「探さがす方法ならあるぜ」

　と、一心。

「ヤツは二つの遺い体たいから大量の血を抜ぬいている。その血を追うんだ」

「すぐに追おう。あと三十分で帰き港こうだ」

　士郎が立ち上がった。

「じゃあ、二ふた手てに分かれるか？　俺と茜、シローと玲」

「え～、大地くんと？」

「お前な！」

「ニコルはここにいるんだ、危あぶないからね」

「は～い」

　不満そうだが、玲の言うことには素す直なおに従したがうニコルである。

　だが……。

「ち、ちょっと待ちなさい！」

　船室を出ようとした一同を、八重が止めた。

「子供たちだけで、何をしようっていうの？　危き険けんよ！」

「時間がないんです。蓮美さんには、志保さんのことをお願いします」

「……あなた、何者？」

　八重は、玲の毅き然ぜんとした態たい度どに圧あつ倒とうされる。

「ごめんなさい、八重さん。こいつ、うちの兄あに貴きなんですよ」

　一心がドアを開いた。

「通してくれないところがあったら、うちの父の名前を出してくれ。風峰の名も、そのくらいの役には立つさ」

　士郎は一心たちに告つげた。




　茜たちはブリッジ近く、甲かん板ぱん部ぶ船員の居きよ室しつがあるあたりに来ていた。

「ねえ……」

　茜は一心に話しかけた。

「玲さん、さっき最初に殺された人のこと、ジャーナリストって言っていたよね？　何で分かったのかなあ？」

「そいつ、シローの話だと、高そうなペンは持ってても、メモ帳や紙を持ってなかっただろ？」

「そう言えば……」

「犯人は、被ひ害がい者しやのメモを奪うばう必要があったんだ。犯人にとって、都つ合ごうの悪いことを書き残していた人物。と、なると……？」

「ジャーナリスト！」

「な～んてね」

　一心はニッと笑う。

「ニコルがさっき、猪股の名前で検けん索さくしてたよ。それで分かったんだろ。第一、メモを取るのはジャーナリストだけじゃない」

「ぶう、つまらない」

　膨ふくれる茜の横を、大型の掃そう除じ機きを引ひっ張ぱった客室船員が通り過ぎる。

　ふと、足を止める二人。

「……お前も？」

「大地くんも？」

　既き視し感かんを覚おぼえた二人は、ささやくように言葉を交かわす。

「今の人。確かく証しようはないけど……」

「会ったことがある気がするな」

　何の特とく徴ちようもない男だった。

　決して、人の記き憶おくに残らない顔。

　だが、茜は前にこの男に会ったことがあった。

　プロダクションの事じ務む所しよで。

　一心も、格かく闘とうしたことがあった。

　麗れい淑しゆく学園の警けい備び室しつと港こう星せい学園の男子寮りようで。

「それにあの掃除機……水も吸すえるヤツだろ？　テレフォンショッピングでやってた？」

「クロロホルムで眠ねむらせて……傷きず口ぐちから血を!?」

「不可能じゃない！」

　二人は振り返った。

　だが……。

　掃除機だけを残して、男は消えていた。

　一心は掃除機に駆かけ寄より、蓋ふたを開く。

　どす黒い液えき体たいから立ち上のぼる異い臭しゆう。

　茜は吐はき気けを覚えて顔をそらす。

「アカネ、追うぞ！」

「うん！」

　二人は狭せまい回かい廊ろうを走った。

　すぐに、階段が見えてくる。

「上、下？」

「上だ！」

　一心のヤマ勘かんに任まかせて、二人は駆け上った。




「シローッ！」

　階段を上ったところで、一心と茜は士郎たちと鉢はち合あわせした。

「船員を見なかったか！　全然目立たない平へい凡ぼんなヤツ！」

　一心は息を切らせて二人に聞く。

「目立たない、男？」

　玲が眉まゆをひそめる。

「確かさっき……」

　と、士郎。

「そいつだ！　そいつが犯人なんだよ！」

「……一心、君と女郎花君は左さ舷げんから回ってくれ。僕とシローくんは右う舷げんから見てゆく」

「分かったっ！」

　四人は再ふたたび左右に分かれた。




　最初にその船員を発見したのは士郎だった。

　先ほどすれ違ちがっていなかったら、決して気に留とめなかったような船員である。

「玲さん！　あいつ！」

「そのようだね」

　船員は足を止め、二人を振り返った。

　ちょうどその時、反対からやってきた一心と茜が姿すがたを見せる。

　船員は挟はさみ撃うちにあった格かつ好こうになる。

「お前、誰だれだ？」

　一心の問いに、船員は答えなかった。

「生きていたか……」

　船員は、感情のまったく感じられない瞳ひとみを茜に向けた。

「大地くん！　こいつよ、あたしを閉とじ込こめたの！」

「ああ。俺もこいつに斧おので頭割わられそうになったことがある」

「じゃあ、なんでさっきすぐに気づかないのよ！」

「お前もだろ！」

　顔を見合わせる二人。

　その間に……。

「……まあいい」

　船員は踵きびすを返すと、内ポケットに手を入れながら玲と士郎の方に迫せまった。

　バッ！

　黒い布が投げつけられ、士郎たちの視し界かいを覆おおう。

「玲、シロー！　右だ！」

　一心が警けい告こくを発した。

　先を尖とがらせた細いパイプが、黒い布を貫つらぬいて突つき出された。

「……！」

　船室の扉とびらを背にしていた玲は、とっさに士郎を突き飛ばし、身を沈しずめた。

　頭ず上じようをかすめたパイプが、船室の丸まる窓まどを直ちよく撃げきする。

　ピシッ！

　蜘く蛛もの巣す状のヒビが、丸窓のガラスに走った。

「なるほど、それで血を抜ぬいたのか」

　玲はつぶやく。

「黒い布は相手の視界を遮さえぎるだけでなく、返り血を避よける役目も果はたしている訳わけだ」

「落おち着ついてる場合かよ！」

　一心はベルトに挟はさんだピックを抜き、船員の手首を狙ねらって投げつける。

「……甘あまいな、同じ手は食わない」

　カッ！

　船員は簡かん単たんにパイプでピックを払はらい落とした。

「噓うそっ！」

　啞あ然ぜんとする茜。

　だが……。

「甘いのはそっちだ」

　一心に注意が向いた隙すきに、士郎は船員の脇わきへと回っていた。

「……！」

　振り向いた船員の頰ほおを、士郎の左のこぶしが直撃した。

　船員は仰のけ反ぞって倒たおれる。

「出た！　士郎の千三百万パンチ！」

　叫さけぶ一心。

「……何それ？」

　茜が一心を白い目で見る。

「ふっ」

　一心は笑った。

「知らないのか？　あいつのパンチはカルティエの限定リスト・ウォッチ、トーチュ・ミニッツリピーターをメリケン・サック代がわりに使った、一発約千三百万円の高級パンチなのだ」

　当然、一回殴なぐれば時と計けいはバラバラである。

「あ、あんたらバカ……」

　茜は女郎花おみなえし家の年収を軽く越こえる金額に、卒そつ倒とうしそうになる。

「………」

　船員は起き上がると、跳ちよう躍やくして細い手て摺すりの上に立った。

「と、おい！」

　慌あわてる一心。

「死ぬ気か！」

　士郎は啞あ然ぜんとする。

「……お前たちの始し末まつの分まで、報ほう酬しゆうに含ふくまれてはいない」

　男は口元の血を拭ぬぐうと、頭を振ふった。

「これ以上ここに留とどまるメリットはない」

　男はふわりと海に向かって身を躍おどらせた。

「……わっ！」

　一心は男の身体からだをつかもうとしたが間まに合わない。

　茜は顔を覆おおった。

　海を見み下おろす士郎と玲。

「死んだか？」

　一心は苦にがい表情だ。

「……いや」

　じっと水面を見ていた玲は頭を振る。

「やられた。逃げられたよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「それで？　その男のこと、私が警察に話せばいいのね？」

　八重は腰こしに手を当てて、一心たちを見渡した。

「ええ。信用のある蓮美さんの言葉なら、警察もちゃんと聞いてくれるでしょうから」

　玲が微笑ほほえむ。

「うまいこと言って、ハンサムくん。……いいわ、あんたたちには二美花も世せ話わになってるみたいだし」

　八重は化け粧しようを直し始める。

「……そっちの子、茜って言うんでしょ？」

「えっ？……はい」

「……二美花がね、何でも話せそうな友達ができたって喜よろこんでたわ。ありがとうね」

「はい！」

　茜は大きくうなずいた。

　一いつ方ぽう……。

　志保と士郎は舷げん側そくに出ていた。

「何な故ぜ、あの二人は殺されたの？」

「分わかりませんね。あなたが巻き込まれたのは、たまたま占うらないに凝こって星の館やかたに通かよっていたからだろう、と玲さんが言ってました」

「あの血の夢ゆめ……まだ見続けるのかしら？」

「偽いつわりの記き憶おくですから、時間が解決してくれますよ」

「また、恐こわい夢を見て心こころ細ぼそくなったら……慰なぐさめにきてくれる？」

　チタンフレームの奥の瞳ひとみに、戸と惑まどいの色が浮うかぶ。

「冗じよう談だん……でも半分本気」

　志保は微笑んだ。

「からかわないでください」

「そうね。あなたが本当の意味で大人おとなになったら、デートに誘さそうわ」

「その頃ころになっても今のように美しかったら、付き合いますよ」

「言うじゃない。でも今は……」

　志保は士郎の耳元に唇くちびるを寄せた。

「靴くつ、買ってきてくれないかしら？」

　重なり合う二人の姿すがたが、影かげに隠かくれた。

　船はちょうど、レインボーブリッジの下を潜くぐろうとしていた。










　インビジブル　玲れいの賭かけ




「じゃあ、今までの四つの事じ件けんが、全部関係あるって言うんだな？」

「僕ぼくは、偶ぐう然ぜんがとんでもない結果をもたらすことがあると認みとめる人間だ。だけど、今回の一連の事件に関しては、必ひつ然ぜんと考えた方が説明のつくことが多い」

　玲は一いつ心しんに告つげた。

「ま、まさか、本当にその猿さるの手の……」

　茜が唾つばを吞のみ込こむ。

「呪のろい？」

「呪いはさすがにないと思うよ」

　テーブルの上に置かれたミイラの手を見て、玲は微笑ほほえんだ。

「だが、犯はん罪ざいは時に、優すぐれた料理や文学作品を思わせることがある。女郎花おみなえし君の拉ら致ちから始まったこの犯罪には、その底てい辺へんにあるモチーフが存在する」

「何、モチーフって？」

　茜はこっそりと一心に尋たずねる。

「動どう機きとか、中心思し想そうってことだ。お前、受じゆ験けん諦あきらめた方がいいな」

　一心はささやき返した。

「こ、高一の段階で決めないでよね！」

「……続けていいかい？」

　玲は軽く咳せき払ばらいをする。

「この場合のモチーフは、ホラーだ」

「ホラー？」

　パソコンの前にいたニコルが、椅い子すをクルリと回して振ふり返った。

「もちろん、最初の事件は『猿の手』という短たん篇ぺん小説だが、これは後に回そう」

　玲は本ほん棚だなから、ホラー映画の解かい説せつ書しよを抜ぬき出した。

　往おう年ねんの名めい怪かい奇き俳はい優ゆう、ベラ・ルゴシが表ひよう紙しのハード・カバーの洋書だ。

「コータくんと二ふ美み花かさんを巻き込んだ事件は、映画によくある〝生ける死者〟ゾンビを連れん想そうさせるものだった」

　玲がページを開いて指さし示しめしたのは、ゾンビものの古こ典てん、『吸きゆう血けつゾンビ』のスチール。

「その次に、トオルくんが遭そう遇ぐうした事件は、〝狼おおかみ男おとこ〟」

　玲はロン・チャニイJr.が扮ふんした『狼男の殺人』のページを見せる。

「……こんな本を持ってるなんて、玲さん、もしかしてホラーおたく？」

　茜が、からかうような顔をした。

「その本はワタシのよ。悪かったわね」

　ニコルがプイと横を向く。

「てことは……」

　一心は本を手元に引き寄せ、パラパラとめくった。

「船せん上じようパーティーでの一件は〝ヴァンパイア〟か？」

　開いたのは、女吸きゆう血けつ鬼き映画『血とバラ』のページ。

「たまたま、じゃないのか？」

「いや。犯人はホラーをモチーフに、ひとつの芸術表ひよう現げんとしての犯罪を目もく論ろんだんだ」

「馬ば鹿か言え、そんなことのために人の命を簡かん単たんに奪うばえるヤツなんて……」

　一心は本から顔を上げた。

　能のう天てん気きな笑えみが消えている。

「……あいつは死んだ。そうだろ？　そうなんだろっ!?」

「いや」

　玲は頭を振った。

「あれからしばらくして、連れん絡らくがあった。ゲームはまだ終わっていない。彼はそう言っていた」

「何な故ぜ、黙だまっていた！」

　一心は机つくえから身を乗り出し、玲の胸むなぐらをつかむ。

「じゃあ、屋おく上じようから落ちて死んだのは誰だれなんだよ!?」

「おそらくは、彼の〝ダブル〟だ」

「……えっ、どういうこと？」

　事じ情じようを吞のみ込めない茜が、一心と玲の顔を見み比くらべる。

「インクウィジターが生きていた、という話よ」

　ニコルが告つげた。

「翔しよう……さんが？」

　茜はつぶやく。

　インクウィジター。

　もうひとつの名は、田た宮みや翔。

　翔に抱だき締しめられた時の胸むねの高たか鳴なりを、茜はまだ忘れてはいなかった。

　あの優やさしい翔が、連続少女殺人の犯はん人にんだとは、そう目の前で告こく白はくされた後でさえ、信じることはできなかったのだ。

「……アカネ」

　汗あせばむ手を、一心がそっと握にぎった。
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「あいつには二度とお前に触ふれさせない。心しん配ぱいするな」

「大地くん……」

　茜はちょっと感動する。

「お前がいないと、荷に物もつが多い時に困こまる」

　感動取り消し。

　茜は一心の手を振り払った。

「ところで、不ふ法ほう滞たい在ざい小学生、原はら宿じゆくの星の館やかたの線はどうなったんだ？」

　一心は、モニターの前のニコルに声をかけた。

「先手を打たれたわ。あの場所、もう別の占うらない師しが入ってる」

「その線から追うのは、不ふ可か能のうになったってことか」

「そうだ。だからイッシン、今度は君きみが囮おとりになってインクウィジターをおびき寄せるんだ」

　玲が言った。

「インクウィジターはまず、君たちの事じ務む所しよからＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバーのスケジュールを盗ぬすみ、君たちの行動を把は握あくした。そして、綿めん密みつに犯罪を計画し、ひとりひとりのメンバーを巻き込んでいったんだ。コータくんにはゾンビ、トオルくんには狼男、シローくんには吸血鬼、といった具ぐ合あいにね」

「なるほど。じゃあ、コータ、トオル、シローとくれば、取りはこのスーパースターって訳わけだ。……俺の場合、ミイラ男かな、フランケンシュタインか？」

「……どこまで本気なんだか」

「アカネ、あいつ一度、病院に連つれていった方がいいよ」

　楽しそうに考える一心を、茜とニコルは白い目で見る。

「ここ数日中に、インクウィジターは必かならず、何かをしかけてくるはずだ。それを待とう」

「じゃあ、俺はいつも通りに番組に出りゃあいいんだな」

　一心はベルトに挟はさんだピックをピンと弾はじいた。

「そういうことだ」

　玲はうなずいた。




「レイ……」

　一心と茜が帰ると、ニコルがモニターから兄へ視し線せんを移した。

「どうしてイッシンを？」

「そうそう彼を巻き込めないだろう？　インクウィジターのゲームの相手はこの僕だ。決けつ着ちやくは僕がつける」

「無む理りしたら、ダメだよ」

「ああ。ニコルをひとりにするようなことはしない」

　玲はそっと妹いもうとの頭を撫なでた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……それでは、他ほかに名な乗のり出る方がなかったため、藤とう堂どう誠せい治じ氏の遺い産さんは生せい前ぜんに氏が残した遺ゆい言ごんに従したがって相そう続ぞくされます」

　弁べん護ご士しは書しよ類るいをまとめると、権けん利り書しよ、通帳といった遺産のすべてを榎えの本もとに渡した。

「では、私はこれで」

　仕事を終えた弁護士は会え釈しやくすると、部へ屋やを出ていった。

「これで、相続税ぜい分を除のぞいた六十億おく円があなたのものだ」

　窓まど際ぎわに立った青年が肩をすくめる。

「偏へん屈くつな遺言のせいで時間がかかったが」

「五パーセントとこの宝ほう石せきだけでいいとは、欲よくのない男だな」

　榎本は書類の束たばの上に置かれた指ゆび輪わのケースを手に取ると、インクウィジターに差し出した。

「十万もしない品だぞ。分わかっているのか？」

「おやおや、鑑かん定ていしたのか？」

「当然だ。私はビジネスマンだからな」

「私の取り分は……」

　扉とびらのすぐ近くで腕うでを組んで立っていた男が、いつもの特とく徴ちようのない声で言った。

「十パーセントの六億。これが無税とはうらやましい」

　榎本はうなずいた。

「見合う働きはしました」

　男は肩をすくめる。

　だが、その時。

「……まるで、〝透とう明めい人間〟のようにね」

「……！」

　この声に、インクウィジターたちは一いつ斉せいにあたりを見渡した。

「これか！」

　盗とう聴ちよう装そう置ちに直ちよつ結けつしたパソコンに目を遣やる榎本。

「どこにいる、玲？」

　インクウィジターは呼よびかける。

「やあ」

　扉とびらが開き、〝猿さるの手〟を持った銀ぎん髪ぱつの少年が現われた。

「やっと逢あえたね、インクウィジター」

　盗聴器付きの〝猿の手〟を通して、巽たつみ玲は言った。

「……大地一心の動きを張っていたんじゃないのか？」

　と、インクウィジター。

「こちらの手にまんまと乗ってくれたと思ったが」

「誰だれもが、次の狙ねらいはイッシンだと思うだろうね。……僕以外は」

　微笑ほほえむ玲。

「このガキは……パーティーの」

　榎本の顔が強こわばる。

「思い出してもらえたようですね？」

　玲はインクウィジターの前に立つ二人の男を見て、目を細める。

「榎本社長、それにそちらは多た分ぶん、この一連の事件の真しんの実じつ行こう犯はん……」

　今までずっと無表情だった男が、初めてニヤリと笑った。

「どんな場所にも溶とけ込み、誰もがその存在を気に留とめぬ空気のような存在」

　玲はその男の方に足を踏ふみ出す。

「まさに〝透明人間〟だよ。星の館やかたの占うらない師しとなって、麻ま緒おさんの心に姉への殺さつ意いを、絵え美みさんの心に父親への憎ぞう悪おを、志し保ほさんの心に吸きゆう血けつ鬼きの幻げん想そうを吹ふき込んだ。またそれだけはでなく、男だん子し寮りようと船せん上じようパーティーでは直接手も下くだしている。イッシンのプロダクションでデータを盗ぬすみ、Ｓ＆Ｓメンバーのスケジュールを調べたのも、おそらくこの男だ」

「ご明めい察さつ」

　インクウィジターは白しら々じらしい拍はく手しゆをした。

「あの連中を巻き込むために、必要な情じよう報ほうだったのでね。まあ、茜が引っ掛かかってきたのは計算外だったが」

「あの娘むすめも、殺しておくべきでした」

　感情の感じられない声で、〝透明人間〟が言った。

「あなたのような人間がどうして存在するのか、興きよう味みがあるよ」

　玲は〝透明人間〟を見る。

「希け有うな特性、という訳わけではない。私は親や、教師、それに上じよう司しの命めい令れいに常つねに従したがい、言われるままに生きてきた。だが、ある時点で、自分のやりたいことや望むことが、本当は何もないことに気がついてしまった。生まれた時から、死人と変わらなかったことに」

　透明人間は肩をすくめた。

「この社会に住む人間の大たい半はんは、私と同じ生ける屍しかばねだ。ただ、みなそうと気がついていないだけの。だから、私はその中に紛まぎれることができる」

「この場所は何な故ぜ分わかった？」

　榎本が険けわしい表情を見せる。

「簡かん単たんだったよ。さっき出ていった弁護士さ。榎本社長の身しん辺ぺんを洗っていたら、彼が出てきた。あの弁護士の法ほう律りつ事じ務む所しよのデータをハッキングしたら、簡単に相そう続ぞくの話が見つかったので、後はその行動を追えば良かった」

「言ったろ？　あの弁護士は解かい任にんした方がいいと」

　インクウィジターは榎本を見て笑った。

「……だが、榎本を怪あやしいとにらんだ理由は？」

「志保さんと緑みどり山やま和のどかとジャーナリストの猪いの股また。自分が主しゆ催さいするパーティーなら、このあまりつながりのなさそうな三人を一か所に集められる」

「藤堂誠治の遺産については、どこまで知ってる？」

「すべては、藤堂の遺言が引き起こしたことだ。彼の巨きよ額がくの遺産はその遺い志しにより、遺言状に記しるされた四人のうちのひとりに行くことになっていた。すなわち、愛人だった緑山和と、その娘の星ほし野の愛あい。以前の秘ひ書しよで、汚お職しよく事件の時に藤堂をかばって罪つみを背せ負おった月つき岡おか。そして、別の愛人の子であるあなただ、榎本さん」

「……本ほん来らいはすべて、もっと早く私の物になっているべきだったのだ」

　榎本は吐はき捨すてるように言った。

「経営するＩＴ関かん連れん企き業ぎようの不ふ振しんにあえいでいたあなたは、どうしても遺産全額を手に入れる必要があった。三人はそのために殺された」

「証しよう拠こはない。第一、星野愛の事件は解決済ずみだ」

　うそぶく榎本。

「ちなみに、ジャーナリストの猪股は、この相続問題にいち早く目をつけていたんだろう。彼が殺されたのは、本当の狙ねらいを隠かくすのと、うるさいマスコミの口くち封ふうじ。一いつ石せき二に鳥ちようだね」

「やれやれ、またも見み抜ぬかれてしまった訳わけか」

　インクウィジターは苦笑した。

「かなり慎しん重ちように、ホラー仕じ立たてのミス・リーディングを仕組んだつもりだったんだが。Ｓ＆Ｓの連中が猿さるの手に願ったことを叶かなえるって趣しゆ向こうは、面おも白しろかったろう？」

「もっと早い段階で、僕があの腕を見ておくべきだった。盗とう聴ちよう装そう置ちの発見に、時間はかからなかったよ」

「美しい挑ちよう戦せん状じようだろう？……あの腕の持ち主も、実に美しい女だったな」

「あれを作るために……殺したのか？」

「芸術は手て間まと金がかかる」

　インクウィジターは肩をすくめる。

「君はただ、本ほん来らいの目もく的てきの他に、僕のミス・リーディングを誘さそうだけのために、何人もの人間を犠ぎ牲せいにした。そして、麻緒さんの、絵美さんの、志保さんの心を玩もてあそんだ。許ゆるすことはできない」

　玲の目に厳きびしい光が宿やどった。

「おい、早くそいつを……」

　榎本がインクウィジターの腕うでをつかんで、急せかす。

「口を出すなっ！」

　インクウィジターはその手を振ふり払はらった。

「貴き様さまごときが、ゲームに介かい入にゆうすることは許さん」

「……！」

　榎本は気け圧おされて後うしろに下がる。

「……さて」

　インクウィジターはジャケットの下のホルスターから、武ぶ骨こつな拳けん銃じゆうを抜いた。

「トカレフか……。銃は君の好このみに外はずれるんじゃないのか？」

「仕し方かたないさ。どんなゲームにもエンディングは来る」

　インクウィジターは引き金を絞しぼった。

「フェア・ジー・ウェル、マイ・フレンド」

　その時。

　ビュッ！

　金のピックが、インクウィジターの手の甲こうを直ちよく撃げきした。

　銃が跳はね上がり、銃じゆう声せいとともに弾だん丸がんは天てん井じようのライトを打うち砕くだく。

「抜ぬけ駆がけはなしだぜ、玲」

「大だい地ち一心！」

　インクウィジターは振り返った。

「貴様がどうしてここへ！」

「俺なりの推すい理り」

　一心はピックをもう一枚、ベルトから抜いた。

「もし犯人が、翔、お前だとしたら、スタジオっていう同じ舞ぶ台たいを二度は選ばないだろうと思った。なのに玲はスタジオに行けと言う。おかしいと思ってニコルを問い詰つめたら、ここを吐はいたって訳わけさ。……それからそっちのオッサン！」

　一心は〝透とう明めい人間〟を指さした。

「てめえ、前みたいに逃にがしゃしないからな！　茜を恐こわがらせた分、きっちり落とし前つけてやる！」

「………ちっ！」

　榎本が動いた。

「おっと！　ひとりだけ逃げようとすんじゃねえって！」

　扉とびらがバンと開いた。

「俺たちをコケにして、無ぶ事じで済すむと思ったのかよ!?」

　ガスッ！

　亨とおるのこぶしが榎本のこめかみをえぐった。

　身体からだを半回転させ、厚あつい絨じゆう毯たんの上に倒たおれる榎本。

「……トオル、仮かりにもベーシストだろ？　指を痛めるようなことは止やめた方がいいな」

　士し郎ろうがキラリと眼鏡めがねを光らせた。

「すでに榎本氏の会社の正確な経営情報を、各方面に流した。明日あす、彼の会社の株かぶは大だい暴ぼう落らくだ」

「何ぃ！」

　榎本の顔が青あお褪ざめる。

「……お前ら来てたのか？」

　一心は呆あきれ顔で仲間を振り返った。

「番組の収しゆう録ろくは？」

「これが片かた付づいたら行きますよ」

　ヒョイと宏こう太たが顔を出す。

「レイさん、ニコルちゃんって、本当にお兄にいさんが好きなんですね」

「あのチビの差さし金がねか」

　と、一心。

「困こまった子だ」

　頭を振る玲。

「イッシンはともかく、レイさんを危あぶない目に遭あわせないようにってさ」

　士郎は笑う。

「笑うとこか、そこ？」

　一心は憮ぶ然ぜんとした表情になる。

　だが……。

「やれやれ、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいか」

　インクウィジターは冷れい静せいさを取り戻もどしていた。

「まあいい、ひとりひとり減へらすか」

　トカレフを握にぎり直し、今度は狙ねらいを一心につける。

「イッシン！」

「先せん輩ぱい！」

　Ｓ＆Ｓメンバーは凍こおりついた。

「みんな、動くな！」

　玲の鋭するどい声が飛ぶ。

「……貴き様さまのような虫けらに、もう二度と俺の邪じや魔まはさせない」

　インクウィジターは無む造ぞう作さに引き金を引いた。

　だが……。

「……なめるな！」

　一心は真横に飛んで、指に挟はさんだピック二枚を同時に放はなった。

　ズギューン！

　銃じゆう弾だんは一心の肩かたスレスレをかすめて、パソコンのモニターを破は壊かいした。

　火花が飛んで、黒い煙けむりが上がる。

　ＣＲＴのガラス片へんがパラパラと、一心の身体からだの上に飛とび散ちった。

　一いつ方ぽう……。

「……くっ！」

　ピックの一枚はインクウィジターの右目を直ちよく撃げきし、もう一枚は……。

「……やることがセコいんだよ」

　玲の後うしろに回っていた〝透とう明めい人間〟の腕うでから、ナイフを弾はじき飛ばしていた。

「済すまないね」

　落おち着ついてナイフを拾ひろい上げた玲は、〝透明人間〟の後こう頭とう部ぶにナイフの先せん端たんを突つきつける。

「いいから、そいつを逃にがすなよ！」

　一心は立ち上がり、インクウィジターに飛びかかった。
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「馬ば鹿かどもが！」

　インクウィジターは身をかわすと、机つくえの引き出しに手をかける。

「消し飛べ！」

　机の中にあったのは数個の手しゆ榴りゆう弾だんだった。

　インクウィジターはそのひとつを握にぎり、ピンを抜ぬいた。

「逃げろ！　みんな！」

　玲が叫さけんだ。




　数秒後……。

　高こう層そうビルの窓まどが爆ばく音おんとともに吹ふき飛び、ガラスの破は片へんが夜の新しん宿じゆくに降ふり注そそいだ。










　ラスト・ソング




　その夜の爆ばく発はつ事じ件けんは、業ぎよう績せき不ふ振しんに悩なやんだＩＴ関かん連れん会社社長榎えの本もと修しゆう作さくの自殺ということで話わ題だいになった。

　死者は二人。

　榎本の他ほかに、もうひとり、身み元もと不明の黒くろ焦こげ死体が発見された。

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーのメンバーが巻き込まれることを避さけられたのは、下でバンを待たい機きさせていたマネージャーと茜あかねの功こう績せきだった。

「ほほほほほほっ！　あんたら、しばらくあたしに頭上がらないわね！」

　バンの中で、煤すすまみれのメンバーの前にマネージャーは勝ち誇ほこった。

「……あ～あ」

「こりゃきっと」

「猿さるの手の呪のろいだ」

　宏こう太た、士し郎ろう、亨とおるの三人はため息をついた。







「危あぶないことはしないでって言ったのに！」

　屍し桜ざくら屋敷に玲が戻もどると、ニコルは泣きながら飛びついてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。一いつ心しんたちのおかげで、怪け我がはない」

　玲はそっと肩かたに手を置く。

「でも！」

「絶対に僕ぼくは死なない。ニコルをひとりにはしない」

「……キャン・ユー・スウェア・イット？」

「ああ……、誓ちかいます」

　涙なみだを擦こするニコルの前で、玲は胸むねに手を当てた。

「……可か愛わいいところあるね、ニコちゃん」

　玲や一心と一いつ緒しよに帰ってきた茜が、この光こう景けいを見てささやく。

「まあ、小こ憎にくらしいとこばかしじゃないさ」

　うなずく一心。

「……イッシン、アカネ」

　ニコルは二人の方を見た。

「レイを連つれて帰ってくれて……アリガト」

「よせよ。あんまし素す直なおだと病気かと思うぜ、ブラコン」

「ニコちゃん、熱あるんじゃない？」

　二人は笑いだした。

「……やっぱり、アナタたち、大だい嫌きらい」

　ニコルはプイと横を向いた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「同じビルに部へ屋やを借かりるとは、あなたも大だい胆たんだ」

　プラチナブロンドの青年は苦く笑しようした。

「灯とう台だい下もと暗くらしさ」

　インクウィジターは、灰はい皿ざらの上にベルベット製の指ゆび輪わのケースを置いた。

「今回の計画は失しつ敗ぱいでしたね」

　プラチナブロンドの青年は、爆発事じ故この記き事じが載のった新しん聞ぶんを椅い子すの上に投げる。

「いいや、上じよう首しゆ尾びだった」

　ケースの中なか身みの指輪をごみ箱ばこに放ほうり込む一いつ方ぽうで、ライターのオイルを灰はい皿ざらに注そそぐインクウィジター。

「本当に欲ほしかったものは……手に入れた」

「本当に手に入れたかった？」

「ああ」

　インクウィジターはライターで指輪ケースに火を付ける。

「自分の……過か去この名前だよ」

「……？」

　青年は首を傾かしげた。




　灰皿の上では、指輪ケースが燃え始めていた。

　その内側には……。

〝大たい切せつな人へ〟という言葉と、藤とう堂どう誠せい治じではない人間の名前。

　だが、その文も字じは炎ほのおに舐なめられて、瞬またたく間まに炭たん化かしてしまった。










　あとがき




　ど、どうしてｔｏｔｏは当たらないんだ～っ！

　茜あかねの給料一か月も注つぎ込んだのに～っ！

　悪いのはヴェルディか？　アントラーズか？

　いや、Ｊ２だ！

　あんなの当たる訳わけないじゃないか～っ！

　引き分けはノー・カウントにしてくれ～っ！




　……お待たせしました、ハード・デイズ・ナイツ、第二弾の登場です。

　今回は、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバーのひとりひとりが主人公の連れん作さく形けい式しき。

　突とつ然ぜん、送られてきた〝ミイラの腕うで〟を巡めぐる失しつ踪そう事件や猟りよう奇き殺人に、一いつ心しん、宏こう太た、亨とおると士し郎ろうが挑いどみます。

　もちろん、最後をまとめるのは玲れいだけどね。

　ところで……。




　このシリーズ、いくつか毎回苦労するところがあるんだけど、一番大変なのは、オープニングでＳ＆Ｓが歌う新曲の歌か詞しです。

　あんまり格かつ好こよくてもアイドルっぽくないし、かといって、演えん歌かみたいにダサダサにする訳にもいかないし、結けつ構こう、悩なやむところなんですよ。

　本編部分よりも、この部分に時間がかかってたりして。

　で、このシリーズを立ち上げることになってから、男性アイドルの曲（主にジャニーズ系）を否いや応おうなしに聞くようになりました。（おかげで最近、ＣＤ屋でヤバイ人に思われているような気がするけど……）

　お気に入りは、やっぱり王道のＳＭＡＰ。（いや、ＴＯＫＩＯやＶ６も好きだけど、もとからＳＭＡＰは聞いてたし。考えてみれば、最近のジャニーズで嫌いなグループってないな。少なくともモー娘むす。を聞いてるよりいいや）

　だけど、このメンバーってもう単なるアイドルの枠わくに収おさまらない感じがして、あんまりＳ＆Ｓの参さん考こうにはならないって話も。




　まあ、いいか……。




　あと、もうひとつの手て間まがかかるのが、亨の企き画かくするゲーム。

　前回のギャルゲー同どう様よう、今回もかなり細かいところまで設せつ定ていしてるんですよ。

　ヒロインは、アユ風メイクの十七歳の女子高生。

　で、変身すると、幼おさな気げな十歳の小学生に。（無む力りよくになってどうする？）

　変へん身しんアイテムは、学校の来らい賓ひん用スリッパ。

　ライバルキャラは、少年課の婦ふ警けい（と、今はこういう言い方しないんだっけ？）に、パラパラ命のクラブギャル。

　ゲームとしては、恋愛アドベンチャーにリアルタイム戦せん闘とうシミュレーションをプラスして、さらに変身にはダンスゲーム専せん用ようコントロールによる入力が必ひつ要ようという……。




　……なんだか、実は苦く労ろうというより、暇ひまでやってるような気がしてきたなあ。




　さて、次回はインクウィジター編へんの（おそらく）最後。

　ド派は手でにやるから、みんな付き合ってね。




　付記１

　このところ、ＲＰＧをやってもなかなかラストまでいかなくて（ドラクエは終しゆう盤ばん苦く行ぎようだった）、自分はロープレに向かない人間だと思いかけてたんだけど、『ボクと魔ま王おう』は面おも白しろいなあ。今、一番のお薦すすめ。

　……あの、ちなみに仕事は真ま面じ目めにやってるんでＳさん胃いを悪くしないでくださいね。

　ゲームで徹てつ夜やして、原げん稿こうを後回しにするなんてことは……毎日じゃないし。




　付記２

　今回、執しつ筆ぴつ中のＢＧＭには、ジャニーズ系の他に、ＨＭＶで衝しよう動どう買いした70年代から80年代のアメリカのＴＶ主題歌のサントラを使用。

　リアルタイムも再放送も含ふくめて、結けつ構こう見てるんだよね、これに入ってるの。

　ミステリー関係で言えば、「マイアミ・バイス」とか、「刑けい事じコジャック」、「ドクター刑事クインシー」、「探たん偵ていハート＆ハート」、「刑事スタスキー＆ハッチ」、「私し立りつ探偵マグナム」、「ロックフォードの事件メモ」

　まわりの人間が誰も覚えていなかった「ザ・ルーキーズ」、「刑事バレッタ」まで入ってる。

　子供の頃ころ、日本の刑事物はあまり見なかったけど、アメリカのＴＶ番組の影えい響きようは結構強く受けてるかも。

　どこか、ＤＶＤで出してくれないかなあ。




　付記３

　ＤＶＤで思い出した。

　途と中ちゆうまでになっていた例のベストテン、次の『フリッカー・エンジェルズ』で残りを発表するのでよろしく。

　ちなみに、『フリッカー・エンジェルズ』は、30年代のハリウッドを舞ぶ台たいとした、実じつ在ざいの人物が多た数すう登場するライト・フアンタジーです。

　まだ読んでいない人、是ぜ非ひ手にとってみてね。
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